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ごあいさつ

京都は，世界に誇る数多くの歴史遺産に恵まれた大都市であります。市内

には多くの遺跡があり，これらは埋蔵文化財包蔵地と呼ばれ，年代ごとに幾

層にもわたり積み重ねられた歴史の重みをもつものが数多く存在します。

このような埋蔵文化財は，我が国の歴史や文化の成り立ちを知ることがで

きる国民共有の貴重な財産であり，将来にわたって保存すべきものでありま

す。

近年，埋蔵文化財包蔵地内における土木工事等による開発行為は，これら

埋蔵文化財保護に少なからず影響を及ぼしております。先人が残した埋蔵文

化財を引き継いだ私達は，その保存と開発行為との調整を適切に行い，これ

を後世に伝承していく責務があると考えております。

本報告書は，平成9年度に本市が文化庁の国庫補助を得て実施した埋蔵文

化財調査の結果をまとめた概要報告書であります。この調査のうち，試掘調

査は京都市埋蔵文化財調査センターが実施し，発掘調査及び立会調査は,財

団法人京都市埋蔵文化財研究所に委託したものであります。

結びに，この度の各調査の実施に当たりまして，御理解と御協力を賜りま

した市民の皆様を初め，御指導と御助言を賜りました関係機関の皆様に心か

ら感謝申し上げますとともに，本報告書が京都の歴史を知るための一助とし

て，お役立ていただければ幸いに存じます。

平成10年3月

京都市長桝本頼兼



例 を苫
口

1本書は京都市文化市民局が財団法人京都市埋蔵文化財研究所へ委託して実施した、文化庁国

庫補助事業に伴う平成9年度の京都市内遺跡立会調査概要報告書である。

2本書の編集は小桧山一良、近藤章子、高橋潔、長戸満男、長宗繁一、端美和子、尾藤徳

行、本弥八郎、吉本健吾、竜子正彦が調整・作成実務を担当した。

3各報告の執筆者はそれぞれの文末に記した。

4写真撮影は村井伸也と幸明綾子が担当し、遺跡の一部は調査担当者が行った。

5遺物復原・彩色は出水みゆき、中村享子、村上勉が担当した。

6本書で用いた土壌色名は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修の『新版標準土色帖』に

準じた。

7本書に使用した遺構の略記号は、奈良国立文化財研究所の用例に従った。

8個々の調査地での計測値は、宅地の場合には仮の「水準点」を士Omとし、道路の場合には

現行道路面を地表面（±Om)としている。なお、本書中で使用している方位および座標の

数値は、平面直角座標系Ⅵにより、標高はT.P.(東京湾平均海面高度）による。その際の測

量基準点は京都市遺跡発掘調査基準点を使用し、調査地における測量基準点の設置は辻純

一、宮原健吾が行った。

9本書ではいわゆる「地山」を無遺物層と表記した。また、調査一覧表では各時代の「時代」

は省略しており、調査日については簡略に記しているものもある。

10なお、本書を作成するにあたっては、田中宙・伊東史朗・泉武夫・橋本清一の各氏にご

教示いただいた。記して謝意を表したい。

11本書で使用した地図は京都市長の承認を得て同市発行の都市計画基本図(縮尺:1/2,500)を

複製して調整したものである。

都市計画基本図は、縮尺を調整して以下のものを使用した。

平安宮跡図版18,000分の1（聚楽廻、壬生）

平安京跡図版2～138,000分の1(船岡山、衣笠山、花園、聚楽廻、御所、山ノ内、

壬生、三条大橋、西京極、島原、五条大橋、中河原、梅小路、京都駅）

各報告の「調査位置図」5,000分の1

図1．8（三条大橋）図13．65（五条大橋）

図16（花園・聚楽廻）図20．43･46･30(花園）

図23（山ノ内・壬生）図26．33．34（西京極）

図31．32（山ノ内）図38（植物園）

図52（宇多野）図58（太秦）

図63（大原野）図69（横大路）
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I調査概要

（財)京都市埋蔵文化財研究所では京都市文化市民局の委託を受けて、京都市内の遺跡を対象と

した文化庁国庫補助事業による立会調査を実施している。本書では平成9年度概要報告として、

1997年1月6日から3月31日までの1996年度と、同年4月1日から12月25日までの1997年度の調

査成果を合わせて報告する。調査件数は1996年度1～3月期が162件、1997年度4～12月期が360

件であった。京都市内を便宜的に地域分けした各地区の調査件数は下表のとおりである。

地区 96年度l～3月 97年度4~12月 小計 地区 96"l～3月 97年度4~12月 小計

平安宮(HQ) 37 58 95 南・桂地区(MK) 7 5 12

平安京左京(HL) 39 87 126 洛東地区(RT) 14 39 53

平安京右京(HR) 23 60 83 鳥羽地区(TB) 11 15 26

洛北地区(RH) 3 17 20 伏見地区(FD) 14 24 38

太秦地区(UZ) 2 15 17 長岡京地区(NG) 4 16 20

北白川地区(KS) 8 24 32 計 162 360 522

本書では成果の良好な調査のうち16件について概要報告を行い、その他は調査一覧表としてま

とめた。なお、一覧表では未報告の1995年度調査分も掲載した。

立会調査の原因は工事の種類によって、小面積の宅地での建築工事に伴うものと、現道路での

埋設工事に伴うものに大きく分けることができる。本年度の件数の比率では圧倒的に建築工事が

多い。住宅建替え工事が最も多く、共同住宅や店舗・事務所の建築工事が次いでいる。埋設工事

では、阪神大震災以降盛んに行われている耐震性のガス管への布設替え工事が各所で調査の対象

となった。また、上水道管の老朽化に伴った布設替え工事も目立った。

平安宮(HQ)宮域では良好な成果は得られなかった。昨年と同様に小面積の宅地の開発が多

く、工事掘削深が浅いことから、遺構や遺構面に達しないものがほとんどであった。豊楽院（97

HQ58)では、現代盛土直下で版築状の土層を確認した。遺物が出土せず、時期は確定できなか

ったが豊楽院に関連する施設と考えられる。

平安京左京(HL)左京域では、三条三坊七町(96HL444)と四条三坊八町(96HL374)、

六条三坊(96HL491)の3件の概要を報告する。京都御苑では、計画されている迎賓館建設に

関連する調査(96HL492)力笥あり、近世の整地層・遺物包含層が良好に遣存していることが明

らかとなった。条坊に関連する成果には、東京極大路西側溝(96HL492)、三条坊門小路路面(9

6HL536)、五条大路北築地内溝(96HL532)、六条大路路面(96HL491)、八条大路路面(97

HL22)などがある。

平安京右京(HR)右京域では、一条二坊(97HR162)、同四坊二町(97HR93)、四条二坊

十一・十二町(96HR470)、五条三坊四町(97HR314)、六条二坊十二・十三町(97HR21)の

5件の概要を報告する。これらのうち、97HR93を除<4件は条坊に関連する成果であった。こ
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れ以外の条坊関連のものには、野寺小路路面(97HR358)、西大宮大路西側溝と考えられる落込

(97HR241)、同路面(97HR2)、左女牛小路北側溝(97HR240)などがある。

洛北地区(RH)植物園北遺跡8件、北野遺跡および北野廃寺3件、平安京隣接地・紫野斎院

跡各2件、世尊寺跡・新町校地跡・聚楽第跡・小野瓦窯跡・元稲荷瓦窯跡各1件であった。その

うち植物園北遺跡(97RH202)、北野遺跡・北野廃寺(97RH23．65)の3件を概要報告する。

97RH23では寺域の西端で平安時代以降の版築による基壇状の遺構、また97RH65では道祖大路

の北延長の平安時代中期以降の路面と側溝を確認したことは注目される。

太秦地区(UZ)広隆寺旧境内3件、南野古墳群・上ノ段町遺跡・東衣手町遺跡各2件、梅ケ

畑遺跡隣接地・清凉寺境内・仁和寺院家跡・円乗寺跡・草木町遺跡・法金剛院境内・多薮町遺跡

・西野町遺跡各1件であった。これらのうち梅ケ畑遺跡隣接地(97UZ1)と広隆寺旧境内(97

UZ201)の概要を報告する。97UZ201は寺域の南限付近にあたり、ここで遺構・遺物を検出し

たことは、今後広隆寺旧境内の寺域を考えるうえで重要である。

北白ﾉ||地区(KS)岡崎遺跡および白河街区跡22件、京都大学構内遺跡・北白川廃寺各4件、

池田町古墳群2件であった。顕著な調査成果はないが、北白川廃寺(97KS189)では古墳時代・

奈良時代前期・平安時代後期の土擴を検出している。また、京都大学北部構内遺跡(97KS46)

では6地点で縄文時代後期と弥生時代前期の遺物包含層などを確認した。

南・桂地区(MK)南春日町遺跡3件､中久世遺跡・大藪遺跡各2件､松室遺跡・下津林遺跡・

法華山寺跡・芝古墳群・妙見山古墳隣接地各1件であった。奈良・平安・鎌倉各時代の掘立柱建

物などを検出した南春日町遺跡(96MK314)の概要を報告する。

洛東地区(RT)中臣遺跡34件、法住寺殿跡および六波羅政庁跡8件、山科本願寺跡5件、法

性寺跡・安朱遺跡各3件であった。このうち法住寺殿跡・六波羅政庁跡(96RT512)の概要を

報告する。そのほかでは中臣遺跡(97RT129)で中世の遺構が良好に遺存していた。

鳥羽地域(TB)鳥羽離宮跡17件､下三栖遺跡3件､上鳥羽遺跡2件､唐橋遺跡・烏丸町遺跡・

下鳥羽遺跡・西飯食町遺跡各1件であった。下三栖遣跡(97TB63)の概要を報告する。この遺

跡は近年存在が明かとなった集落遺跡である。ほかに、下烏羽遺跡(97TB337)では弥生・奈

良・平安各時代の遺物包含層を確認している。

伏見・醍醐地区(FD)伏見城跡33件、深草坊町遺跡2件、嘉祥寺跡・醍醐廃寺・向島城跡各

1件である。顕著な成果はなかった。

長岡京地区(NG)長岡京跡19件、久我殿遺跡1件で、顕著な成果はなかった。

本年度報告分のうち、97UZ1は銅鐸出土地の隣接地として調査を開始したが、丘陵頂部に平

安時代前期を中心とする祭祀跡が良好に残っており、発掘調査に切り替えた。この丘陵には梅ケ

畑遺跡や御堂ヶ池古墳群が存在するにも拘らず、当遺跡はこれまで全く知られずにいた。このこ

とは、京都市域にまだ認識されていない遺跡が数多く残されていることを示唆している。今後も

遺跡外とされている地域についても機会あるごとに調査を行う必要があろう。（高橋潔）
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II 平安京跡

l平安京左京三条三坊七町(96HL444)

調査経過（図1）

調査地は中京区衣棚通押小路下る下妙覚寺町

185．187．189番地である。当地のマンション

建設に伴って、1997年2月12日から3月4日の

間に計7日間調査を実施した。

当地は平安京左京三条三坊七町に位置し、平

安時代は「鴨院｣、南北朝時代は二条良基の｢二
註1

条殿」がある。応仁元（1467）年から天正十四

(1586）年の120年間を描いたとする宝暦三（17

53）年作図の『中昔京師地図』には、室町小路

捧 騨錨蝿醗
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を挟んで東西2箇所に池が描かれており、東の 図1調査位置図(1:5,000)

池には「竜躍池」と記されている。室町時代の文明十五（1483）年以降は日蓮宗妙覚寺の寺地に

あたる。また当地東隣には現在も御池之町の町名が残る。

遣構（図版14、図2～4）

敷地の4地点で調査を実施した。以下に各地点毎に遺構をまとめて概説する。なお、敷地に西

面する南北道路中央を水準点とした。

NQI地点-1.58mで一辺0.4mの方形、深さ

0.16mの柱穴を確認した。中央に径0.15mの柱

根跡がある。埋土からは平安時代後期の土師器、

白色土器が出土している。NQ1地点から1mX

の地点の-1.6mでは、無遺物層の明黄褐色砂泥

層を切込んで南北1.5m以上、東西0.7m以上の

落込1基を確認した。埋土からは中世から江戸

時代前期の土師器、須恵器、瓦器、陶器、輸入

陶磁器、瓦が出土した。

NQ2地点工事によって-1.64mまで無遺物

層の明黄褐色砂泥層が削平されていたが、この

上面で南北1.5m、東西3.1m，深さ0.88mの隅

の丸い長方形をした土擴を確認した。この土壌

④

2（

■■■■■■■■■■

衣
棚
通

蕊
､

、

水準点
●

は、中央部が南北1.5m、東西1.6mでほぼ垂直図2遺構位置図(1:500)
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に掘り込まれている。埋土は7層に分けられ、

第1層には灰・炭、第3層には礫・炭、第6層

には炭．粗砂、その他の第4層以外の層には炭

が含まれていた。埋土からは江戸時代前期の遺

物が出土した。

No.3地点-1.82mで池の西肩を南北方向に

20m分を確認した。敷地東端から西肩までの距

離は4.05～6.55mである。池の肩は、敷地の南

北の中央付近で西へ少し弩曲しふくらむ。この

池は東側隣地へ大きく広がっていると考えられ

る。埋土からは鎌倉時代から江戸時代前期の遺

物が出土した。

NO4地点No3地点で確認した池の埋土を切

5m(西側隣地境より）

W 削平
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77

－2m
－
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1灰褐色砂泥（灰・炭多い）

2暗灰色砂泥（炭多い）

3褐灰色砂泥（礫・炭多い）

4にぶい黄褐色砂礫

5にぶい黄榿色粘土（炭混）

6にぶい黄榿色粘土（炭・粗砂混）

7にぶい黄褐色砂泥（粘質，炭混）

8明黄褐色砂泥一無遺物層
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NQ2地点平面・断面図(1:50)

（東側隣地境界より)E

図3

W
－

って幅2.3m、深さ0.92mの南北溝を確認した。溝の東

肩の底部近くで、縦0.04m，横0.1mの断面長方形で長

gO.5mの杭を1本検出し、この杭から北へ2.4mの地点

とさらにこの地点から西へ0.7mの地点でそれぞれ1本

の杭を検出した。これらは溝の護岸施設に伴うものと考

えられる。溝は最終的には幅が約半分の西側だけとなり、

浅くなる。埋土には腐植土や植物遺体が多く混入してお

り、流れが澱んでいたことを窺わせる。埋土からは江戸

時代前期の土師器、天目椀、播鉢、瓦質火鉢が出土した。

No.5地点溝の埋土と思われる堆積層を確認した。埋

土から江戸時代前期頃の土師器、瓦器、陶磁器、瓦が出

黒褐色泥土（腐植土・炭・礫多い）

オリーブ黒色泥土（植物遺体・粗砂混）

黒色泥土（粗砂・炭・礫混）

オリーブ黒色泥土（腐植土・礫・炭多い）

オリーブ黒色泥土（植物遺体・粗砂混）

オリーブ黒色泥土（粗砂礫混）

オリーブ灰色泥土

欝蜜灘:鰻))繍適物層
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LFFFFLFFFF-ﾖⅢNo.5地点溝の埋土と思われる堆積層を確認した。埋

図4NQ4地点北壁断面図(1:50)土から江戸時代前期頃の土師器、瓦器、陶磁器、瓦が出

土した。
註2

当調査地より2軒北側の立会調査(97HL245)でも、当地から北へ続く同時代の池と杭を伴

う南北溝の西肩と考えられる落込を確認した。この西肩とNQ4地点の西肩では、前者が3.75m東

にある。また現在の両調査地の東側隣地境界線を比較すると、当調査地の北側で大きく東へ振れ、

西肩と同程度にずれている。この境界線は南北溝のやや東側のラインを踏襲したものと考える。

遺物（図版15～18,図5～7）

No2地点の土擴から出土した一括遺物(1～60)は量的には少ないが、土師器、瓦器、陶器、

焼締陶器、輸入磁器類などの他に銭、鋳造関連の遺物がある。

NQ3～5地点の池、南北溝から出土した遺物(61～73)は、遺物整理箱に3箱あり、土師器、

瓦器、施釉陶器、焼締陶器、輸入磁器類、瓦、他に鋳造関連の遺物などがある。72はNQ5地点、

その他はNQ3地点から出土した。鋳造関連具としては、財渦、フイゴ羽口、砥石、鉄棒が出土し
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図5No2地点出土遺物実測図1(1:4)

ている。

（1．2）は天目茶椀でいずれも体部の立ち上りが強く、口縁部はほぼ直立しており、高台内

の削りが浅い。1は器高に比べ高台径が小さくやや不安定であり、高台は削り出しで作りは粗い。

釉は暗褐色で外面の各所に素地力罫のぞく。胎土は淡黄色で軟質である。2は1に比べ高台径がや

や大きく高台付近のヘラケズリも丁寧である。内面底部には緩やかな凹みがみられる。釉は黒褐

－5－
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色を呈する。

（3～6）は志野産の杯・椀でいずれも長石釉が掛かる。また4～6は「入れ子」にして焼成

したために内面底部に円錐ピンの痕が残る。3は底部付近で弩曲し、口縁部まで直線的に立ち上

がる。底部は削り出し高台で、釉は白濁する。4は高台脇で内弩気味に立ち上がり口縁部はわず

かに外反する。器壁は全体的に厚い。胎土は灰白色で粗い。5の体部は高台脇で弩曲し、直線的

に口縁部までのびる。削り出しの輪高台の径は小さく、高台から体部にかけてのヘラケズリの幅

は細く密である。釉に貫入がみられる。6はこの中では大振りである。高台脇から緩やかに内弩

して立ち上がり口縁端部はわずかに外反する。高台径は大きく碁筍底となる。釉の薄い部分には

粗い貫入がみられる。

（7．8）は唐津椀である。7は体部が内弩気味に立ち上がり口縁は外反する。輪高台の削り

出しは粗い。釉は黄褐色の灰釉である。8は体部が斜めにほぼ直線的に開く椀で、輪高台の削り

は丁寧である。体部外面の施釉範囲は比較的狭く露胎部が広い。胎土は微砂質だ力§精良で黄色を
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図6NQ2地点出土遺物実測図2(1:4)
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呈する。内面底部に目跡力罫みられる。

（9～18）はⅡ類である。9は高台が碁筍底の黄瀬戸皿で、全面に黄灰色の釉が掛けられ、高

台脇には目跡が3箇所みられる。10～12は唐津皿で、10は粗い削り出し高台で、体部が内弩ぎみ

に立ち上がる。口縁端部に鉄釉を塗る。釉はくすんだ灰緑色で、露胎部は茶褐色に発色し硬く焼

き締まる。11．12の口縁部はゆるやかに外反し、端部は厚く丸みをもっておわる。黄緑色の灰釉

が厚く掛けられ、高台周辺の露胎部に火色がみられる。12の内面底部には胎土目跡がみられる。

13は志野織部菊Ⅱで、高台内の一部を残し全体に青みがかった長石釉を厚く掛ける。内面底部と

高台内に目跡がみられる。14～17は志野織部丸皿で、いずれも内面に鉄釉で圏線と蔓文を描き長

石釉を掛ける。14．15の胎土は徴密で焼成は硬く青灰色で、16．17の胎土はやや粗く軟質で黄白

色を呈しており、窯の違いが考えられる。16は口縁端部を浅く凹め輪花状につくり、釉は白濁し

釉下の鉄絵力罫不鮮明である。いずれも底部内外面に目跡が残る。18は唐津大Ⅲで体部は高台から

斜めに直線的に開き、口縁部で外反し端部を上方に丸くおさめる。釉は淡緑褐色で、体部下半の

露胎部は赤褐色を呈する。内面底部に目跡が4箇所みられる。胎土は砂質で灰色である。

（19）は黄瀬戸の椀で、高台脇に稜をもち体部が斜め上方に直線的にひらき、口縁部は薄く端

部がわずかに外反する。釉は淡黄灰色を呈する。

(20)は唐津徳利で肩部に一条の凹線を施す。釉は黒褐色の灰釉で、胎土は淡黄褐色で粗い。

（21）は三足付きの鉢で、体部は内弩気味に立ち上がり、端部を内側に折り曲げて口縁を玉縁

状につくる。体部上半から底部にかけてはヘラケズリを施し、暗褐色の鉄釉を口縁を除く外面全

体に漬け掛けしており、釉面は光沢がなくザラつく。胎土は褐黄色で粗い。口縁に貝の目跡がみ

られ北九州系の製品とみられる。

（22）は志野水注蓋。上部はつまみの左右に鉄釉で秋草を描き長石釉を厚く掛け、下部は糸切

りのまま未調整で無施釉である。胎土は黄白色で焼成は良好である。

（23）は美濃の水性蓋。紐状のつまみを付け、黄白色の灰釉を掛ける。下部は糸切りのまま未

調整で無施釉。胎土は黄白色である。

（24）は備前の壺である。白色の砂・礫を含む粗い胎土で、底部、体部下半に粗いヘラケズリ

を施す。外面底部と肩部に重ね焼きの跡が残る。外面底部にへう記号の一部が見られる。

（25）は備前焼きで、筒形の胴部に平坦で幅広の口縁が付く。胎土は赤褐色で白色礫を含む。

（26）は丹波播鉢で内面の片口部脇に「二」字のへラ記号がある。内面の磨滅が激しい。

（27～33）は土師器皿で、大・小4タイプに分類できる。31～33は内底部に圏線があり、29．

30にはない。31～33は灯明皿として使用され煤が付着しており、32には圏線部に穿孔がされ、外

面にも煤がみられる。

（34～37）は焼塩壺で、蓋34～36はいずれも内面には布目痕が残る。34は指オサエ痕が顕著で

上面に墨書がされている。身37は底部から肩部にかけてやや細くなり口縁は直立する。底部は未

調整で、体部は粗いナデ、肩部から口縁にかけて強いヨコナデを施す。

（38）は大和型とみられる羽釜で、内面全体に炭素が吸着し黒変するが、外面に煤の付着は認

－7－
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69

図 7NQ3

められない。

（39．40)は焙烙で、口縁部を「〈」字状に外反きせ端部を内上方に折る。口縁の内外面は荒

いヨコナデで体部内外面はミガキを施す。39の内面にはハケメが認められる。いずれも外面に煤

が付着する。

（41）は上半部を型作りした羽釜のミニチュアである。

（41．42）は土師器皿の口縁部を利用し円形に加工したものである。用途は不明である。

（44．45）は瓦燈である。44は台部の破片で、内面底部中央に火Ⅲが付くと思われる。胎土は

茶褐色で砂粒を含み粗い。45は蓋で、釣鐘形を呈する。火口からみて右奥に雁形の透かしを一つ

配する。胎土は灰白色で精良である。

（46）は瓦質の風炉で、体部は内弩して立ち上がり、口縁上端を平坦にして内側に突出させる。

底部には穴を3個所穿ち中空の脚を接合する。内外面が黒色で外面は丁寧にヘラミガキされ、光

沢がある。胎土は灰白色で精良である。

（47～60）は輸入磁器で、型成形の白磁・青花の鉢・杯・椀・皿類である。

（61～69）は土師器皿である。61～64は内面を回しナデただけのもの、65～69は体部内面立ち

上がり部に凹線状圏線をもつもの。66～69は口径14.4cm～19.6cm，厚さ0.6cmと大型で器壁が厚

く、板状工具で体部外面を斜め、内面底部を一定方向に成形後、外面を押し当て型作りで平滑に

している。また内外面に高熱によると思われる変色、鉱津状のものの付着がみられる。鋳造関連

に使用した可能性が考えられる。69は内面に花押を練習した墨書がみられる。

（70）は天目茶椀である。口径に比べ器高が低く、釉は明黄褐色で体部上半にかかる。胎土は

灰白色である。

（71）は丹波播鉢である。片口部脇の内面に「稗」のへラ記号がある。

－8－



（72）は備前鉢である。体部は外上方へやや直線的に立ち上がり、内弩する頚部から口縁部は

水平に外折し、端部を上方へつまみ上げる。

（73）は焙烙である。口縁は肥厚して立ち上がり、端部は平坦な面となる。内面は下半に一定

方向のナデ、上半にヨコナデを施す。外面は口縁部をヨコナデし、体部を横方向にヘラケズリし

ている。外面には煤が付着する。

まとめ

1江戸時代初頭の池、溝、土擴を検出した。

2池は昔からの湧水地のなごりで、平安時代から邸宅の苑池として利用され、江戸時代初

頭まで池として残り、埋没後最終的に溝が開削される。

3土擴から出土した遺物は、江戸時代初頭の町屋の生活をｲ方佛させる多種類の日用品を含

んでいる。

4池や土擴から鋳造関連遺物が出土しており、周辺に鋳造施設が想定される。

これらのことから、推測ではあるが当地には衣棚通に面した町屋があり、鋳造関係の施設があ

ったと思われる。屋敷裏には東側の隣家との間に池、後世には溝状の水路があり、様々な日常生

活に利用されていたのであろう。また、池近くの裏庭あたりに掘られた穴には、食器、調理具、

灯明具などの日常用具が投棄され、この町屋の暮らし向きが偲ばれる。

註1京都市編『史料京都の歴史』第9巻中京区平凡社1985年

註2本書「調査一覧表」

－9－
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’ 平安京左京四条三坊八町(96HL374)

調査経過（図8）

調査地は中京区室町通三条下る烏帽子屋町

482.484番地で、マンション建設が計画された

ため、1996年12月6日から1997年1月8日の間

に計4日間調査を実施した。当地は平安京左京

四条三坊八町にあたる。

遺構（図版19－1、図9･10)

敷地と前面の南北道路との境界の縁石上を水

準点とした。

調査開始時には既に-1.86mまで掘削されて

おり、この深さで敷地の北西隅に落込を検出し

た。落込は無遺物層の暗灰黄色砂を切って成立

西3.8m以上、南北1.3m以上、深さ0.49mで、ラ

調査位置図(1:5,000)図8

て成立する。規模は東

四3.8rn以上、南北1.3m以上、深さ0.49mで、方形あるいは長

方形になると思われる。壁面は垂直で、底面はほぼ水平である。

埋土は炭を多量に含んだ黒色泥土で、一部に平安時代後期の土

師器皿を含む土がブロック状に混入する。埋土からは江戸時代

前期の一括の遺物が出土した。

遺物（図版19－2．20，図11．12）

落込から出土した遺物は土師器、瓦器、陶器、焼締陶器、輸

入磁器類、瓦、土製品、鉄製品、石製品、漆器があり、遺物整

理箱に3箱ある。

（1～3）は唐津椀である。lは内弩気味に立ち上がる体部

にやや広い高台がつく。底部内面に重ね焼きの胎土目が4箇所

ある。釉はオリーブ黄色である。2は体部が外上方に直線的に

立ち上がり、少し小振りの高台がつく。釉は灰白色で、釉垂れ（

室
町
通

図9遺構位置図(1:1,000)
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図10落込略実測図(1:100)

立ち上がり、少し小振りの高台がつく。釉は灰白色で、釉垂れの部分が白く泡立つ。体部立ち上

がり部に細かい植物繊維が付着する。3は口縁部を欠く鉄絵の椀で、内弩気味に立ち上がる体部

に側面を面取りした狭い高台がつく。高台脇の釉は白濁し雛がみられる。

（4）は瀬戸・美濃系の灰釉椀である。直線的に立ち上がる体部に安定感のある高台がつく。

釉はオリーブ灰色で銀化し、内面底部の釉が磨り減っている。

（5）は美濃産の椀で、半筒型である。釉は赤みを帯びた暗褐色で全面に施釉され、高台全面

に重ね焼きの跡が残る。おそらく重ね焼きの溶着痕があったと思われる内面底部を削り研磨して

いる。漆継ぎ跡がある。

（6）は美濃産の天目椀である。体部の立ち上がりが緩やかで、口縁端部は厚くわずかに外反

－10－
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遺物実測図(1:4)

27

図11

する。釉は黒褐色を呈する。底部を欠く。

（7）は志野の絵皿で内面に鉄釉で蔓文を描く。

（8）は青花椀である。高台内の削り込みは深く、高台は面取りきれて薄い。外面には口縁部

に横方向の唐草、体部に4箇所花文を描く。

（9）は白磁皿で、口縁端部を波状に作る。高台内は露胎で、底部内面は蛇ノ目状に釉が剥ぎ

取られ、体部下半と高台に焼けた粗い砂の付着がみられる。漆継ぎの跡がある。

（10）は華南三彩盤である。底部は中央が高まり体部は少し内弩して立ち上がる。口縁部は外

折して端部は稜花を呈す。釉は底部外面を除く全面に施され、内面底部に一輪の花文、口縁部に

－11－
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花文と稜花に沿った圏線を線刻する。地は緑彩で、線刻部分は黄彩と褐彩を施す。

(11)は捨鉢で5本単位の播目を粗く施す。体部は少し弩曲して立ち上がり、口縁は外へ屈曲

し端部は肥厚し丸くおさめ、内外面ともヨコナデしている。信楽産に似るが、胎土は精良である。

（12～22）は土師器皿である。12～14は口径5.4～7.0cmの赤色系の小型皿、15･16は内面ヨコ

ナデだけの口径9.9～10.1cmの白色系小型皿、17～22は凹線状圏線をもつ口径10.9～12.4cmの白

色系の大型皿である。

（23～25）は焼塩壺蓋で、いずれも内面をヨコナデし、外面に指圧痕力罰顕著である。

（26～28）は焼塩壺である。26は丸い体部にすぼまった狭い口縁部が直立してつく。27．28は

体部外面を面取りヨコナデする。内面に布目痕が残る。

（29）は椀形の土製品で、外面は指オサエ、後にナデを施す。器壁力罫厚〈、胎土に小礫力§多い。

用途は不明である。

（30～33）は土師器皿の口縁部を打ち欠いて、円形に作り出した土製品である。すべてに口縁

端部を一部残す。31は口縁部に煤が付着する。用途は不明である。

（34）は硯で陸部のみが残存する。陸部の表面に鋭利な工具による直線的な傷力罰多く付けられ
i排

ている。材質は丹波帯凝灰質砂岩である。

I(35)は蒔絵の漆器で、木地は腐食して消失しているが器壁は

薄いと思われる。細片のため器形は不明。外面は地の黒漆の上に

金で蒔絵を描き、内面は赤漆を塗り、端部を金で縁取る。蒔絵は

模様を線描きしたものと、梨地で描いたものがあり、高台寺蒔絵

と称されるものと考える。模様は桜と思われる花と葉を、特に葉

は周囲の細かい鋸歯まで丁寧に描き込んでいる。

まとめ

図12蒔絵片65)
当地域の三条通以南は、商家力罰集中した山鉾町で中世以降下京

の中心地であり、文人や富裕な商人力罰暮らし活動していた。

出土した遺物のなかでも、華南三彩盤高台寺蒔絵の漆器などは町衆の豊かな生活の一端を示

す ものであろう。（竜子）

註硯の材質については、京都大学の田中宙氏に御教示いただいた。

－12－



3平安京左京六条三坊六条大路(96HL491)

調査経過（図版21-1、図13）

下京区六条通不明門東入る仏具屋町167．168

番地においてマンション建設が計画された。当

地は、六条大路に推定されている。そこで基礎

掘削工事に伴い、1997年3月3日に調査を実施

した。なお、工事開始の連絡が遅く、調査開始

時には掘削工事はほぼ終了し、わずかに北壁と

東壁部分が観察できた。

調査の結果、六条大路路面と、その下層に平

安時代前期の土壌を2基検出した。

讃'熟烏：篭
碧鱒鱈韻雷欝!'龍

遺構・遺物（図版21-2,図14．15）図13調査位置図(1:5,000)

京都市の現在の道路網は平安京の条坊をほぼ踏襲しているが、当地は六条大路が敷地中央に推

定されており、その路面の検出が期待された。しかし、敷地の大部分が江戸時代の焼け瓦を含む

土壌で占められており、東壁断面で路面と土壌を検出した。なお、敷地南西角の歩道との境界の

縁石を水準点として、遺構断面の計測を行った。

路面は東壁の-0.7～1.2mの間で、南北1.5mにわたって、厚さ0.03～0.08mの路面整地層を7

面検出した。これらはさらに2m北方まで続いていることを確認した。敷地南端から約13mにあ

たるこの地点は六条大路のほぼ中央部分に推定される。路面からの出土遺物は、中世の土師器皿

の細片などがわずかに出土した。路面の下層は、黄褐色砂礫の
六条大路北築地中心線

無遺物層となる。

この無遺物層に切り込む幅2.6m以上、深さ0.5mの土擴2を

検出した。埋土は4層に分層でき、土師器皿・杯・甕、緑釉陶

器皿・椀、黒色土器椀、須恵器杯・壷、瓦が出土した。いずれ

も小片だが平安時代前期のものと考える。また、-1.2mで、こ

の土擴2に切り込む幅0.7m以上、深さ0.3mの土壌1を検出し

た。埋土からは土師器皿・杯・甕、馬の歯が出土した。これら

も小片だが平安時代前期の遺物と考える。

まとめ

今回の調査地から約50m西の地下鉄烏丸線建設に伴う発掘調

査で、平安時代前期・後期の烏丸小路の西側溝と平安時代末期
註1

から鎌倉時代の烏丸小路の路面、また平安時代後期の六条大路六条大路南築地中心線
註2

の路面と北側溝を検出している。しかし、本調査と同様に平安六条通

時代前期まで遡る路面は確認できていない。また、1981年の調図14遺構位置図（1：

⑱ …
伽

路
面

0 1 0 m

－－

300）
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砂礫と砂泥（焼土．炭混）の互層整地屑

黒褐色砂泥

灰黄褐色砂泥：焼土層

暗灰色砂泥

暗灰色粗砂礫（d～10cm）

暗灰黄色泥砂(籾砂礫混‘~5cm)1路面
暗オリーブ褐色泥土（粗砂礫混‘～5cm）

灰黄褐色砂泥

黒褐色砂泥（砂礫混め～3cm）

褐灰色砂泥（粗砂礫混め～5cm）

驚職:職鮮:::|踏画
にぶい黄褐色泥砂（礫混め～3cm）

暗灰黄色砂泥（粗砂礫混め～3cm），

に』:い黄褐色砂泥(やや粘賀､炭鵬)1土覗，灰黄褐色砂泥（粘質、粗砂礫混）

黄褐色微砂（粗砂礫．砂泥混）

1筆”
暗灰黄色粗砂礫（泥土．炭混）

灰オリーブ色微砂（粘質、粗砂礫混）

暗灰黄色微砂（粘質、砂泥混）

にぶい黄褐色粗砂礫（j～'0cm）_無遺物層
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図15束壁断面図(1:40)

註3

査では、六条大路の路面10層と室町時代の北側溝を検出している。

本調査でも、平安時代前期の土擴の上面で7層の路面層を南北3.5m以上検出した力苛、平安時

代に遡るものは確認できなかった。これまでの発掘調査の成果から考えて、当地域付近の六条大

路は平安時代前期の早い時期には完全には整備されていなかったと思われる。

今回の調査地は六条大路に推定されており、この地で大路に北面する六条三坊十三町は宇多上
註4

皇の御所として建てられた「中六条院」のあったところである。延長年間（923～391年）には院

御所として醍醐天皇の行幸が何度もあったと記録にある。

これらのことから、路面力罫整備されたのは早くても平安時代前期の土擴が埋められた後、遅く

とも「中六条院」のできた平安時代中期と考えられる。路面の残存状態は良好なところもあり、

今後の調査に期待される。（尾藤徳行）

大矢義明・永田信一・小森俊寛ほか「烏丸線内遺跡No.77地点｣『京都市高速鉄道烏丸線内遺跡調査

年報Ⅱ11977～1981年度』京都市高速鉄道烏丸線内遺跡調査会1982年

大矢義明・永田信一・小森俊寛ほか「烏丸線内遺跡No.58地点｣『京都市高速鉄道烏丸線内遺跡調査

年報111976年度』京都市高速鉄道烏丸線内遺跡調査会1981年

平尾政幸「左京六条三坊｣『昭和56年度京都市埋蔵文化財調査概要（発掘調査編)』（財)京都市

埋蔵文化財研究所1983年

｢中六条院跡｣『京都市の地名』（日本歴史地名大系27）平凡社1979年

註1

註2

註 3

註4
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4平安京右京一条二坊近衛大路(97HR162)

調査経過（図16）

調査地は中京区と上京区にまたが

る妙心寺道の西大路通から御前通の

問約380mで、京都市水道局による

水道管入替工事に伴い、調査を実施

した。調査期間は、1997年9月2日

から10月23日である。

当地は、平安京右京一条二坊二・

七・十町に南接する東西道路である

近衛大路に推定される。

遺構（図17．18）

掘削工事に伴い、西から14箇所で

面部分とほとんど重複しており、す

少なかったため、時期を特定できる

図16調査位置図（

調査対象となった到

整地層を確認した。

んどない。路面整批

安時代後期の遺構を

最も西のNO1地点’

Bし、その下層で無

毒
…

I

1:5,000)

現道路は、近衛大路の路で調査を実施した。

しかし遺物を伴う層がすべての地点で路面

地層より下層では、平安る路面整地層はほと

時代前期から中期、鎌倉時代の遺物包含層を、また平安時代後期の遺構を検出した。

以下に、主要な地点での断面観察の結果を述べる。最も西のNO1地点の地表面の標高は49.31

m、東のNQ14地点は49.60mである。

No.2地点-0.35～0.73mで7層の路面整地層を検出し、その下層で無遺物層（地山）を切り

込む遺構を検出した。東西幅0.45m、深さ0.3m以上で、底では0.15m大の河原石を3個検出し

た。掘削溝北側の断面は攪乱されており、確認できなかったが南北溝である可能性がある。この

遺構からは、平安時代後期の土師器皿が出土した。

No.3地点-0.7mで黒色(7.5YR2/1)砂泥層を検出した。この層は以東の各地点でも確認し

ている。

No.4地点-0.62mで平安時代後期の土師器Ⅲを含む黒褐色(10YR2/2)砂泥層を検出した。

この地点の東と西で検出された上記の黒色砂泥層がここでは検出されなかったため、この層は黒

色砂泥層を切り込む大型の土擴であると思われる。

No.8地点-0.62mで、平安時代前期の土師器高杯脚部と平瓦片を含む黒色(10YR1.7/1)砂

泥層を検出した。

NQ9地点-0.63mで、平安時代中期の土師器、須恵器、平瓦片を含む黒褐色(7.5YR3/2)砂

泥層を検出した。

No.10地点北・南両壁を観察した。南壁は-0.4～0.72mで4層の路面整地層を検出したが、北

壁は攪乱されており確認できなかった。南壁-0.82mの黒色砂泥層から土師器高杯脚部が出土し

た。この層は北壁では-1.43mまで落ち込む。

－15－
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No.12地点-0.72mの黒色(7.5YR1.7/1)砂泥層から、平安時代前期の土師器皿が出土した。

No.13地点-0．2～0.7mで路面整地層を検出し、その下層よりNO12地点と同じ黒色砂泥層を検

出した。この辺りは西大宮大路との交差部に比定されるが、路面は東へそのまま続き、西大宮大

路の西側溝は検出されなかった。

No.|4地点-0.20～0.86mで、7層の路面整地層を検出した。第3～6層には瓦が混入してお

り、第4層からは鎌倉時代後半の土師器皿が出土した。この地点は西大宮大路の中央付近に位置

する。

遺物（図19）

平安時代前期から鎌倉時代までの遺物が出土した。遺物の出土量は少なく、そのほとんどが小

片である。

NQ8地点で出土した土師器高杯は脚裾部で、裾部径は15.Ocm、残

LFF程FF庁トjoc"存高は1.3cmである。外面はナデ調整した後、粗いヘラミガキを施

す。胎土は細かい砂粒を含み、赤褐色を呈する。9世紀前半のもの図19遺物実測図（1：4）

である。

まとめ

今回の調査では、各地点で近衛大路の路面整地層を確認した。本調査の東端部で近衛大路は西

大宮大路に接続するが、少なくとも本調査では西大宮大路の西側溝は検出できず、近衛大路の路

面はそのまま西大宮大路の路面に続いていることを確認した。

このことは、西大宮大路の西側溝は近衛大路を横断せず、近衛大路の北側溝に取り付いている

ことを示すと考えられる。

『延喜式』｢京程」には、大路・小路．側溝などの規模の記述はあるが、各交差部の構造につい

ての規定はない。過去の調査例を検討するとともに、今後の調査によって解明していきたい問題

で ある。（近藤章子）

－17－



5平安京右京一条四坊二町(97HR93)

調査経過（図20)

本調査は、右京区花園木辻北町1番地所在の

花園高校々舎建築工事に伴う調査で、1997年5

月26日から7月30日にかけて実施した。調査地

は妙心寺に隣接し、現妙心寺道に面する。条坊

では右京一条四坊二町の南西隅で、南側は近衛

大路が推定される。調査では鎌倉時代の溝、室

町時代の土擴、近世の柱穴などを検出した。

遣構・遺物（図版22、図21．22）

調査地の現地形は標高約47.6mで平坦だが、

妙心寺道が標高46.8mと、0.8m程の段差を示

す。盛土の厚さは北側で0.3m、南側で0.8mあ

り、旧地形の斜面を水平に造成していた。盛土

下層は黄褐色粘土、黄褐色砂礫の無遺物層が堆

積しており、この上面で各遺構を検出した。

鎌倉時代の溝は、NQ1～5地点の南北約30m

にわたって幅1.3～2.2m、深さ0.2～0.4mの規

模を確認した。この溝は北では幅広く浅く、南

では幅狭〈深く検出したが、西肩の位置が一直

線につながること、溝内堆積土や出土遺物の時

期が一致することなどから同一の遺構と判断し

た。溝はNQ6地点以南で西に振れる可能性があ

る。遺物は土師器Ⅲ、瓦器椀、焼締陶器甕、瓦、

鉄釘などが出土した。NQ4地点では土師器皿数

点が重ねられて投棄された状態で検出した。13

世紀末から14世紀前半の遺物である。

まとめ

今回の調査成果は、南北約30m以上に及ぶ溝

を検出したことである。この溝は14世紀前半に

開かれたとされる妙心寺の創建時期に関わる遺

構であり、当時の寺域内の地割を考証するうえ

で貴重な手掛かりを得たといえるだろう。

（長戸満男）

延王、冒刀！

図20調査位置図(1:5,000)

妙心寺通
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図21調査地点位置図(1:1,000)
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盛土4黒色砂泥粘質一溝

黒褐色砂泥5黄褐色粘土層（砂礫混）

黒褐色砂泥（粘質）6明黄褐色砂礫－無遺物層

図22NQ4地点南壁断面図(1:50)
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(96HR470)6平安京右京四条二坊十一・十二町 淳和院

調査経過（図23）

本調査は、右京区西院東淳和院町5－4番地

他所在の駐車場建設工事に伴う調査で、1997年

2月21日から26日にかけて実施した。事前の19

96年9月18日、京都市埋蔵文化財調査センター

が試掘調査を実施しており、本調査はその成果

を引き継ぐものである。

調査地は、東半に西堀川小路、北西に右京四

条二坊十一町、南西に同十二町が推定されてお

り、本来の条坊ならば、両町の南北間に錦小路

が存在し、西堀川小路との交差点部西側の位置

となる。しかし、両町は方四町とされる淳和院

の東半にあたり、当敷地の中央には南北に西堀

川小路西築地中心線が通る。安土桃山時代には

御土居が築造されていた地点でもある。

試掘調査では、調査地中央付近のトレンチで

西堀川小路西築地の内溝と考えられる幅3.4m、

深さ0.2m(標高28.40～28.60m)の浅くて幅

広い溝状の遺構が検出された。遺構からは平安

時代前期の土師器、瓦類などが出土している。

本調査では、南北方向の9箇所で遺構を検出

し、そのうちの西堀川小路西築地中心線上にあ

たる7箇所で築地基底部、内溝、側溝と考えら

れる一連の遺構を検出した。

簿
鶏
驚
鑑

図23調査位置図(1:5,000)
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遺構・遺物（図版23、図24．25）図24調査地点位置図(1:1,000)

調査地の現在の地形は標高29.4～30.1mで東側がやや高くなる。調査地中央の築地中心線付近

の基本層位は、0．1～0.3m厚の盛土直下の随所に平安時代の遺物を含む黒褐色砂泥層の堆積がみ

られ、築地基底部もこの深さで検出した。標高28.5～28.7m(地表下0.8～0.9m)で黄灰色粘土

の無遺物層上面となる。調査地東半には西堀川の氾濫層とみられる砂礫層が厚く堆積している。

西築地の基底部はNQ1～6地点の6箇所で検出した。検出規模、整地土の特徴を以下に述べる。

NQI地点幅3.0m、高さ0.40m(標高28.96～29.36m)。土師器片を含む均質な黒褐色系砂泥。

No.2地点幅2.8m、高さ0.48m(標高28.88～29.36m)。同様の黒褐色系砂泥。

No.3地点幅2.5m、高さ0.20m(標高28.89～29.09m)。土師器片を含む均質な黒褐色系砂泥

－19－
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にぶい黄褐色砂泥15暗褐色泥砂（礫混）

灰褐色細砂16にぶい黄榿色粘土

灰黄褐色泥砂（砂多混）17黒褐色砂泥（焼土混）

にぶい黄褐色泥砂（礫混）18褐色粘土

黒褐色泥砂（礫混）19黒褐色砂泥（炭混）

黒褐色砂泥（炭混）20灰褐色砂泥（炭・小礫混）

黒褐色砂泥（炭混）21にぶい褐色粗砂

図25NQ5地点北壁断面図(1

や、無遺物層粒が斑紋状に混入し、突き固めた様な固さの黒褐色系砂泥をマウンド状に検出。

NQ4地点幅1.7m、高さ0.16m(標高28.72～28.88m)。均質で固い黒褐色系砂泥。

NO5地点幅2.9m、高さ0.84m(標高28.48～29.32m)｡41．44層には無遺物層の小ブロック

が斑紋状に多く混入し、42．43層には同様の粘土が薄い横縞状になって互層状態で混入していた。

No.6地点幅2.9m、高さ0.38m(標高28.48～28.86m)。地山粘土が斑紋状に混入した黒褐色

系砂泥や均質で粘性の強い褐灰色砂泥。

その他、NQ5．6地点の2箇所では、築地基底部の東西側面に柱穴を検出した。築地の築造過

程で設けられた柱の痕跡であろうと考えられる。心々間の距離は共に約1.7mであり、垣の中央

から「垣基二尺五寸」とする『延喜式』｢京程」の記述に近い数値である。

築地の内溝は、試掘調査で検出された溝状遺構の延長線上の4箇所で検出したが、各々東肩部

しか確認できなかった。NO2地点では、幅1.Om、深さ0.34m(標高28.91～29.25m)。瓦片を多

量に含む黒褐色泥砂。NQ3地点では、幅0.7m、深さ0.14m(標高28.88～29.02m)。土師器片を

含む均一で軟質な黒褐色砂泥。NQ4地点では、幅0.9m、深さ0.18m(標高28.74～28.92m)。土

師器や瓦片を含む軟質な黒褐色砂泥。NQ5地点では、幅0.8m、深さ0.43m(標高28.40～28.83

m)｡27層が内溝の堆積土で、瓦片を多く含む。

西堀川小路の西側溝は、NO6地点で西肩部、NO7地点で東肩部を検出した。幅1.2m、深さ0.23

m(標高28.39～28.62m)。瓦片を含む褐灰色砂泥や黒褐色砂泥が埋まる。

西堀川の氾濫層と考えられる砂礫層が築地基底部を浸蝕した状況を2箇所で検出した。NQ3地

点では整地土の東面を浸蝕し、NQ4地点では内溝にまで覆い被さる状況であった。

御土居に関する明瞭な遺構は未検出である。但し、NQ8･9地点の2箇所で近世の遺物を含む

湿地状堆積層の一部を検出しており、これが御土居の濠と関連する可能性がある。

出土遺物は整理箱に1箱分あるが、その大半は瓦類であり、土器類は少ない。

まとめ

今回の調査成果としては、西堀川小路西築地の関連遺構を南北約32mにわたり検出したことに

よって、淳和院東辺の一画が明らかにできたこと、また、築地基底部の側面に柱穴を検出したこ

とによって、築地塀の構築方法を知る手掛かりを得たことなどがあげられる。（長戸）
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7．平安京右京五条三坊四町(97HR314)

調査経過（図26）

調査地は右京区西院西矢掛町31－1，32－2．

3番地で、右京五条三坊四町の西側中央部分と

宇多小路にあたる。今回、事務所の新築工事に

伴って調査を行った｡三坊四町では北東部分(西
註1註2

院中学）を1981年と1987年に発掘調査し、平安

時代前期の掘立柱建物3棟と池跡を検出してい

る。

調査は、掘削工事が行われた1997年10月27日

から31日までの5日間実施した。調査の結果、

平安時代前期の遺物を含む南北溝2条、東西溝、

落込を検出した。

遺構（図版24,図27．28）

層序は調査地北側で､現代盛土の下に厚さ0.07

mの耕作土があり、以下は黄褐色砂泥の無遺物

層である。南東付近では現代盛土の下に平安時

代前期の遺物包含層が2層あり、以下は無遺物

層である。遺構は無遺物層の上面で検出した。

溝1は調査地西端より東へ約8mの地点で検

出した南北溝である。北壁断面で幅2.3m以上、

深さ0.8m、断面は浅いU字状を呈する。底部

は平坦ではなく凹凸が激しく、南北8m間を検

出したが、底部の高低差は確認できなかった。

埋土は大きく4層に分層でき、上層の3層は粘

質の砂泥層で、最下層は褐色細砂層である。少

量であるがすべての層から平安時代前期の土師

器・須恵器が出土した。この溝は宇多小路東築

地中心線の西にあることから、同東側溝と考え

られる。

溝2は調査地西端より東約11.5mの地点で検

出した南北溝である。北壁断面で幅1m、深さ

0.27mで、断面の形状は椀状を呈する。南北約

14.5m分を検出した。底部の高低差は0.15mで

本調査および関連鳥

(右京五条・六条三

u妻』ゞ
1

1

雀－－－l:1

1

1線I

I I

l I

査および関連調査位置図1

両五条・六条三坊付近、1：

図26
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図27遺構位置図(1:500)
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図28北壁断面図(1:80)

北から南へなだらかに下がっていく。埋土は北壁では黒褐色粘土の単一層であるが、南壁では上

層が暗灰黄色砂泥、下層は黄灰色粘土層に分層でき、下層から平安時代前期の土師器椀が出土し

ている。この溝は宇多小路東築地中心線の東に位置する。

溝3は調査地南端より北へ4.6m、西端より東へ9.7～14mの地点で検出した東西溝である。幅

0.3m以上、深さ0.1m、断面は北肩のみの確認であるが椀状を呈する。溝3は溝1の東肩より東

へ0.5mの地点から始まり、溝2と交差して東へ3.3mまで延びる。底部の高低差はほとんど確認

できず、埋土は灰黄褐色粘土の単一層であり、平安時代前期の土師器皿が出土している。この溝

状遺構は四行の六門と七門を区画する線上に位置する。

落込4は調査地西端より東へ3.8mの地点で南北方向の東肩を検出した。幅は1.2m以上、深さ

0.35m、なだらかに西へ下がる落込である。埋士は上下2層に分層でき、上層が泥土及び粘土層、

下層は粗砂及び細砂層である。南壁の上層から平安時代前期の土師器Ⅱ、須恵器蓋・甕、丸瓦を

検出している。この落込は宇多小路西側溝の位置にあたると想定される。

遺物（図29）

出土遺物は極少量であり、土器類、瓦類、木製品がある。

土器類では、土師器は時期の特定できるものはすべて平安時代前期で

ある。高杯の脚部（1）は溝1の最上層から、椀（2）は溝2の下層か

ら出土している。須恵器も時代の特定できるものはすべて平安時代であ

り、溝1の最下層からは甕口縁と杯底部が、落込4の上層からは蓋．甕

が出土している。

。
1

0 10cm

瓦類は、落込4の上層から丸瓦が1点、調査区南東付近の平安時代前伝 F F FF－弓

図29遺物実測図（1：4）期の遺物包含層の下層から平瓦が4点出土している。

まとめ（図26,30～33）

調査では、推定の宇多小路部分で南北方向の溝1と落込4を検出したが、路面は削平を受けて

おり、検出できなかった。また当四町の区画内では南北方向の溝2と東西方向の溝3を検出した

が、建物などに関連する遺構は検出できなかった。
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溝1．2は、ほぼ宇多小路の東側溝とその内溝に位置する。溝3は、四行の六門と七門を分か

つ位置にあり、区画の性格を持った溝と考えることができる。落込4は宇多小路西側溝の位置に

あたるが、東肩の位置は宇多小路の道路中央に寄り過ぎている。本調査地から約130m南の調査

(86HR68、図26)では宇多小路の路面中央で平安時代から近世まで続く北から南へ流れる流路

を検出しており、この付近で流路による路面の侵食が平安時代よりあったことを確認している。

本調査の落込4も、そういった流路に関連するものであろう。北側および南側の隣接地のさらな

る調査に期待したい。

宇多小路に関する調査は、隣接地も含め一条

大路から九条大路の間で、現在まで発掘調査を

6件、試掘・立会調査を63件行っており、ここ

で概観しておきたい。これらの調査のうち、路

面を確認した調査が1件、側溝と推定される

溝・溝状遺構・落込・土擴などを検出している

調査が6件あり、いずれも立会調査である。

路面は樋口小路との交差点部分で検出してい

る。地表下0.93mで平安時代前期の遺物と動物
註4

の骨を含んだ路面層を2層検出している(87H

R74、図26)。

側溝は、西側溝を一条三坊七町で検出してい

る。溝は幅0.9～2.2m、深さ0.7mで、埋土か
註3

らは平安時代中期の遺物が出土している(86H

R113、図30)。一条三坊五町でも幅3m以上、

露
型
霊
望
』

E玉ヲ

Klld、凶dUノo一朱ニニ･ちりコエ四JL,b1P田OInJz人一匹， 図30関連調査位置図2

深さ1mの平安時代の遺物を含む落込を検出し （右京一条三坊付近、1:5,000)

註3

ている(86HR3、図30)。東側溝は前述の路

面と同じ樋口小路との交差点部分で検出してい

る。溝の幅2.6m以上、深さ0.33mで、遺物が

出土せず、時期は不明である。この溝が平安時

代のものであれば、宇多小路の東側溝が樋口小
註5

路を横断していたことになる(82HR97、図26)。

六条三坊二町では幅1.05m以上、深さ0.21mの
註 5

平安時代の遺物を含む溝状遺構を検出している

(82HR1、図26)。五条三坊三町では東築地推

定線の西側に平安時代前期の遺物を含む幅4m

以上、深さ0.29m以上の土壌を検出しているが

腿藝|騨噂

j多人」二、体ごu･ムソInJ多人一[皇vノーL鰯狸乙1火叫IしLv､勾々‐ 図31関連調査位置図3
註6

溝となる可能性もある(85HR70、図26)｡(右京三条三坊付近、1:5,000)
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図32関連調査位置図4

（右京四条・五条三坊付近、1:5.000)
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蒜奉f翻諦
図32関連調査位置図4 図33関連調査位置図5

（右京四条・五条三坊付近、1:5,000)(右京七条三坊付近、1:5,000)

以上が宇多小路に関連する遺構検出例であるが、その他に先に挙げた六条三坊一町では路面中
註3

央部にあたる地点で幅5m以上、深さ0.68mの南北流路を検出している(86HR68)。この流路

は上層に近世の遺物、下層には平安時代の遺物が含まれている。また、湿地状堆積が確認された
註 7註4註4

地点は、三条三坊七町(96HR424、図31)、四条三坊五町(87HR2、図32)、六条三坊一町(87
註7

HR126、図26)、七条三坊六町(97HR217、図33)などがあるが、いずれも時期は特定できて

いない。 （吉本健吾）

鈴木廣司「平安京右京五条三坊｣『昭和56年度

化財研究所1983年

堀内明博「平安京右京五条三坊｣『昭和62年度

化財研究所1991年

｢調査一覧表｣『京都市内遺跡試掘立会調査概報

｢調査一覧表｣『京都市内遺跡試掘立会調査概報

｢調査一覧表｣『京都市内遺跡試掘立会調査概報

｢調査一覧表｣『京都市内遺跡試掘立会調査概報

本書「調査一覧表」

註1 京都市埋蔵文化財調査概要』（財)京都市埋蔵文

註2 京都市埋蔵文化財調査概要』（財)京都市埋蔵文

３
４
５
６
７

註
註
註
註
註

昭和61年度』京都市文化観光局

昭和62年度』京都市文化観光局

昭和57年度』京都市文化観光局

昭和60年度』京都市文化観光局

1986年

1987年

1982年

1985年
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8右京六条二坊十二・十三町(97HR21)

調査経過（図34）

右京区西院中水町21-1,22-1番地において、

工場・事務所建築が計画された。当地は、平安

京右京六条二坊十二町・十三町、野寺小路に推

定されている。当地は、1992年に京都市埋蔵文

化財調査センターによって試掘調査力垳われ、

野寺小路の側溝が検出されていた。このため、

工事に伴い、1997年4月10日から21日まで調査

を実施し、調査順にNQ1～6の番号をつけて断

面観察を行った。

調査の結果、野寺小路の両側溝をそれぞれ2

冨
藤
僻
臘
雪
一
騨
一蕊

一
睡 冒瀦

図34調査位置図(1:5,000)

条と路面下の整地層を南北

約11mにわたって検出した。

遺構（図版25、図35.

36）

断面の実測にあたっては、

敷地北西部分の南側角を水

準点とした。

基本層序は盛土が厚さ

0.5m、耕作土が厚さ0.1m、

以下が粘土・砂礫の無遺物

７
Ｊ
／
水
準
点

伽

佐
井
東
通

図35遺構位置図(1:400)

No.3地点北壁NO5地点南壁（反転）

西から|5m

NO4地点北壁
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II

『一員－－｜|0m l1
Il

l盛土｜I
|水準点’
’一一一一一’

=tOml
－1盛土

盛土

－1m

'一一一一一一－．－－．－－－－－＝---..-.-,___－--..-.一・---.-----..-.‘一一.-.-....

{ ､,l
1

---------.-----___』1＄、、、 ’
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0 2m
－－－黒褐色砂泥（耕作土、粗砂・炭混）

褐色粘土（混炭）

褐色粘土(混鉄分.炭)｝灘’
褐色（10YR4/6）粘土

褐色（7.5YR4/4）粘土

褐色（7.5YR4/3）粘土

１
２
３
４
５
６

7暗褐色粘土

8褐色粘土（混微砂）

9灰黄褐色粘土一潤3

1Oにぶい黄褐色粘土

11淡灰黄色砂泥1

|”
12黄褐色砂泥（粘質）

13灰黄褐色砂泥（混小礫）

14黄灰色砂泥（混礫・炭）

15灰黄褐色粘土一溝4

図36遺構断面図(1:40)
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層である。野寺小路の両側溝は、この無遺物層上面に切り込む。

野寺小路東側溝（溝1．3）はNo.3･6地点で検出した。溝1は、No.3地点では-0.3mで、幅

2.2m、深さ0.4mである。底部は、水準点よりそれぞれNo6地点が-0.6m、No.3地点が-0.7mで

北から南へわずかに低くなる。溝埋土からは平安時代前期の遺物が出土した。また、やや西側で

溝1に切られる幅0.8m以上、深さ0.2m以上の溝3を検出した。

野寺小路西側溝（溝2．4）はNo.4･5･6地点で検出した。溝2は、No.4･6地点では溝の

東肩部を、No.5地点では西肩部を検出した。推定幅は約1.5m、深さ0.3mである。また、やや東

側で溝2に切られる幅0.9m以上、深さ0.2m以上の溝4を検出した。

溝1と溝2間の路面幅は5.6～5.7mである。路面については後世に削平されたようで、未検出

であるが、No.3～4地点の溝3と溝4の間で、路面下整地層を検出した。厚さ0.1～0.2m、検出

幅は約4.7mである。細片の遺物が少量出土した。

遺物（図37）

溝1からは土師器、須恵器、瓦、溝2からは土師器、須恵器、灰釉陶器、瓦力叡出土した。時期

はいずれも平安時代前期と考える。溝3．溝4からは遺物は出土していない。

路面下の整地層からは、平安時代の土師器、黒色土器、瓦などの細片が少量出土したが、詳細

な時期は判別できない。

図37文字瓦拓影(1:1)

溝2からは、凹面に「木」逆字が陰刻されている平瓦（図

37）力ざ1点出土している。「木」は縦棒の跳ねは左上がりで

正字であるが、左右の跳ねが逆字になっている。また、この

字が「本」に見えるのは、「木」を二度押捺しており、最初

の押捺では「木」の左の払いしか出ず、その部分力ざ二度目の

｢木」の縦棒の跳ねの部分に残っているからである。「木」銘

の瓦は、木工寮の管轄する造瓦所で生産されたと考えられて

いる。粘土板を切り取った時の糸切り痕が凹凸両面に顕著に

みられ、凹面の布目跡は荒い。胎土は砂粒を含み、焼成は良

好、灰白色を呈する。

ま と め

今回の調査地周辺での調査例は少なく、これまでの調査では耕作土層直下は無遺物層となって

いる。今回、野寺小路の両側溝を検出したことから、遺構の密度は低い力罰、深い遺構は残存して

いることが明らかとなった。今後、面的に遺跡解明が可能な発掘調査力訂望まれる。

（尾藤・吉本）
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Ⅲその他の遺跡

1植物園北遺跡(97RH202)

調査経過（図38）

調査地は北区上賀茂岩ケ垣内町90番地である。

マンション建設工事に伴い、調査を1997年8月

4日から13日まで実施した。

当遺跡は弥生時代から古墳時代を中心とした

大規模な集落跡で、中世まで良好な遺構・遺物

が残存している地域である。

工事掘削は敷地の東半部で行われ、布掘りに

よって縦横の溝状に掘り下げられた部分と島状

に取り残された部分とがある。溝状に掘り下げ

’一ー一一一方向向E11u

図38調査位置図(1:5,000)に取り残された部分とがある。溝状に掘り

られた部分は無遺物層を掘り抜いており、

その底面にはコンクリートが既に入れられ

ていた。そのため、島状に残った部分の壁

面と道路との境界の壁面など6箇所で断面

観察を行った。その結果、竪穴住居跡と思

われる落込を確認した。

そこで京都市埋蔵文化財調査センターお

よび業者と協議の結果、3日間の調査期間

を得た。

残存している島状の部分4箇所を掘り下

げて調査を行った。敷地の南側と西側は、

自然流路による堆積層に覆われていたと思

われ、明確な遺構は検出できなかった。

遺構（図版26－1．2，図39．40）

調査した島状の部分をNQ1～4と番号を

付けた。

上部は削平されており、旧耕作土・床土

は一括で掘り下げた。その下層は暗褐色

(10YR3/3)砂泥で遺物包含層となり、敷

地全域でみられる。旧耕作土・床土からは

豈
！

路道

零
月
４０

Ｍ
Ｎ

I雲壹壼壽
』

ヱ
ン
ー
ー

|：

Y=-21,045mﾆーﾏ三三茄l｡"
|’’5m

ヒーーーー弓

図39遺構平面図（1：200）
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平安時代を中心とした土器・瓦などが出土

し、輸入陶磁器も数点含まれていた。

竪穴状遺構はNO1で東肩部、NQ2で西肩

部を検出し、東西幅4.2m分を確認したが、

南北は削平されており残存していた約2m

分を調査した。埋土は黒褐色(10YR3/2)

A′

|s
Ａ
ＩＮ

撹乱H：72
－

00m
1ノー

萄3

三コ
6

一一q■■ーI■■

茎E画4

三.--＝-------61

1耕作土4暗褐色砂泥一落込

，m砂泥を中心とする。しかし､柱穴・周壁溝・

；謹土,：蹴蕊:灘'無適物層一床面などは検出できなかった｡遺物は土師
図40東壁断面図(1:40)

器・須恵器の小片が出土したが、磨滅が著

しく時期の特定はできない。なお、NQ2の上層より鉄製の鎌が出土した。

NQ3で柱穴2基を検出した。西側の柱穴が東側の柱穴に先行する。ともに径0.19mの柱当たり

をもつ。東側の柱当たりの埋土は黒褐色(10YR3/2)砂泥で、西側は灰褐色(5YR4/2)砂泥

である。土師器が少量出土したが、小片で磨滅しており時期の特定はできなかった。

NQ4では北東から南西方向の溝状遺構を検出した。東西幅0.72m、深さ0.12mで南北0.52m分

を確認した。埋土は暗褐色泥砂層、黒褐色泥砂層に粗砂礫が混じる。土師器小片が出土したが、

時期の特定はできない。この溝状遺構の西側で、耕作土を除去した無遺物層の上面で飛烏時代後

半の須恵器杯蓋が出土した。

敷地東壁で南北幅2m以上の暗褐色砂泥層の落込を検出した。飛鳥時代後半の須恵器杯2個体

が出土した。東側道路下へ続くため、断面観察にとどまったが、竪穴住居跡の可能性がある。

遺物（図版26-3、図41．42）

遺物は整理箱に1箱あり、飛烏時代から江戸時代までの土師器・須恵器・緑釉陶器・灰釉陶

器・輸入陶磁器・瓦・鉄製品などが出土した。土師器は小片で磨滅しているもの力罰多い。須恵器

には飛烏時代の杯・杯蓋とそれ以降の蓋・甕・平瓶などが出土した。緑釉陶器と灰釉陶器は高台

部分のみであるが、灰釉陶器には底部外面にも施釉しているものもある。輸入陶磁器には、平安

時代末期から鎌倉時代の泉州窯の製品や中国南方白磁、室町時代の龍泉窯青磁などがある。瓦は

布目痕のつくものが2点ある。その他に鉄製の鎌が出土した。

須恵器杯(1．2)1はやや丸い底部、2は平坦な底部である。ともに底部から外傾して立ち

上がる体部で、口縁端部は丸くおさめる。2の口縁部はやや外反する。底部外面はヘラオコシの

痕跡を残し、1は後にナデ調整を施しているが、2は未調整のままである。1は口径10.3cm、高

さ3.7cmで、2は口径10.0cm、高さ3.0cmである。敷地東壁の竪穴住居と考えている落込より出土

‘遙器蓋(3)天井部外面はﾍﾗｹズﾘ…
筐三二全弐一.“圭毒苧薦誉形三雪雲三確旦鴦瀞I翌

面にかえりをもち、かえりの先端は口縁端部より下

図41遺物実測図（1：4）方へは突出しない。口径12.4cm、高さ2.4cmである。
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NQ4の耕作土を除去した無遺物層の上面で検出した。

鉄製鎌（4）残存刃弦長は13.3cmで刃幅は2.50cm、刃厚は

柄に近い部分で0.35cm、中程では約0.1cmである。鉄鎌は使

I ’

冊 向4

用による刃部の変形や錆の付着などによって、製作時の形態

図42鉄製鎌実測図（1：3）
を維持するのがむずかしく、また装着部を欠くため形状は特

定し難いが、峰部は比較的直線的で、刃部はやや内弩しているようにみえる。先端に近い部分で
註1

｢鳶の噴」状に下方に向く。古墳時代後期から奈良時代に多くみられる形態である。NQ2の竪穴

状遺構の埋土の上層より出土した。

まとめ

今回の調査では、竪穴住居は遺構としてはとらえられなかったが、当地で飛烏時代の遺構を検

出したことは注目すべきことである。遺跡内での古墳時代後期から飛鳥時代の遺構の分布は、北

西部の上賀茂小学校周辺、南東部の京都コンサートホール周辺とノートルダム女子大学構内の3
註2

地域に中心があるとみられていた。今回の調査によって、南東部の京都コンサートホール周辺の

当該期の遺構分布がやや北へ拡がったことになる。また、竪穴状遺構から鉄鎌が出土したことか

らも、この付近に集落があったことを窺わせる。

植物園北遺跡は広範囲な遺跡であり、今後の周辺の調査によってさらなる解明に努めたい。

（近藤）

註 1

註2

｢古代における農具の変遷一稲作技術史を農具から見る－」発表要旨集（財)静岡県埋蔵文化財

調査研究所1994年

高橋潔「植物園北遺跡（第14次調査)｣『京都市内遺跡発掘調査概報平成6年度』京都市文化

観光局1995年
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2北野遺跡・北野廃寺1(97RH23)

調査経過（図43）

調査は、北区北野上白梅町1番地で計画され

た住宅建設に伴い、1997年4月11日～21日間に

計3日にわたり実施した。当地は北野廃寺の西

辺部に推定されている。

今回の調査では、既に掘削工事は終了し、敷

地前面道路と同一レベルまで地表がすき取られ

ていた。しかし当地より一段高い北と東側隣地

との境界の掘削断面で、削り出した無遺物層の

上に版築状の整地層をもつ基壇状高まりを確認

した。

壁

し7こo 図43調査位置図(1:5,000)

遺構・遺物（図版27-1、図44．45）

当地周辺の現地形は、敷地の南側隣地境界線の東西ラインを境にして、北側が約1m高くなっ

ている。しかし、北側隣地では西半部が当敷地の面する道路面の高さとなっており、高い地形は

北側隣地の東半部にのみに残っている。これが削平された状態であるのか、旧地形を残している

のかは不明である。したがって残存していた高い地形の断面は、敷地の北壁東側6.1m間と東壁

の3.83m間である。

…

佐
井
通

洛星高校

グラウンド

図44遺構位置図(1:200)

北壁

1m(東側隣地境界より）

東壁
3m 2，

1
3m

’
2m

l(南側隣地境界より）
’

－

62.0m

に．版築

吻無遺物

1黒褐色泥砂（礫混）

2暗褐色泥砂（炭・礫混）

3黒褐色砂泥（粘質、礫混）

4黒褐色泥砂（やや粘質）

5暗褐色砂礫（泥砂混）

6 黒褐色砂泥粘質
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図45遺構断面図（1：50）
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北壁では厚さ0.15mの盛土の直下から版築状の整地層が厚さ0.4mあり、以下-0.9mの掘削深

までが砂礫の無遺物層である。整地層は泥砂層、砂泥粘質層、砂礫層を0.05～0.15mの厚さで交

互に約7層積み重ねているが、西半分は後世の土擴に削平されている。この整地層の下層で無遺

物層を切って土壌を2基検出している。東側隣地境界から西へ3.07mの地点で基壇状高まりの西

端は近世以降の落込に切られている。この西端が基壇状高まりの西端であるかどうかは不明であ

る。東壁でも北壁と同様の堆積状況を示しており、基壇状高まりの南端は南側隣地境界から北へ

2.88mの地点である。つまり、基壇状高まりの残存部分の検出範囲は敷地の北東隅から北壁で3

m、東壁で1.17m問である。

出土遺物としては、整地層（第5層）から中世頃と考えられる須恵質陶器片が1片と、整地層

下層の土壌2基（9．10層）より平安時代前期から中期にかけての土師器、黒色土器、灰釉陶器

などがある。しかし、いずれの土器も実測、復原できない細片である。

まとめ

今回の調査では、版築状の整地層を上部にもつ基壇状の高まりを断面で確認した。基壇状高ま

りの南西角近辺を確認したと考える。整地層には中世の遺物を含み、下層に平安時代前期から中

期の土擴があることから考えて、この高まりは平安時代以降に築造されたものと考えられ、飛鳥

時代に創建されたとされる北野廃寺の時期まで遡らない。なお今回は断面のみの観察であること

や近世以降の落込によって切られているため、基壇状高まりの規模、方位を確定することはでき

なかった。
註

当地から南へ200mの調査(97RH65)で、平安時代中期から室町時代にかけての道祖大路末

の路面と西側溝が確認されている。当地はその道祖大路末の北延長部、大路の正面にあたり、敷

地南端から一条大路北築地線までの距離が約240mであるなど、平安京の条坊地割りに則った位

置関係にあるといえる。 （竜子）

註本書III-3小桧山一良「北野遺跡・北野廃寺2」
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3北野遺跡・北野廃寺2(97RH65)

調査経過（図46）

本調査は、北区北野西白梅町75番地で行われ

た住宅建設工事に伴う調査である。1997年5月

9日、基礎工事の際の掘削断面の観察により、

南北方向の2条の溝が良好に遺存していること

が明らかになった。このため、京都市埋蔵文化

財調査センターおよび施工業者と話し合い、工

事を中断して調査を実施することとなった。

調査期間が限定されたため、工事業者側の重

機によって溝の上面までの土層を排除・搬出し

た後、5月12日から16日にかけて4日間調査を

行った。敷地内の東側には建築資材が置かれて

いるため南北13m、東西4～6mの台形状で約

60m3の調査区となった。その後の工事中にも敷

地東端で南北両壁の補足調査を行った。

調査地は、北野廃寺の西限付近に推定されて

いる地点で、さらに弥生時代から古墳時代の北

野遺跡にも含まれる。近辺の主要な調査では、
註1

北東の1978年調査（第3次）で古墳時代の竪穴

住居跡や平安時代の掘立柱建物など、1979年調
註2

査（第7次）で飛鳥時代から平安時代前期の瓦

窯群や平安時代の掘立柱建物、室町時代の掘立

柱建物や井戸など、さらに120m東の1981年調
註 3

査（11次調査）で、平安時代の土壇や瓦溜り、

室町時代の溝や柵などが検出されている。また、
註4

調査地より20m南の1989年調査では遺構・遺物

は未検出であった。

遺構（図版27-2、図47～50）

地表面は調査区北端で標高58.40m、南端で

58.20mと緩やかに北から南へ傾斜している。

基本層序は厚さ約0.3mの近世・現代の盛土層、

厚さ0.1m前後の室町時代後半の遺物包含層、

以下無遺物層となる。室町時代後半の遺物包含

這
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図46調査位置図(1:5,000)

Y=-24,420m Y=-24,380m

卿
」
ゴ
ヘ
・
エ
〔
‐

989年調査○

一条通

冬÷狸

道
祖
大
路

佐
井
通一

．
記
弐
一

－

2【

■■■■■

図47調査区位置図(1:1,000)

－32－



Y＝－ Y=-24,404m

l道祖大路西築地中心線延長I

4,404m

⑱
道祖大路西築地中心線延長

而、、

’

’
｡

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
‐
‐
‐
‐
１
．
口
０
．
Ｇ
口
０
０
日
日
Ⅱ
ｕ
日
日
Ｕ
０
ｕ
■
ｕ
ｕ
０
■
。

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
‐
‐
‐
‐
１
．
口
０
．
Ｇ
口
０
０
日
日
Ⅱ
ｕ
日
日
Ｕ
０
ｕ
■
ｕ
ｕ
０
■
。

’ ○、、
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

⑨

○②

108,29
-

X＝－1 5m

｡｡◎ Qっロ

SD22 SD44

~J
V

~］
V

「
,V

F
,V

の､。 SD1
S

SD3

/Tj入許 入

ぺぺ

ンン

X=-108,302－X＝－108一八

￥￥￥

I

’
第1面 第2面

0 5m

図48遺構平面図(1:100)

層はオリーブ黒色砂泥で、少量の土器類と多量の瓦類を含んでいる。無遺物層は主に黄褐色砂泥

である。また、西壁には約0.4mの厚さの整地土層があり、室町時代の瓦類が多量に含まれていた。

調査で検出した主な遺構は、室町時代の溝SD1．2、鎌倉時代前期の溝SD3、平安時代後

期の溝SD4、平安時代中期の溝SD16、路面SF15．17、ピット10基以上、土擴などである。

ここでは溝と路面について概要を述べる。

SDI調査区中央部東寄りで検出した断面が浅いU字状の南北方向の溝である。幅0.9m、

深さ0.3mである。埋土は4層からなり、上層は灰褐色砂泥で炭や礫を含み、溝の底部には部分

的に灰白色系の粘土を貼りつけている。溝底部の標高は北端で57.80m、南端が57.72mと非常に

緩やかな傾斜である。遺物は平安時代の土器類や瓦類が多く、15世紀の土師器片が少量出土した。

SD2SD1の西隣に位置する南北方向の溝で、幅1.0m、深さ0.4mとSD1よりやや規模

が大きい。断面は浅いU字状を呈し、底部の標高は北端で57.82m、南端が57.78mでSD1と同

－33－
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図50セクション断面図（1：50）

様に非常に緩やかな傾斜である。埋土は3層からなり、上層は暗褐色砂泥を主体とし、中層には

直径0.05～0.12mの礫を多量に含む。北壁断面の観察ではSDlに切られているが、出土した遺

物からはほとんど時期差は認められない。

SD3幅1.1m、深さ0.7mの南北方向の溝で、断面はU字状を呈しSDl･2のほぼ2倍の

深さである。埋土は5層からなり、上層は粘質のやや強い黒褐色砂泥で、中層には砂層が認めら

れる。底部の標高は北端で57.74m、南端が57.46mで、他の溝よりはやや傾斜が強い。SD2と

ほぼ重複し、SD2に切られている。10～13世紀の土器類が出土した。

SD4SD1とほぼ重複する南北方向の溝で、断面はU字状を呈する。幅1.2m、深さ0.7m

以上で、検出した溝の中では最も深く、規模も大きい。溝底部は平坦ではなく、全体の傾斜は非

常に緩やかである。埋土は7層からなり、上層は黒褐色砂泥で、下層には粘質の強い砂泥が堆積

する。溝東肩部付近に直径0.1m程の木杭跡の並び力ざ確認できる。埋土から9～12世紀の土器類

が出土した。

SFI5室町時代後半の遺物包含層下面で路面を検出した。路面は黒褐色砂泥の非常に堅く締

まった堆積層で、上面には部分的に礫を敷き詰める。SD3ないしSD4に対応するとみられる。

SDI6断割り調査によってSF15の下位で検出した溝で、南北両壁および中央セクション壁

で確認した。断面が浅い逆台形状の南北方向溝で、検出した溝の中では、最も東に位置する。幅

0.5m、深さ0.3mである。埋土は主に2層からなり、上層は暗褐色砂泥を主体とし、部分的に砂

層を含み、下層は粘質の強い砂泥である。溝底部の標高は北壁で57.46m、南壁が57.42mと非常

に緩やかな傾斜である。SD4に切られており、検出した溝の中では層位的に最も時期が古い。

9～10世紀の土器類が出土した。

SFI7SD16の東に位置し、SF15上面より0.3m下位で確認した路面である。上層は暗褐

色砂泥の非常に堅く締まった層を成し、下層は褐色の粘土に礫を含んだ層となる。SD16と同様

に断割り調査で検出した。下層で10世紀の土師器が出土しており、SD16に対応するとみられる。
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百二スース遺物(図5'）
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一いが､主要な遺構から出土した土師器については口縁端部の形態
10cm

図51遺物実測図（1：4） を図化し掲載した。

土師器皿(I．2)1は、口径8.4cm、器高1.7cm･体部下半がオサエ、口縁部付近はナデ調整

を施す。体部中位の外面は稜状に少し張り出す。胎土の色調はやや赤褐色を呈する。2は、口径

11cmほどの大型品とみられる。体部から口縁部が外反し、口縁端部は尖り気味にやや上方へ向け、
註 5

先端は小さく丸く収める。赤色系。ともに15世紀半ば［Ⅸ期古］に属する。SD1から出土した。

土師器皿（3）2と同タイプの大型品。15世紀半ば［Ⅸ期古］に属する。SD2から出土した。

土師器皿（4）体部外面上半から口縁部外面に横方向のナデによる一段の浅い窪みが認められ、

ナデ部分がやや外反する。燈褐色系。13世紀前半［Ⅳ期新］に属する。SD3から出土した。

土師器皿（5）厚手で体部外面上半から口縁部外面に二段のナデを施す。燈褐色系。12世紀前

半[v期中］に属する。SD4から出土した。

土師器皿（6）いわゆる「ての字状口縁」と称される口縁形態で、器壁は非常に薄い。器高は

明らかではないが、やや深いタイプに属するとみられる。10世紀[III期中］に属する。SF18か

ら出土した。

三巴文軒丸瓦（7）左巻き巴文で、頭部は離れ、尾部は互いに接して界線となる。大粒の珠文

が密にめぐる。瓦当部裏面に補充粘土を多く使用している。瓦当面に離れ砂が多く認められる。

灰色を呈する。室町時代の遺物包含層から出土した。

他には、円面硯、製塩土器、古墳時代後期の須恵器高杯や白鳳期の平瓦など、少量ではあるが

出土している。

まとめ

調査地は、平安京一条大路と道祖大路の交差部から北へ40mほどの平安京外にあたる地点であ

るが、路面と対応した南北方向の溝5条などを検出した。これらの遺構は、およそ3時期に分け

られる。

まず平安時代中期にはSF17とSD16がある。路面の西側に溝が位置する関係から、南北道路

とその西側溝にあたるとみられる。現段階では、当地に敷設された最初の時期の道路とみられる。

次に、平安時代後期にはSF15とSD4がある。これらも南北道路と西側溝にあたり、SD4

は最初に造られたSD16の2倍以上の規模でその西側に開削している。また、鎌倉時代前期の溝

にはSD3がある。SD3はSD4を廃棄した後に、新たに西側にほぼ同規模で造り替えられた
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側溝である。

室町時代の溝にはSD1とSD2がある。SD2はSD3の廃棄後にほぼ同位置で成立してい

るが、成立後まもなく埋め戻され、その東側にSD1が造り替えられている。ともに前代の側溝

より小規模である。

当地は平安京外であり、座標上では道祖大路西築地の中心線を北に延ばすと、調査区内にこの

延長線が通ることになる。今回検出した南北方向の5条の道路側溝は、すべてこの延長線の西2

m以内に位置し、また溝の傾きもほぼ並行していることが明らかになった。今回検出した平安時

代中期の南北道路と西側溝は、当初平安京の条坊制に規制を受けて敷設され、その後もほぼ同位

置で継続的に室町時代に至るまで機能していたとみられる。

なお、今回の調査においては、平安時代前期の道路と側溝や奈良時代以前の遺構は認められな

かった。また、調査地西隣の民家の地表が調査地の地表面より、北で0.3m、南で0.6mほど高く、

基壇状の高まりとなっていることを確認している。さらに調査区内で中世の瓦類が多量に出土し

ていることなどから、当地周辺に室町時代の寺院などの存在が想定される。 （小桧山一良）

梅川光隆『北野廃寺跡一シャルマンハイツ白梅町新築に伴う発掘調査の概要』昭和53年度（財）

京都市埋蔵文化財研究所1980年

堀内明博・吉村正親『北野廃寺発掘調査概報昭和57年度』京都市文化観光局1982年

本弥八郎・木下保明「第11次発掘調査｣『北野廃寺発掘調査概報昭和61年度』京都市文化観光

局1987年

｢調査一覧表｣『京都市内遺跡試掘立会調査概報平成元年度』京都市文化観光局1990年

小森俊寛・上村憲章「京都の都市遺跡から出土する土器の編年的研究｣『研究紀要』第3号（財）

京都市埋蔵文化財研究所1996年

註 1

２
３

註
註

４
５

註
註
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4梅ケ畑祭祀遺跡(97UZ1)

53）

図52調査位置図(1:5,000)

調査経過（図版28、図52･E

本調査は右京区梅ケ畑向ノ

地町の小丘陵を対象とした立

会・発掘調査である。この小

丘陵に京都市水道局山ノ内浄

水場の高区配水池を新設する

ため、丘陵北側の掘削工事が

1997年4月より開始された。

本丘陵では1963年の東側宅地

造成時に弥生時代中期の銅鐸
註1

4個が出土していることから、

今回の掘削工事に際しては

｢梅ケ畑遺跡(銅鐸出土地)隣

接地」として調査を実施した。

掘削工事は、掘削対象となっ

ている丘陵の東裾部分より始

められ、ほどなく丘陵北側の

樹木伐採が行われた。

工事掘削が進んだ4月21日、工事掘削が進んだ4月21日、丘陵の頂部に近い北東尾根筋の重機による撹乱において平安時代

前期の土器類を多量に含む層を確認した。これまで本丘陵には当該期の遺跡の存在は知られてお

らず、翌日より遺構・遺物の分布状況を把握するための追認調査を開始した。その結果、平安時

代前期の遺物包含層が北東斜面全域に拡がること、丘陵頂部や東斜面に人為的と見られる平坦面

力罰存在することなどを確認した。この間、京都市埋蔵文化財調査センターに遺跡の状況や出土遺

物などについての報告を行い、平安時代前期を中心とする新発見遺跡として調査の必要が認めら

れ、発掘調査を実施することとなった。

発掘調査は、5月16日より開始した。調査中も掘削工事が継続されていたため、工事の進捗状

況に合わせて、便宜的に頂部北半と北東斜面をA地区、頂部南半をB地区、東斜面をC地区とし、

計13のトレンチを設定した。調査は、頂部および東斜面では遺構の検出、北東斜面では遺物出土

状況の把握と遺物収集を主目的とし、全ての作業を人力で行った。当初の予想よりも北東斜面で

の遺物出土量が多く、二週間の調査期間の延長が認められ、6月27日まで継続した。調査中の6

月15日に現地説明会を実施し、成果を公表した。

発掘調査終了までに樹木の伐採力ざ未了であるなどの理由で、発掘調査では及ばなかった範囲に

関しては、この後も立会調査の形で調査を継続した。工事掘削がかなり進んだ西斜面の掘削断面
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図53丘陵地形図およびトレンチ配置図（1：800）

で、それまで認識できなかった奈良時代の遺物包含層を確認した(D地区)。このため、その部

分の工事掘削を一時中断して、8月22日から29日まで調査を行った。

本来であれば、本報告では立会調査部分のみについて記すべきであるが、一連の調査であるこ

とを重視し、発掘調査で得た成果も含めて遺跡の概略を報告することにした。なお、立会調査は

現在も断続的に継続している。
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遺構（図版29～32、図53．54）

丘陵は北北東へ突き出ており、平面的な形状は北東と北西に尾根筋が張り出して、北面の中央

がやや凹んでいる。頂部の標高は135m前後、周囲の道路面との比高差が35mほどの小丘陵であ

るが、丘陵腹の傾斜は比較的急峻である。北面の斜面はとくに急峻であり、巨大な岩盤力罰いくつ

も露頭している。頂部は比較的平坦で、北端から南へ緩やかに高くなっている。

遺構の状況や出土遺物の時期などから、奈良時代中頃を中心とする西斜面、平安時代前期前半

を中心とする北東斜面、平安時代前期後半を中心とする頂部および東斜面平坦面の三つに分ける

こと力ざできる。

I・西斜面西斜面(D地区）では計12箇所に0.5m四方の小グリッドを設け、土層観察と遺物

の分布状況について調査を行い、遺物の出土状況によってグリッドを拡張する方法を採った。そ

の結果、D-1･2．6～8とした標高130mを中心とする南北7.5m、東西4mの極く限られた範

囲において、遺物包含層を確認した。遺物包含層は炭化物を多く含む厚さ0.3～0.5mの明褐色泥

砂であり、奈良時代中頃を主体とした遺物が出土した｡その他のグリッドでは遺物が皆無であった。

II.北東斜面本遺跡発見の契機となった遺物包含層の分布域である。この斜面には、東西方

向の七つのトレンチ(A-2．3．5．7～9地区、C-2地区）を放射状に設けた。調査で確認

できた遺物包含層の範囲は、南北が北東尾根先端部からC-2地区辺りまでの約25m、東西は頂

部平坦部の東端から下方へ水平距離で約20m、標高では133m前後から127mまでである。遺物の

分布はこれより下方にも拡がっていたが、工事による掘削が迫っており、安全上の理由から確認

できなかった。遺物は西斜面と同様に炭化物を多く含む厚さ0.2～0.5mの明褐色砂泥層に含まれ

ている。層位的に取り上げることが困難であったため、各トレンチの西端より水平距離2mのグ

リッドを設定して取り上げた。平安時代前期前半を主体とする遺物が多量に出土した。

III．頂部および東斜面丘陵頂部にはA－1．4．6地区、B・B-2地区の五つのトレンチ、

東斜面平坦部にはC地区を設けた。後述するこれらの地区の整地層・盛土からは、平安時代前期

後半を主体とする遺物が出土した。

頂部の北側には岩が露出する平坦面(A-1地区)があり、その南にやや高まった地域(A-4･

6地区)、さらに南端には中央に礫敷遺構のある円形の高まり(B地区）があって、北から南に

向けて緩やかに三段に高められた状態である。A-1･4．6地区では、表土の腐植土層を除去

すると黄褐色砂泥の整地層となる。

A-1地区の整地層は厚さ0.1m前後あり、上面は北端がやや高く南に低くなる。この平坦面の

中央南寄りには東西1.5m、南北1.3m、高さ0.5mの岩力ざ露出している。この岩は無遺物層の堅い

岩盤層の一部が露頭しているもので、人為的に据えられたものではないことを確認した。この岩

の南からA-6地区の北半には幅約4mの東西方向の浅い溝状の凹み(SD1)があり、頂部で

は最も低くなる。SD1の南肩から南は、整地層によって緩やかに高められA-4地区へとつづく。

A-4地区は、厚さ0.3～0.4mの整地層によってA-1地区に比べると0.4mほど高められてお

り、平坦な段状の遺構である。A-6地区は北半はSD1、南半はA－4地区へつづく緩やかな傾
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図54頂部遺構平面・断面図(1:200)

斜面となっており、整地層上面で焼土痕と柱穴列を確認した。焼土痕はSD1の南肩に沿うよう

に東西の帯状に分布しており、幅約2mの間に11箇所確認した。また、柱穴列はいずれも東西方

向と考えられ、柱穴列1を焼土痕群の南、柱穴列2をSD1の底部で検出した。柱穴列1は東西
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三間で、柱間が東から1.2m、1.7m、1.2mである。柱穴列2は少なくとも2列以上あると思わ

れる。柱穴の多くは整地層を掘り下げた無遺物層上面で検出したが、整地層の上面から切り込ん

でいることを断面観察により確認している。

B地区はA-4地区よりさらに約0.5m高められている｡その間に設けたB-2地区の北端より1.2

mの地点でA-4地区を形成している整地層は収束し、以南は無遺物層となる。B地区は無遺物

層を削り出して不整な円形の高まりとして整形されている。その中央で礫敷遺構(SX1)を検

出した。SX1は長軸0.5m前後の礫を平坦な面を造るように配している。礫の分布は3m四方

でまばらであるが、礫の隙間には0.2mほどの盛土を施しており、中央の1.5m四方は比較的密に

礫を配する。配された礫の多くは角礫であるが、角の丸い河原石も少量含まれていた。

東斜面C地区はB地区の東の丘陵斜面を削り取り、下方に盛土を施して平坦面を造り出したテ

ラス状の遺構である。削り出された崖面は高さ1.8mあり、平坦面の盛土は東へ厚くなり、東端

では厚さ2m以上におよぶ。平面的には一辺7mほどの方形を意識したように思える。ここでは

建物の痕跡などは認められなかった。

遺物（図版33．34，図55～57）

遺物は全体でこれまでに整理箱に89箱出土した。現在、整理途中で今後詳細な検討が必要であ

るが、まずそれぞれの地区の出土遺物の概要について記す。

西斜面遺物包含層からは、完形のものを多く含む土師器・須恵器のほか、製塩土器や石製品な

ど奈良時代中頃を主体とする遺物が整理箱に4箱出土した。これらの遺物は出土状況などから、

頂部より転落して溜まったものと考えられる。また、仏画を線刻した石製品がある。これについ

ては後述する。墨書土器は1点あり、土師器Ⅲの底部外面に「口寺」と記されている（図版34-2)。

北東斜面遺物包含層からは、平安時代前期前半のものを主体とする土師器・須恵器・黒色土

器・二彩陶器・緑釉陶器・灰釉陶器・瓦・製塩土器のほか、銭貨・鉄釘・砥石などが整理箱に79

箱程度出土した。土器類は小片で磨滅しているものが多いが、完形のものや接合によって完形に

なるものも多く、出土状況などから頂上付近より転落したものと思われる。土師器の食器類が最

も多く、須恵器の食器類がこれに次ぐ。これらのなかには煤が付着し、灯明の用に供されたもの

が目立つ。土師器や須恵器の甕も多く、ほとんどのものに煮沸痕が明瞭に残る。また、須恵器瓶

子は完形のものが多く、量的にも多い。土師器の皿や須恵器の杯蓋には墨書のあるものがあり、

｢秦」の字や仏の絵（図版34-2）とみられるものがある。瓦は少量あり、丸・平瓦のみで軒瓦は

皆無であった。銭貨はいずれも土器類などと共に出土した。石製品には、摩擦痕があり砥石とし

て用いられたものが出土している。ここで特筆されるのは二彩陶器が多く出土したことであるが、

これに反して緑釉陶器や灰釉陶器が比較的少ないことも興味深い。

頂部および東斜面の整地層・盛土からは、いずれも小片であるが、平安時代前期後半を主体と

する土師器・須恵器・黒色土器・二彩陶器・灰釉陶器・瓦・鉄釘・銅銭・砥石などが出土し、合

わせて整理箱に6箱程度出土した。

以下に、本調査で出土した遺物のうち特筆される線刻石製品、二彩陶器、銭貨について記して
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一

＃
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おくことにする。
註2

線刻石製品(図版33-1,図55）西斜面D-8で出土し

た。石製品は長軸9.1cm、短軸8.4cm、最大の厚さ1.1cm

の珪質頁岩～珪質粘板岩で、いわゆる鳴滝（砥）石と呼

ばれる。その表面に線刻による仏画が施されている。表

面は中央辺りが厚く稜をもち、上・下が薄く傾斜面とな

っている。裏面は後世に剥離してほぼ平らになっている。
0

もとはもっと大きい石であったようである。も とはもっと大きい石であったよう で あ る 。 岸 一 一 一 胃

線刻は非常に細く、輪郭などは太めの線、細部は細い 図55線刻石製品実測図（1：2）

線で表すなど描き分けがみられ、丁寧、繊細に描かれている。頭には螺髪がなく、丸い顔の両側

に大きな耳をつける。目尻は上がり気味で瞳を点で表現し、二本の鼻梁から踏ん張った鼻、やや

暖昧であるが分厚い口が表される。眉の間に描かれたものは白毫であろうか。首はいわゆる二道

である。身体は丸みを帯び、腕は中央で組み袖で隠れる「拱手」であると考えられる。身体左下

には膝が描かれ、座像である。光背は頭光と身光を二重円光で表し、頭光の外側の線は中心から

ずれるが先端が尖っており、宝珠形を意識したともみえる。また、仏の左右には樹木が描かれて

おり、「宝樹」を表しているとみられる。右の樹木は剥離により欠けているが、左のものは屈曲

しながら上下に続いており、分かれた枝の先端には蕾や花と思われる表現が為されている。石が

欠けており、身体の下半は欠損するが、仏の残存高は2.6cm、頭光まで入れると3.2cmである。「拱

手如来座像」と考えられる。

画自体は稚拙で画師によるものではないと考えられるが、全体にボリューム感や明るい雰囲気

があり、顔が丸い、肩幅が広い、耳が大きいことや丁寧に描かれている点などは古い要素と認め

られる。また、拱手像であること、樹木を描くことは奈良時代に多く、平安時代以降にはあまり

見られない。仏画としては鼻梁が描かれるのは後の時代の要素であるが、奈良時代の人面墨書土

器には鼻梁を描くものもある。以上の諸点から、出土地点の土器群と同時期の奈良時代の作とみ

てよいようである。

二彩陶器（図版33-2,図56）頂部A-6地区で出土した1点以外は、すべて北東斜面の各地

区の遺物包含層から出土した｡小片が多いが､少なくとも皿・杯・鉢・小壺・小壺蓋・小型火舎・
註3

瓶・壺などの器種があり、皿と考えられるものが最も多い。図化し得たものは以下の11個体であ

る。

皿（3～7）はいずれも口縁部の破片である。口縁端部は丸くおさめ、内面に強弱の差はある

が沈線を一条め〈･らせる。内面と口縁部外面はヨコナデ、底部付近の外面はヘラケズリののちナ

デを施す。外面底部は透明釉のみで、それ以外には濃緑・透明釉を用いて文様を表現する。胎土

は精良でやや黄色がかった白色を呈する。焼成はやや軟質である。口径は3が19.7cm、4が20.6

cm、5が21.6cm、6が22.4cm、7が22.8cmである。3がA－5地区、4．7がA-9地区、5がA-7

地区、6がA-2地区北側の斜面で出土した。
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図56二彩陶器実測図（1：4）

杯（2）は底部から内弩気味に立ち上がる口縁部をもつ。口縁端部は欠くが丸くおさめるもの

と思われる。口縁部内面には皿と同様に沈線を一条めぐらせる。内面と口縁部外面はヨコナデ、

底部には回転へラケズリを施す。外面底部は透明釉のみで、それ以外には濃緑・透明釉を用いて

文様を表現する。胎土は精良でやや黄色力:かつた白色を呈し、焼成は硬質である。口径は14.0cm、

器高は3.35cmである。A-3地区で出土した。

鉢(11)は緩やかに拡がって立ち上力罰る体部から強く内弩する口縁部へつづく、いわゆる鉄鉢

形である。底部は欠く力ず尖底になると思われる。体部外面の中ほどに沈線を一条めぐらせる。口

縁端部は内傾する面をもつ。外面には濃緑・透明釉を用いて文様を表現し、口縁端部は濃緑色、

内面は極く薄い緑色の釉を施す。内面および外面の沈線より上位にはナデ、下位はヘラケズリの

のちナデを施す。胎土は精良でやや黄色力罰かつた白色を呈し、焼成は軟質である。口径は25.6cm、

胴部最大径は27.6cmである。A-2地区北側の斜面で出土した。

小壺蓋(10)は口縁端部を欠くものの、ほぼ完形である。直線的に開く天井部から短い口縁部

力罰垂下し、天井部中央には宝珠形のつまみがつく。天井部外面に回転へラケズリののちナデを施

し、ほかは全体にナデで仕上げる。外面には黄緑・透明釉を用いて文様を表現する。内面には施

釉しない。胎士は精良でやや黄色がかった白色を呈し、焼成は軟質である。天井部の径は4.6cm

である。A-8地区で出土した。

小型火舎(1)は平坦な底部からやや外反気味に立ち上がる口縁部につづく。口縁端部は外へ

拡張される。おそらく底部に脚がつくものと思われる。口縁部と底部内面にはナデ、底部外面に

はヘラケズリののちナデを施す。釉は内外面ともに施し、濃緑色・黄緑色・透明釉によって文様
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を表現する。胎土は精良でやや黄色がかった白色を呈し、焼成は軟質である。口径は12.4cmであ

る。A-2地区で出土した。

瓶（9）は肩部から体部の破片である。肩部内面には楕円形の切り込みがみられ、釉が垂下し

ていることから、多口瓶のような器形になるものと思われる。内外面ともヨコナデを施し、外面

はとくに平滑に仕上げられている。施釉は外面のみで、やや黄色がかった淡緑色と透明釉で文様

を表現している。胎土は精良でやや黄色がかった白色を呈し、焼成は軟質である。A-3地区で

出土した。

壷（8）は外反気味に大きく開く口縁部の破片で、端部は外傾する面の下面に沈線をめく・らせ

る。釉は内外面ともに施され、濃緑色と透明釉で文様を表現している。胎土は精良でやや黄色が

かった白色を呈し、焼成は軟質である。口径は31.4cmである。A-6地区で出土した。

これらのほかに、小壺の体部と考えられる小片や皿の底部、壷の頚部などが出土している。

銭貨（図版34-1、図57）全体で14枚出土し

●綴鐸翰：鐵‘職た。種類別には和銅開弥1枚、萬年通寳1枚、

神功開寳6枚、隆平永寳3枚、富寿神寳3枚で、

慰鰯亀鯵‘蟻いわゆる皇朝十二銭のうちの五番目までのもの

である。頂部では、A-1地区整地層から隆平

翰2鐵､鐘永寳が1枚(，)､A-6地区整地層から神功開壷総
寳が1枚（8）、B地区の礫敷遺構SX1の礫11

05cm

－－目

の間や下から神功開寳が4枚（3～6）それぞ

図57銭貨拓影（1：2）
れ出土した。ほかはすべて北東斜面の遺物包含

層から土器などとともに出土している。A-3地区では和銅開珠(1)・冨寿神寳(14)各1枚、

A-5地区では萬年通寳(2)･隆平永寳(10)各1枚と富寿神寳2枚(12．13)、A-8地区では

神功開寳（7）・隆平永寳（11）各1枚力訂出土した。腐食の進んだ数枚を除いて、ほとんどのも

のが比較的良好に遣存していた。

まとめ

本調査は弥生時代の銅鐸出土地の隣接地の調査として開始したが、期せずして奈良時代から平

安時代の新たな遺跡の発見となり、立会調査から発掘調査の実施となった。

検出した遺構・遺物は先述したように、以下の三つの段階に分けること力:できる。

I段階奈良時代中頃；西斜面(D地区）

II段階平安時代前期前半；北東斜面(A-2･3･5･7～9地区、C-2地区）

1I1段階平安時代前期後半；頂部(A-1．4．6地区、B･B-2地区）・東斜面(C地区）

今後詳細な遺物の検討を必要とするが、遺構の状況や遺物の内容などから、祭祀的な性格の強

い遺跡と考えられる。I段階には線刻仏のような仏教的要素がみられるが、111段階までには仏教

的要素は払拭され、頂部の遺構にみられる祭祀的要素が強くなるといえよう。

斜面では祭祀に用いられ、使用のたびに頂部から投棄され累積したと考えられる遺物群が出土
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した。I段階には西斜面へ、II段階以降には北東斜面へ投棄されたのであろう。北東斜面では他

の地区をはるかに凌ぐ量の遺物が出土しており、土器類の投棄頻度、つまり祭祀行為の頻度の差

が遺物量の差として現れたといえる。一方頂部ではⅡI段階に、整地層や無遺物層を削り出して北

から南へ緩やかな三段築成の祭壇状の遺構が造られる。つまり、岩座ともみられる岩が中央に露

頭する平坦面(A-1地区）があり、その南には柱穴列や焼土痕を挟んで整地層によって高めら

れた段状の遺構(A-4地区）があって、南端に礫敷遺構のある円形の高まり(B地区）がある

という構造である。また、これとほぼ同じ時期に、東斜面には斜面を削って下方に盛土を施した

テラス状の空間(C地区）が形成される。頂部では明らかにII段階以前に遡る遺構は検出できな

かったが、これはIII段階に頂部が先述のような状態へ大規模に改変されたためと思われ、I･II

段階にも頂部に祭壇のような遺構が営まれていたものと考えている。頂部の平坦な地域はB地区

よりもさらに南へ続いているが、今回の工事範囲から外れるため調査できなかった。

以上のような状況から、本丘陵では奈良時代中頃以降、平安時代前期を通して断続的に頂部を

中心とした何らかの祭祀が行われていたと考えられる。本遺跡は嵯峨野の北にひかえる北嵯峨丘

陵に位置し、御室・鳴滝より神護寺・高山寺へ向かう街道が通る谷筋のやや奥まった南側の小丘

陵上に立地している。平安京の北西角から直線距離で西北西に約2.2kmにあたるが、南東には本

丘陵よりも高い音戸山があって平安京を見通せる位置にはない。かえって南方の嵯峨野や松尾な

どの方面の眺望がよいといえる。北東から南西には、北山から愛宕山の山塊が拡がる。祭祀の内

容については今後の検討課題であるが、敢えてこのような地を選んで営まれた祭祀であったとい

えよう。とくにII段階以降には投棄された遺物の内容やその特殊性、量の多さなどから、国家あ

るいは官などによる祭祀であった可能性も考えている。

今回の調査は周知の遺跡の「隣接地」として開始したが、平安京遷都前後の祭祀を考えるうえ

で貴重な発見となったと考えている。また、このことは行政的に調査の対象とされている遺跡以

外にも、京都の歴史や平安京を考えるうえで、重要な遺跡が市内の各所に遺されている可能性が

あることを示している。今後、遺跡外の地域を含めて試掘・立会調査の重要性を見直す必要があ

り、組織的な分布調査の必要性も再認識しなければならないのではないだろうか。（高橋）

註1

註 2

註3

京都市内唯一の銅鐸出土地、梅ケ畑遺跡。外縁付紐式四区画袈裟檸文銅鐸が大小2個ずつあり、

それぞれ「入れ子」の状態で出土したという。田辺昭三・佐原真「京都市梅が畑出土の銅鐸｣『日

本考古学協会昭和39年度大会研究発表要旨』日本考古学協会1964年

仏画の時代鑑定は、京都国立博物館資料調査研究室長の伊東史朗氏と同館主任研究官の泉武夫氏

にお願いした。また、石材の鑑定は京都府立山城郷土資料館資料課の橋本清一氏にお願いした。

二彩陶器の器種の判定については、巽淳一郎編『陶磁（原始・古代編)』(『日本の美術』第235号、

至文堂、1985年）掲載の「第86図奈良三彩の器形」に準じた。
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5広隆寺旧境内(97UZ201)

調査経過（図58）

右京区太秦桂木町9番地においてマンション

建設が計画された。当地は広隆寺旧境内にあた

り、工事に伴い1997年8月4日から12日にかけ

て調査を実施した。調査順にNQ1～5の番号を

つけて断面観察・遺物採集を行った。

調査の結果、平安時代の土壌3基と飛鳥時代

から奈良時代の土擴1基と包含層を検出した。

遺構（図版35、図59．60）

敷地と道路との境界の縁石を水準点とすると、

現地表は北東のNol．3地点では、+0.9m、

繍醒

北西のNQ2地点では+0.8m、南のNQ4．5地点では

=t0mと、敷地の北東方向が高く、南西方向に低くな

っている。

NQ1地点では、+0.7mで土擴1を検出した。幅4.3

m以上、深さ0.8mで、多量の瓦類と、少量の平安時

代中期の遺物が出土した。また＋0.4mで厚さ0.2mの

遺物包含層(NO1-3層）を検出した。この層は土擴

1の肩部となり、飛烏時代の遺物が出土した。+0.2

m以下は泥砂・砂礫の無遺物層となる。

NQ2地点では、遺物包含層(NQ2-3層）を南北5

mにわたって検出した。北側では厚さ0.6m、南側で

は厚さ0.4mあり、平安時代の遺物が出土した。また、

-0.2mで土擴2を検出した。幅2.3m、深さ0.5m以上

で、平安時代の遺物が出土した。以下は泥砂・砂泥の

無遺物層で、南へ低くなる。

r~咽型I

図58調査位置図(1:5,000)

卿
]‐／面Ⅱ房

、l弛点Ivuoエ巴扁

〕_4rtn宴

小竿婦

］ 20

No.3地点では、+0.5mで土擴3を検出した。幅1.3－

m以上、深さ0.4mで、飛鳥時代から奈良時代の遺物図59遺構位置図(1:400)

が出土した。

NQ4地点では、－0.3～l.4mで遺物包含層を3層検出し、平安時代中期の遺物が少量出土した。

また、-1.4m以下は黄褐色砂泥の無遺物層となり、この上面で土擴4を検出した。南北幅4.0m

以上、東西幅1.6m以上、深さ0.4mである。平安時代中期の遺物が出土した。

No5地点では、-1.9mの遺物包含層から平安時代の遺物を採集した。

－47－



Nol地点西壁 NO2地点西壁
＋1m

－

＋1m
－■■■■■■■■■■■■■■■■■■

÷ﾛ■■■■■■■■■■■■■

１
２
３
４
５

にぶい黄褐色砂泥(礫多混)}土瀦’にぶい黄褐色砂泥

黄褐色砂泥（礫混）

麓蝋蝋鰻)1擬遺物層

1にぶい褐色砂泥（焼土・炭混）

2にぶい赤褐色砂泥（炭混）

3灰褐色砂泥（礫混）

4にぶい褐色砂泥（8層混）

にぶい黄榿色砂泥（8層混）

黒褐色砂泥(炭多量混)}土擬2灰褐色砂泥（礫混）

黒褐色泥砂(礫多量混))無遺物層榿色砂泥

５
６
７
８
９

NO3地点東壁
0 2m

－－

Ｉ
１
１
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

No.4地点東壁2
3±0

■■■■■■■■■■■
±0

－

1
■■■■■■■■■■■q

l
｜

｜
’

1

1

1
盛土

／
／

〆

１
１
１

〆

1’
〆

／
／

〆

一回l///1■■

－1
|-1m
1．

〆
〆

－1m
－ 2〆

岸 －－－一一一一一一一一

－.~~~------------------.-----------_---------_---.-----_____｣－1にぶい褐色砂泥（礫混）

2褐色粘土（礫混）－土擴3

1にぶい黄褐色砂泥（炭・砂礫混）4暗褐色砂泥（炭・礫混）－土擴4

蝋慧犠|無廻” 2褐色砂泥（粗砂礫混）

ヨ灰黄褐色砂編(粗砂礫少混）：麓認繩熟多混))無適物囑

図60遺構断面図(1:60)

遺物（図版36．37、図61～62）

NQ1地点では、土擴1から2点の軒瓦を含む瓦類、少量の平安時代中期の土師器Ⅱなど、整理

箱16箱の遺物が出土した。遺物包含層(NO1-3層）からは7世紀の須恵器甕が出土した。

No.2地点では、遺物包含層(NQ2-3層）から平安時代の土師器、瓦が出土した。土擴2から

平安時代の土師器高杯、鬼瓦が出土した。

NQ3地点では、土擴3から飛烏時代から奈良時代の土師器、須恵器が出土した。

NQ4地点では、3層の遺物包含層から平安時代中期の遺物が少量出土した。土擴4からは、平

安時代中期の土師器皿・高杯、黒色土器椀、緑釉陶器片、須恵器壷や瓦類などまとまった遺物が

出土したが、いずれも小片で計測可能なものはない。

NO5地点では、遺物包含層から平安時代の須恵器瓶子が出土した。

以上の遺物の大部分は瓦類で、少量である力笥図化できる土器類力ぎ出土している。

須恵器甕(I)口縁部は短く外反し、端部は外下方に肥厚する。体部外面にタタキメを施した

のち、細条のハケメを施す。内面は同心円文がみられる。胎土は灰白色を呈し、焼成は軟質。7

世紀に属する。NO1地点の遺物包含層から出土した。

須恵器瓶子（2）頚部から上を欠くが、肩部がなだらかで体部はやや縦長である。体部内外面
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No.5地点の包含層から出土した。’’’川

図61遺物実測図(1:4)「旨」銘均整唐草文軒平瓦（｜）

土擴1より出土。瓦当左半部の破片であるが、中心飾りは○の中に「旨」の文字土擴1より出土。瓦当左半部の破片であるが、中心飾りは○の中に「旨」の文字を配する。瓦当

部の周囲および顎はヘラケズリの後ナデを施している。瓦当部の平瓦剥離部分は、強固に接合す

る個所なので「離れ砂」を付着させるとは考えられない力ざ、「離れ砂」状に供土の上面に砂が多
註1註2

数付着している。胎土は砂粒を含み、焼成は良好、色調は淡灰色を呈する。広隆寺、北野廃寺、
註3

左京四条一坊などの調査で同箔瓦力罰出土している。

整唐草文軒平瓦（2）土擴1の排士より出土。中心飾りを欠く瓦当左半部の破片である。瓦頭

文様の箔は丁寧に作られているが押しは浅い。内区と脇区の界線の上延長部に細く線が認められ

る力罰、これは箔の彫り誤りと考えられる。瓦当部の周囲は丁寧にケズリとナデを施している。胎
註l

土は精良、焼成は良好、色調は暗灰色を呈する。広隆寺の調査で同箔瓦が出土している。

鬼瓦（3）土擴2より出土。鬼瓦の歯と上唇（あるいは鼻の下部）の中心より左側の破片であ
註2

る°胎土は砂粒を含み、焼成は良好、色調は淡褐色を呈する。北野廃寺の調査で同箔瓦が出土し

ている。他に、この鬼瓦と同箔と考えられる周縁の珠文帯の部分の破片と、周縁が珠文ではなく

2本の界線で形成された破片も士擴1から出土している。

平瓦(4～14）平瓦は土擴1．2から多量に出土している。平瓦の凸面に縄目叩き痕の他に楕

円・格子・平行線・放射状の文様の叩き痕力ざある。

楕円文様には、中心に直線を置きそれを二重の楕円で囲んだもの（4）、中心に無数の平行線

を並べそれを二重の楕円で囲んだもの（5）、中心に×印を置きそれを楕円で囲んだもの（6）の

3例がある。

格子文様には、直交して目の粗いもの（7）、細かいもの（8）、斜格子で目の粗いもの（9）、

さらに細かいもの(10)がある。7は目の中に数箇所丸い凸点が見られ、釘を打ち込んだ穴と考

えられる。また、8は広端部と側部の角を広端部1.7cm･側部3.4cm分カットしている。用途は不

明である。また広端面には、瓦制作時に桶から離しやすいように敷かれていた章の痕跡が残って

いる。

平行線文様には、「×」の線を中心に線の間の四方に「V」の線を平行に並べたもの(11)、4

本の平行線をクロスさせたもの（12）がある。

放射状のものは、「×」の線を中心に線の間の四方に「V」の線を放射状に並べたもの(13)カゴ

ある。叩き目の文様は、格子のもの以外はすべて中心をもって文様をつくっていると考えられる。

また、叩き目をすりけしたもの（14）も出土している。
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まとめ

調査地北側のNQ1地点と南側のNO4地点では無遺物層の高低差が1.4mあるが、現地形は敷地

北東方向が高く南西方向に低くなり高低差が0.9mと傾斜がゆるやかになっている。1892年（明

治25年）の大日本帝国陸地測量部の地図では、太秦村のあたりは南へ張り出した微高地で、広隆

寺の東側は田圃、西側は竹林、南側の三条通付近は茶畑となっている。また、三条通南側の調査

地周辺は緩やかな傾斜地で、南面道路沿いには建物が認められる。後年、嵐山電気鉄道（現京福

電気鉄道嵐山線）が敷地北側に敷設される時、北側の斜面の切り土を南側に盛り土して、現地形

になったものと考える。このことから、広隆寺旧境内地は明治時代までそれほど変化せず、緩傾

斜地であったと考えられる。

今回は建物跡などの明確な遺構は検出できなかったが、出土した遺物は小破片の瓦類と土器類

が大部分で二次堆積を示すと考えられる。しかし、このように多量の瓦を含む土擴を検出したこ

とは、傾斜地ではあるが、近くに寺院に関連する施設の存在がうかがわれる。なお、広隆寺旧境

内の遺跡の範囲は、当地の南面道路までと推定されている。

また、NQ4地点の遺構面の深さから考えて、遺跡外となる南面道路より南側でも、遺構が残存

することが考えられる。今後、道路南側を含む周辺地域でも、より詳しい調査が望まれる。

註1平安博物館編『平安京古瓦図録』雄山閣出版1977年

註2（財)京都市埋蔵文化財研究所編『木村捷三郎収集古瓦図録』1996年

註3平安京調査会編『平安京跡発掘調査報告一左京四条一坊一』1975年

－51－
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6南春日町遺跡(96MK312)

調査経過（図版38-1,図63）

調査地は西京区大原野南春日町、灰方町であ

る。この一帯は、近年ほ場整備が継続的に行わ

れ、徐々に景観を変えている。整備に伴い確認

調査などが実施され、周知の遺跡以外にも多く

の遺跡が発見されてきている。当調査も、大原

野ほ場整備工事に伴う1996年度調査で、土擴や

柱穴を部分的に確認していた区域にあたる。関

係機関の協議の結果、原則として盛り土をする

ことで遺跡の保存が図られることとなったが、

《

零

一部切り下げが行われることとなった。今年度 図63調査位置図(1:5,000)

その工事が実施される運びとなり、立会調査および必要な場合は発掘調査を実施することとなっ

た。10月24日現地を確認した結果、遺物の散布および柱穴らしき遺構を検出したため、急遼関係

者で協議を行って、区域の中で必要な面積を調査することとした。調査は1996年10月25日から29

日まで実施し、調査面積は290m8であった。その他の工事区域については1997年1月20日に調査

を実施した。調査位置は、大原野小学校の東方約200mの水田の中にあたる。

遺構（図版38-2、図64）

検出した遺構には、奈良・平安・鎌倉時代の建物・柵・土擴・溝跡がある。

奈良時代の遺構には、後期頃の掘立柱建物2棟(SB1･2)、土壌1基(SK23)、溝1条(S

D22)がある。建物は調査区中央で東西に並んで検出した。SB1は、2間×3間の東西棟で、

梁間が2m等間、桁行が2.2m等間である。SB2は、SB1の西側で検出し、棟を合わせてい

る。2間×3間の東西棟の母屋に南廟が付き、梁間が2m等間、桁行が2.3m等間、廟の出は2.5

mである。柱穴掘形の形状はいずれもほぼ方形を呈している。SK23は、SB2の南で検出し浅

い不定形を呈している。SD22は幅約0.2m、深さ0.15mの南北方向の溝で、SK23の東側に取

り付く。平安時代の遺構には、調査区中央で検出した5間×1間の東西棟の掘立柱建物がある。

梁間2m、桁行1.98m等間で、柱穴の形状は円形である。鎌倉時代の遺構には、調査区北西部で

検出した変形した掘立柱建物力笥ある。柱穴の形状は円形で、13世紀代の瓦器椀が出土している。

遺物

遺物の出土量は整理箱1箱で、完形になるものはなく、破片が大多数である。奈良時代から鎌

倉時代の遺物があり、土器・瓦類が出土した。

奈良時代の遺物としては、土師器・黒色土器・須恵器・製塩土器・瓦があり、製塩土器の破片

の多さが目立つ。製塩土器は、SD22などから出土し、粗い白砂粒を含む赤褐色を呈した軟質の

土器である。土師器は小片が多く、器形がわかるものは少ないが、甕・杯などがある。須恵器に

－52－
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図64遺構平面図(1:200)

は、杯A･Bや壺口縁部破片などがある。瓦類は、丸瓦の破片数片と唐草文軒平瓦が1点出土し
註1

ている。軒平瓦は当調査地北西に位置する南春日廃寺の塔跡出土のⅦ類と同型式とみられる。

平安時代の遺物は明確でないが、土師器と緑釉陶器の破片が少量出土しているのみである。

鎌倉時代の遺物には、瓦器椀、青磁椀が数点出土している。

まと め

当調査では、奈良時代の建物跡、平安・鎌倉時代の建物跡を重複して検出する成果を得た。調

査地の北西約400mの南春日町廃寺塔跡、南東約200mの飛烏から奈良時代の変遷力罫みられる役所
註2

的な建物群（1996年度調査）とともに、一帯が奈良時代に大規模に整備された地域であることが

わかってきた。建物跡は北に対し約8度西に振れており、前述の1996年度調査の遺構群の中にも

これに近い振れをもつ一群があること、また東西方向に走る府道樫原向日線の振れとも合うこと

から、狭い範囲ではあるが条里制地割が認められる。既往の調査で、下西代古墳群などの古墳時

代の遺跡を含め、大原野地域内の歴史的変遷が徐々 に明らかとなってきた。 （長宗繁一）

註1（財)京都市埋蔵文化財研究所『南春日町遺跡発掘調査概要』1981年

向日市教育委員会『長岡京古瓦聚成』(向日市埋蔵文化財調査報告書第20集）1987年

註2永田宗秀「南春日町遺跡｣『平成7年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財)京都市埋蔵文化財研

究所1997年

－53－



7法住寺殿跡・六波羅政庁跡(96RT512)

調査経過（図65）

東山区大黒町通正面下る塗師屋町592-2にお

いて住宅建設が計画された。当地は平安時代の

法住寺殿跡、鎌倉時代の六波羅政庁跡に推定さ

れている。基礎掘削工事に伴い、1997年3月14

日から19日にかけて調査を実施した。

調査の結果、平安時代の東西溝を約12mにわ

たって確認した。

遺構（図版39、図66．67）

敷地の北半は遺構の残存状態が良好であった

が、南半は、近世以降の攪乱のため、残存状態

I

図65調査位置図(1:5,000)

は悪かつた。敷地北東角の道路との

縁石を水準点として、敷地北半の東

端と西端で断面観察を行った。東壁

では-0.4m以下は灰褐色・灰白色粘

土の無遺物層となり、西壁では-0.7

m以下が灰白色微砂・粘土の無遺物

層となる。

この無遺物層に切込む東西溝を東

西両壁で検出した。東壁では幅0.9

m、深さ0.8m、埋土は4層に分層

できたが、無遺物層の混入する人為

的な埋土である。第4層から遺物が

出土した｡西壁では幅0.7m､深さ0.5

準点

大
黒
町
通

卿上逹=‘

劃66遺構位置図（1：20（

mで、埋土は9層に分層でき、最下層（第14層）は砂を多く含み流れた痕跡が認められたが、上

位の層は東壁と同様の人為的な埋土である。溝の底部は、東壁では-1.2m、西壁では-1.4mで、

高低差が0.2mあり、東から西へ流れていたことがわかる。また、溝の中心線は座標東に対して

北へ約2度振れていた。

遺物（図68）

東壁の第2層からは13世紀後半の土師器皿（5～9)、青磁蓮弁椀、白磁壺などが、第3層か

らは白磁椀（10）が、第4層からは12世紀末から13世紀初頭の土師器Ⅱ（1～4）が出土した。

西壁の溝埋土からは13～14世紀の土師器皿の小片が出土した。

土師器皿（｜～9）3．4は口径13.6･14.lcmの大型。3は厚手で体部外面上半から口縁部外

－54－



東壁 西壁

暗灰黄色砂泥（粗砂礫混妙～1cm）

暗灰黄色砂泥（砂・粗砂礫混め～1cm）

暗オリーブ褐砂泥（粗砂礫混妙～0.5cm）

暗褐色砂泥（粗砂礫混妙～0.5cm）

暗灰黄色砂泥（粗砂礫混め～2cm）

暗オリーブ褐色砂泥（炭．礫混‘～1cm少量）
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盛土

盛土

黒褐色砂泥（粘質、礫混‘～0.5cm少量）

オリーブ褐色粘土（礫．15層混）

明褐色粘土（礫．15層混）

黒褐色粘土（15層混）

暗灰黄色砂泥（粘質、礫・15層混）

オリーブ黄色砂泥（粗砂・黒褐色砂泥混）

暗灰黄色砂泥（粗砂・15層混）

黄灰色粘土（微砂・砂多混、流れ堆積）

灰白色微砂（粘質、礫混め～3cm）－無卦

燕
5

－1m
一

ー

－

溝

0 1m

ー一弐
14

－無遺物層

東壁

黒褐色砂泥（炭・礫混‘～2cm少量）

黒褐色砂泥（礫混‘～3cm）

灰黄褐色砂泥（粘質・9層混）

黒褐色”(礫，圃混)|滴黒褐色砂泥（9層混）

灰黄褐色粘土（炭・9層混）1

灰褐色粘土

｜
灰白色粘土

浅黄色微砂（礫混。～2cm）

灰白色粘土

６
７
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９
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１
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無遺物層

図67遺構断面図(1:40)

面に2段のナデを施す。胎

弓フ，豆ヌー ，
土は燈褐色系。4は器高が

～ 2 弓 こ う ‘やや高く白味が強い色調で

ある｡L2は口径839弓二コ，百二二ファ フ㈹
Ocmの小型で、器高は2cm

目こう‘未満でともに胎土は燈褐色
0cm

系 である。図68遺物実測図（1：4）

9は口径10.2cmの中型で、白色を呈し器高がやや高く器壁が薄い。ナデやオサエを施し、5の

仕上げは丁寧である。8は口径12.6cmの大型で、9は口径8.3cmの小型、6はその間の大きさで、

ともに燈褐色系である。7も燈褐色系で、体部の外反がやや強い。

白磁椀('0）玉縁状の口縁部をもつ。

まとめ

今回の成果をまとめると、東壁の溝埋士の第4層から12世紀末から13世紀初頭の遺物、西壁の

溝埋土からは鎌倉時代の土師器皿が出土した。

周辺の調査例は少ないが、本調査地が東面する大黒町通（五条通から七条通）において水道管
註1

布設替え工事に伴う調査(97RT253)を行った。この調査の七条通から正面通の間では、地表

下0.3～0.7mでにぶい黄榿色砂泥・粘土の無遺物層になり、これに切り込む土擴を数箇所で検出

した。土擴からは平安時代末期や鎌倉時代の遺物が出土した。また、調査地北東の大和大路通に
註1

面する宅地での調査(97RT154)では、地表下0.3m前後で黄褐色砂泥の整地層と土塘を3基検

出した。土壌からは平安時代末期から鎌倉時代の遺物が出土した。
註 2註3

当地の南東にあたる1990年度調査では鎌倉時代の南北溝、三十三間堂南西の1983年度調査では

平安時代後期の建物3棟と南北溝を検出した。1990年度調査の南北溝は北で約3度東に振れてお

り、1983年度調査の遺構は北で約0度24～44分束に振れている。これらは鎌倉時代に再建された
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蓮華王院本堂（現三十三間堂）の南北軸の振れ（約1度40分東）に近いことから、それに関連す

るものと考えられている。これらに比べると、本調査で検出した東西溝の軸線は東で北に約2度、

つまり北では西に約2度振れ、今までの調査例とは異なっており、法住寺殿に関連するものと考

えておきたい。

周辺地域は古くからの木造住宅が多く残っているところであり、老朽化に伴う建替え工事が増

加していくものと予想される。遺構面は地表面より0．3～0.7mの深さと比較的浅く、残存状況も

良好であるため、今後も綿密な調査が必要である。（尾藤・小桧山）

本書「調査一覧表」

上村和直・西大條哲「六波羅政庁跡｣『平成2年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財)京都市埋

蔵文化財研究所1994年

久世康博・上村和直「法住寺殿跡｣『昭和58年度京都市埋蔵文化財調査概要』（財)京都市埋蔵

１
２

註
註

註 3

文化財研究所1985年
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8下三栖遣跡(97TB63)

調査経過（図69）

伏見区横大路下三栖において、近畿地方建設

局による共同溝の工事が計画されたため調査を

実施した。当地は弥生時代から中世にかけての

下三栖遺跡および中世の平城である下三栖城跡

隣接地にあたる。

周辺では、同じ共同溝の調査を1993年度から

1996年度にかけて計3箇所で行っている。当地
註1

より南の1993年度の調査(93TB456)では、

弥生・古墳時代の流れ堆積の包含層を確認し、
註2

1996年度の調査(96TB183)では、古墳時代

の土師器、須恵器などが多量に出土した。特に

恥推

園隊噛_iu

輯 一
一

図69調査位置図(1:5,000)

の土師器、須恵器などが多量に出土した。特に土師器高杯の比率が高く、祭祀との関連が想定さ
註3

れた。同じく北の1996年度の調査では、奈良時代の竪穴住居、条里の溝、中世の屋敷地と、その

他に慶長の大地震に伴う噴砂を確認している。

今回の調査地は、1996年度の両調査の間の区間である。調査は1997年8月20日から9月24日の

期間に、重機掘削の進行に合わせ、主に断面観察を断続的に行った。

遺構（図版40,図70･71)

8月20日には、既に掘削工事は進行し調査区の南端と南半の西側は終了していた。

南北約61m、東西13m範囲で10箇所の調査を行った。検出した遺構は溝2条、土擴2基、落込

1基などである。

地表と仮定した水準点は調査区より西の三叉

路のマンホール中央部分で、標高11.33mであ

る。

NQ1地点の-3.34～6.54mは、すべて泥土層

と微砂層が互層となる流れ堆積である。

No2地点の-0.99～2.51mは、粘土層、泥土

層、微砂層が交互に堆積する。

NO3地点では、-1.63mまで盛土、その下に

|日耕作土がある。-2.6mの遺物包含層から平安

時代以降の瓦器、須恵器甕が出土した。-3.08

m以下は粘土と微砂の互層堆積である。

NQ4地点では、-1．38mまで盛土、-1.81mと

-1.95mで遺物包含層を確認した。上層からは

卿0．9

16

ー－－－-』
し鍾古

至工聖竺1コ

■■

図70調査地点位置図(1:2,000)
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平安時代後期の土師器､瓦器､下層からは古墳時代から奈良時代の土師器が出土した｡その他に-3.82

m以下の灰オリーブ色微砂層が、0.02～0.03mの幅で上層の粘土層に貫入して-1.93mまで上昇

しているのを確認した。それより上層は削平されていて不明であった。

NQ5･6地点では東西方向の溝（溝1)を約13mにわたって確認した。No5地点では、-2.28

mまで削平され、この面で溝1を検出した。残存する溝の規模は幅3.25m、深さ1.13mで、断面

は頂角の大きい逆三角形を呈する。埋土の第1層からは平安時代後期の遺物とともに室町時代前

期の土師器が、第2～9層からは平安時代後期の遺物が出土した。特に第2層からは多量の炭・

灰とともに完形に近い土師器、瓦器がまとまって出土した。No.6地点はNo.5地点から11.25m西

の地点で、-1.77mまで削平されており、溝1はこの面で検出した。残存する規模は幅2.2m、深

さ1.33mで、断面はU字形を呈する。この地点でも第1．2層からは平安時代後期の遺物ととも

No.5地点東壁 No.6地点西壁
20mN22m

20，

1N

22m

’削平
0mＳ

｜
Ⅲ津琴

－

11
0、、6

津曼f毒
1

窪む
ク

2
〃

毒、澪．

〃;511 11

重 蓼
ノ
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グ
グ

ノ
ヶ

／／

竜二毒77
12 12

圃溝’13 9 13

14
－－－一一一一 一－－－－－.■■■■け－－－一一一一一一一一一一 一一一一一一

1暗灰黄色砂泥（粘質）8暗オリーブ灰色砂泥（粘質）

2黒色泥土（炭・灰多い）9灰色砂泥（粘質）

3褐色砂泥（粘質）10褐色砂泥（粘質）

4灰色砂泥（微砂混）11にぶい黄褐色粘土

5黄灰色砂泥（粘質）12にぶい黄褐色粘土（微砂混）

6暗灰黄色砂泥（粘質）13にぶい黄褐色粘土

7灰色砂泥（微砂混）14暗灰黄色粘土

1灰色粘土

2オリーブ灰色泥土

3暗オリーブ灰色砂泥（粘質、微砂混）

4灰色泥土

5暗オリーブ灰色砂泥（粘質、微砂混）

6オリーブ灰色砂泥（粘質、微砂混）

7にぶい黄褐色砂泥

8にぶい黄褐色砂泥（粘質）

9黄褐色粘土

10オリーブ褐色粘土

11暗灰黄色粘土

12灰オリーブ色粘土

13灰色粘土

14暗オリーブ灰色微砂

]‐ノ、』.阜檗 q9批点西

)だ舅
職
、９

]鐵蕊ツZU

。皿

(微I

(微モ

5オリーブ黒色泥土（腐埴土混）

6灰色砂泥（粘質、微砂多い）

7灰色砂泥（粘質）

8 灰 色 泥土

9オリーブ灰色砂泥（粘質）

10灰オリーブ色砂泥（粘質）

11灰色砂泥（粘質）

12灰色砂泥（粘質）

13暗灰黄色粘土

16灰色粘土（21層混）

1 7 灰 色 粘土1灰黄褐色砂泥（粘質）8灰色粘土

18暗オリーブ色粘土（20層混）2オリーブ灰色粘土9暗オリーブ灰色粘土（微砂多い）

19褐色砂泥（粘質）3灰色砂泥（粘質）10灰色粘土（微砂混）

2 0 に ぶ い 黄褐色砂泥（粘質）4灰色砂泥（粘質）11灰色粘土（微砂混）

21にぶい黄褐色砂泥.(粘質、微砂混）5灰色泥土（微砂混）12にぶい黄褐色粘土（微砂混）

22にぶい黄褐色砂泥（粘質、微砂混）6オリーブ黒色砂泥（粘質）13オリーブ褐色粘土（微砂混）

23にぶい黄褐色粘土（微砂混）7灰色泥土14灰オリーブ色粘土

24にぶい黄褐色粘土

0 2m

（距離は調査区北端から）－

図71No5～7･9地点遺構断面図(1:50)
’

’

ll
l
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に中世の常滑陶器甕の口縁部が出土しており、NQ5地点の第1層とNQ6地点の第1．2層が対応

していると考える。またNQ4地点と同じく-2.82m以下の暗オリーブ灰色微砂層が、上層に貫入

して-1.8mまで上昇しているが、これより上は削平され不明であった。

NQ7～9地点では西北西から東北東方向に延びる溝（溝2)を約13.5mにわたって確認した。

NQ7地点は二段掘りきれており、観察断面は東西に0.75m離れた上段(A)と下段(B)に分か

れる。基本層序は-1.30mまで盛土で、その下に厚さ0.25mの旧耕土があり、以下は深いところ

で-2.3mまで湿地あるいは池状堆積層が続き、-2.14～3.46mまでは砂泥粘質層から粘土層とな

る。溝2は-2.14mの褐色砂泥粘質層を切って成立し、規模は幅2.4m以上、深さ1.31mで、断面

の形状は北肩が急で南肩は緩やかな傾斜面を呈する。第10層と第11層から古墳時代から奈良時代

の土器類が出土し、特にその境付近で多く出土した。

その他に溝2の北肩から0.8m北側で、土擴（土擴3)確認した。この地点は-2.16mまでが削

平されており、土擴は残存する規模が幅0.35m、深さ0.22mで断面U字形を呈する。埋土からは

古墳時代の須恵器が出土した。

NQ8地点はNQ7地点とNQ9地点の間であり、溝2の一部を確認した。

NQ9地点はNQ7地点から西北西へ約10.6mの地点で、-2.25mまでは削平されていた。この面

で検出した溝は残存する規模が幅2.37m、深さ1.52mで、断面の形状はNO7地点の溝2断面に類

似する。埋士の第2層と第5層はNQ7地点の第11･12層と同様の遺物の出土状況を示しており、

NQ7地点の第10．11層とNo9地点の第2･5層は対応すると考える。

NQ10地点は-2.35mまで削平されており、-2.75mで落込を確認した。埋土からは古墳時代から

平安時代の土師器、瓦器、須恵器が出土した。

遺物（図版41．42、図72～78）

遺物内容は古墳時代から中世の土器類であり、各遺構から遺物整理箱に9箱出土した。

溝I(No.5地点）出土遺物（図72)

土師器皿（｜～9）1～4は大型の皿で口径が15.0～16.4cm・口縁部外面を2段にヨコナデし、

口縁端部を上方に立ち上げる。5～9は小型の皿で口径が9.4～10.2cm｡6～8は口縁端部が内

弩気味に立ち上がり、9はわずかに外反する。

土師器脚付皿('0～'4）10．11はⅡ部で口径が17.0cmと16.7cm･口縁部外面を強く2段にヨコ

ナデし、端部は10は外反させ、11は丸くおさめる。12～14は貼付けの脚部で底径9.7～10.4cm。

12．14は脚が高く、13は低い。推定高は10．12が5.7cm、11･13が4.95cmである。

瓦器椀('5～'8）口径は15.1～15.8cm、器高は5.8～5.9cm｡17･18は口縁端部内面に明確な一

条の沈線をもつが、15．16は不明瞭である。すべて体部内外面にヘラミガキを施すが、内面は級

密で、外面はやや粗く3分割してミガキを施す。底部内面のヘラミガキは、16が螺旋状、15．17

が一定の幅で往復させるもので、17は輪花様の暗文の上に同じく往復させる。16は底部内面、17

は体部内面に、焼成後に「×」状の記号が鋭利な工具で刻まれている。同じ刻印のものが他にも

う1点ある。その他に博しがかかっていない破片もある。
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図72溝l出土土器実測図（1：4）

その他の遺物には、土師質の竈あるいは燭炉等の煮炊に関連する土器、すさ入り粘土塊がある。

9･14･15は5層、その他は2層から出土している。

溝2(No.7地点）出土遺物（図73･74)

土師器皿('9．20）底部は平坦で体部はゆるく内弩気味に立ち上がる。19は口縁部がかるく外

反し端部はやや肥厚し、20は外反の後内面に折り返す。19は底部外面にヘラケズリを施す。20は

口縁内面に粗い放射状暗文をもつ。

土師器杯(21～24）すべて底部外面にヘラケズリがある。21～23は口縁を外反させた後、端部

を内側に折り返す。22は口縁内面に放射状暗文をもつ。24は全体に器壁が厚く、平坦な底部から

口縁が内弩気味に丸く立ち上力:り、端部を丸くおさめる。

土師器椀(25）体部から口縁部にかけて内弩気味に立ち上力訂り、端部が強く外反する。

土師器甕(26～28）26は口径13.8cm、残存高10.1cmと小型で、球形の体部に口縁部はゆるやか

に外反し端部が内に肥厚する。外面は体部上半に縦方向、下半に斜め方向のハケメを施す。内面

は口縁部と体部中央に横方向のハケメを施す。27．28は口径が27.1cmと26.4cmである。体部は縦

長で、内外面にハケメ調整を施す。

須恵器杯蓋(29～31）すべて頂部を欠く。29は丸みのある高い天井部にわずかに下方に折れる

口縁部がつく。30は小型の蓋で器壁力雰厚い。天井部から口縁部まで直線的に伸びて端部を丸くお

さめる。内面の端部近くにかえり力罰つく。31は低くやや平坦な天井部に下方へ短く折れ曲力ぎる口

縁部がつく。
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須恵器杯(32～35）32．33はやや丸みをもつ底部から体部が斜め上方に直線的に立ち上がり、

端部は丸くおさめる。34．35はいずれも断面が四角形の短い高台がつき、高台脇からすぐ体部が

上方に直線的に伸び、口縁端部をわずかに外反させる。34は口縁部を欠く。

須恵器皿(36）平坦な底部から体部が外上方に直線的に立ち上がり、端部は丸くおさめる。内

面と体部外面に炭素力:黒く吸着する。

須恵器鉢(37）鉄鉢形で底部を欠くが先端が尖るものと思われる。口縁部は内弩し、端部は内

側に面をなす。

製塩土器(38～46）すべて口縁部の破片で、胎士や色調も一様ではない。口縁部径を計測し得

るものは38の一点のみで1lcmあり、他は断面の形状だけを図化した。38･39は外上方へ直に立ち

上がり、端部は丸くおさめる。40はやや内弩気味に立ち上がる。41は端部上面がやや面をなす。

42は内弩気味に立ち上力ぎり、端部の内側が肥厚する。43は端部上面が平坦な面をなす。44は端部

の上面と内面が平坦な面をなす。外面に指オサエの痕跡が残る。45．46は器壁が他と比べ薄く、

体部は口縁近くで肥厚し、端部を細く摘み上げておわる。外面に粘土紐巻き上げ痕が残る。

その他の出土遺物としては、須恵器甕・壷、溥や、この地点の排土からではある力罫底部外面に

｢三」と墨書した16世紀頃と思われる白磁皿などｶﾐある。

溝2(No.9地点）出土遺物（図75･76)

土師器甑(47）口径7.8cm、器高8.0cmの小型の壺でほぼ完形である。体部外面に部分的にヘラ

ケズリを施す。底部から体部下半にかけての外面に大きな黒斑がある。

土師器壺(48）体部から口縁部にかけての破片で、わずかに外反気味の口縁部から端部は直立

し、内側に凹線力罰つく。体部内外面は縦方向のハケメで、内面の頸部から下は縦方向のケズリを

施す。

須恵器杯蓋(49．50）49は天井部中央を欠く。低く平坦な天井部に屈曲する口縁部力欝つき、端

部は短く折る。口縁内面にかえりがつき、端部は鋭い。天井部に回転へラケズリを施す。50は天

井部を欠く。口縁端部を下方に短く折る。

須恵器杯(51～54）51は口径10.0cmと小型で、底部がやや丸みを帯びる。52も口径10.9cmと小

型で、底部力計平坦。53は口径12.6cmで、平坦な底部から口縁部が斜め上方へ直線的に伸び、端部

は丸くおさめる。54は平坦な底部に丸く内弩気味に立ち上がる体部がつく。高台は貼り付けで、

／T
／I

一

50

面
二二二了 7

53

『

fJ

仁＝二垂と5‘
0

55
20cm

56

図75溝2出土土器実測図2（1：4）
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短く外に開き端面力ざ外傾する。

須恵器壺(55．56）55は体部から上を欠く。平坦な底部から丸く体部が立ち上がる。高台は貼

りつけで大きく外へ開き、端部は外へ拡張し端面が外傾する。内外面とも自然釉が付着する。56

は高台部のみの破片。貼りつけ高台で大きく外へ開き、端部は外側を肥厚させながら内へ強く屈

曲し、鋭く突き出る。外面には自然釉力罰付着する。

埴輪(57～62）すべて各部分の破片である。57．58は口縁部。ハケメの後に端部外側に粘土を

貼り付け肥厚させている。外面は縦方向、内面は横方向のハケメの後に縦方向のハケメを施す。

59･60は体部。ハケメ後に断面台形のタガをつける。内外面とも縦方向のハケメを施す。61･62

は底部。すべて内外面ともヨコナデ。62は端部外面に横方向のハケメ調整がみられる。60．62は

形象埴輪の一部か。いずれも色調は暗赤褐色で硬く焼き締まっている。

その他の遺物には、須恵器甕・壺、溥、土馬がある。
I 63

土曠3(No.7地点）出土遺物（図77･78)1,,M|,0c"

須恵器杯蓋(63）平坦な天井部から下方に直立する口縁部がつき、端図77土擴3出土土器

部は内傾した面をもつ。天井部と口縁部の境目に稜がつ<｡TK-208型 実測図（1：4）

式に併行する。

上記の遺物の年代観は、1～18が12世紀前半代、19~

28．31～37．47．50．53～56が8世紀代、29が7世紀前

半代、30が7世紀後半代、48･49･51･52は7～8世紀

代に属する。

まとめ 図78土擴3出土土器（63）

今回の調査で検出した主たる遺構は溝2条である。

溝lは平安時代後期と、少し間をおいて再度、室町時代前期に利用されている。平安時代後期

の溝の第2層からは、炭・灰とともに土師器皿、瓦器椀が密集して出土しており、一括投棄のよ

/句、

－00



うな状況をうかがわせる。出土遺物から第2層と下層の第5層の間には若干の時期差がある。

溝2は古墳時代から奈良時代の遺物が出土しているが、溝が最終的に埋没したのは奈良時代後

半である。しかし古墳時代の遺物は混入したものと考えられるが、その他の各層からの出土遺物

には時期差がなく、この溝が短期間に埋没した様相を示している。また、製塩土器、円筒埴輪、

噂など特殊な用途力ざ考えられる遺物からは、多様な遺跡の存在が想定され、周辺の調査で解明を

待たれる部分が大きい。

条里の地割りとの関係については、当地は紀伊郡の条里でいえば四条にあたる。それぞれの溝

についてみると、溝1は推定の坪境から南へ約10mずれており、また溝2は方位力§地割りの方位

と異なっている。そのため、条里とは直接関連しないと考える。

今回も含めて下三栖遣跡の調査は共同溝関連だけである。いずれの調査でも出土した遺構は調

査区外への広がりを示しており、今後周辺の開発が活発化する前に、早急な遺跡の周知と範囲の

確定力望まれる。 （竜子）

｢調査一覧表｣『京都市内立会調査概報平成6年度』京都市文化市民局1995年

尾藤徳行・竜子正彦「下三栖遣跡(96TB183)｣『京都市内立会調査概報平成8年度』京都市文

註1’調査一覧表｣『京都市内立会調査概報平成6

註2尾藤徳行・竜子正彦「下三栖遣跡(96TB18f

化市民局1997年

註3平成8年度発掘調査(96FD-SS)、未報告。
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調査一覧表

I1997年1～3月期（平成8年度）

平安宮(HQ)

平安京左京(HL)
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遺跡 名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版
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司
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内
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豊
豐
豊
豊
朝
朝
朝
朝
大
宮
宮
右
刑

上・千本通一条下る西側西中筋町19-96.50

上・松屋町通中立売上る新白水丸町462-8

上・下長者町通七本松西入鳳瑞町255-31

上・御前通下立売上る三町目東入三助町

281-22

上．下長者町通土屋町西入二本松町16-2

上・裏門通下長者町下る坤高町86-9

上・出水通智恵光院西入田村備前町243-15

上．浄福寺通下立売下る西入中務町490

上・下立売通七本松西入西東町353-4

上・千本通出水下る十四軒町408-2

上・松屋町通出水下る一町目地先
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松

上
上
上
上
上
上
上
上
上
上
中・西ノ京左馬寮町21-17

中・壬生花井町～右・太秦一ノ井町JR

山陰本線（二条駅～花園駅）

中・西ノ京車坂町地内

中・聚楽廻西町188-54

中・聚楽廻西町地内

中・西ノ京内畑町22-18.22

中・聚楽廻中町地内

２
６
－
－

７
２
０
１
８
８

町
町

税
税

、
王
、
王

入
入

東
東

る
る

下
下

条
条

一
一
一
一

通
通

本
本

千
千

上
上

中・聚楽廻南町地内

中・聚楽廻中町49-20

上・日暮通丸太町下る南伊勢屋町759

上・竹屋町通智恵光院東入主税町地先

上．日暮通丸太町下る主税町1225

中・西ノ京右馬寮町1-8地先

中・西ノ京内畑町15-27

3/10

1/27

3/7

3/17.18

3/13

1/27

3/5．6

3/27.28

3/17

1/10･13

1/13.16

2/4

2/4

2/4

2/14

2/14

2/14

2/14

2/14

2/14

2/14

3/27.28

'96/12/20.25,

'97/4/7

2/21,3/6.7

2/14.19

2/18,3/5

2/18

2/28,3/5

2/6

2/10.18

2/17,3/11.12

3/10

1/14.16

2/3．18

2/17

2/27

2/27

掘削工事なし。

-0.75mで江戸の包含層（伏見人形、桟瓦)。

掘削工事なし。

-0.25mまで現代盛土。

巡回時、工事終了

-0.2mまで現代盛土。

-0.3mまで現代盛土。

-0.9mで褐色泥砂混礫層、無遺物層か。

-0.15mまで現代盛土。

-0.5mまで現代盛土。

-0.5mで暗褐色泥砂層、現代盛土か。
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●
●
●
●
●
●
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●
-0.3mまで現代盛土。

-1.3m以下、黄褐色砂礫の無遺物層。

-1.4m以下、黄褐色砂泥の無遺物層。

-0.45mまで現代盛土。

-1.15m以下、黄褐色砂泥の無遺物層。

-0.25mまで現代盛土。

-1.3mで旧耕作土。

-0.3mで炭を含む褐色砂泥層。

-0.3mまで現代盛土。

-0.56mで落込2．一方の落込から近世の遺物。

-0.1m以下、黄褐色粘質土の無遺物層。

-0.3mまで現代盛土。

-0.7mで近世の東西溝。-1.4m以下、にぶい黄

褐色微砂の無遺物層。

-0.25mまで現代盛土。

-0.55mで湿地堆積。-0.9m以下、灰白色砂泥

の無遺物層。

巡回時、工事終了。

HQ502

HQ426

HQ499

HQ519

HQ507

HQ425

HQ495

HQ533

HQ517

HQ402

HQ405

HQ432

HQ433

HQ434

HQ449

HQ450

HQ451

HQ452

HQ453

HQ454

HQ455

HQ534

HQ392

HQ469

HQ448

HQ462

HQ463

HQ484

HQ437

HQ443

HQ457

HQ501

HQ407

HQ429

HQ456

HQ483

HQ482

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

遺 跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

朱雀大路

北 辺三坊三町

中・二条駅土地区画整理事業内（その6）

他 地内

上．上長者町通室町西入元土御門町522

3/18･21.24～26,

4/1.4.7

2/24.26～28,

3/3

NQ1;-0.44mで時期不明の路面2｡-0.95m以

下、暗灰色粘土の無遺物層。NQ2;-1mまで

近世の土層､以下黄灰色粘土の無遺物層｡NQ6；

-1.15mで近世ほかの流れ堆積。NQ8;-0.8m

で整地層。

NQ1;-0.7mで室町の整地層。No2;-1.5m以

下、粘土の無遺物層。

HL520

HL472

２
３
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

北辺四坊八町

二条二坊九町

二条四坊十五町

三条一坊一町

三 条一坊一町

三条二坊十一町

三 条三坊七町

三条三坊九町

三条四坊七・八町

三条四坊十五町

四条一坊十二町

四条二坊十三町

四条二坊十三町

四条三坊八町

四条三坊十町

四条三坊十三町

四条四坊六町

五条一坊十一町

上・京都御苑内

上・椹木町通堀川東入西山崎町222他2筆

中・御幸町通竹屋町上る毘沙門町537-5

中・西ノ京北聖町

中・西ノ京北聖町62中京中学校

中．堀川通姉小路上る三坊堀川町59-1

中・衣棚通押小路下る下妙覚寺町185,187,

189

中・烏丸通二条下る秋野々町514-1

中・堺町通（二条通～御池通）地内

中・御幸町通御池上る亀屋町391他3筆

中・壬生坊城町16

下・四条通油小路東入傘鉾町42,42-1.38,

40-1

下．四条通西洞院西入傘鉾町54

中・室町通三条下る烏帽子屋町482,484

中・蛸薬師通烏丸西入橋弁慶町235

中・東洞院通四条上る坂東屋町664

中・柳馬場通蛸薬師下る十文字町440,442,

443

中・壬生相合町～下・仏光寺通大宮西入坊

門町地先

3/4～7.10～14

3/4～6

2/24.26～28,3/3

1/21

3/27

3/12.13

2/12～14.26～

28,3/3.4

3/11･12･21

3/31,4/1･2．4．

7．8．10．14．15

1/16･17

3/26.27,4/1

2/14.17.19

3/21

'96/12/6.9.10,

'97/1/8

3/3

1/17

1/14.16.17,2/4

2/25.27,3/3．6．

7．10

NQ1;-0.45m以下、江戸の包含層10(和同開

珈。No2;-1.12mで室町の包含層（土師器)。

NQ3;-0.7mで江戸中期の固く締まった土層、

礫・漆喰多く含む。NQ5 -0.9m以下、近世の

焼土層（土師器、青磁、瓦)｡N06･7;-0.45

mで石垣､南北方向の築地の基礎か｡NQ8;-0.34

mで江戸の焼瓦層(染付、軒瓦、焼土)。－1．24

m以下、暗褐色砂礫の無遺物層。NO10;-0.65

m以下で江戸中期の包含層。

NQ1;-0.85mで室町の落込。-0.98m以下、黄

褐色粘土の無遺物層。NQ2 -0.84m以下、流

れ堆積。NQ3;-0.75mで桃山の土擴。NQ4；‐

1.1mで鎌倉～室町の落込。NQ5

含層

-1.53mまで近世の包含層。

-0.67mで包

-1.2m以下、黄灰色砂礫の無遺物層。

巡回時、工事終了。

NQ1;-1.22m以下、粗砂・砂礫の無遺物層。

NQ2;-1m以下、室町以降の流路堆積。-1．6

m以下、粗砂礫の無遺物層。

NQ1;-1.49mで中世の柱穴。-1.6mで鎌倉前

期後半の落込み。NQ2;-1.64mで江戸初頭の

土猫。下層には完形の土師器多量。No3～5

-2.13mで室町後期後半～江戸前期の池の西肩。

東隣地へ続く。竜池にあたる。本文3ページ。

Nol;-0.9mで幕末ころの焼土層、-1.3mで南

面する石垣。NQ2;-0.97mで近世の黄灰色粗

砂、洪水層か。

-0.9mまでに8面以上の高倉小路路面及び整地

層｡Nol;-1.3m以下､湿地状堆積｡No2;-1.04

mで褐色砂泥の無遺物層を切って落込(NQ5で

も確認)｡No3 -0.96mで平安後期の土塘。NQ

4;-0.9mで鎌倉の包含層。NQ5;-0.9m以下、

平安前期・鎌倉後期の包含層各1。

東京極大路の路面と側溝を確認。NQ1;-1.08

m以下､近世の包含層、時期不明の路面2．－1．9

m以下、流れ堆積。NO2;-1.6m以下、路面2。

No3;-2.32mで平安後期の南北溝（西側溝)。

NO1;-1.45mで平安末期～鎌倉の土擴、土師

器多量。No3;-1.07mで平安中期のピット

底部に多量の土師器。No4;-1.35mで時期不

明の落込。-1.40mで平安～室町の東西溝。

-0.62m以下、室町の包含層・土溌、平安前期

の包含層。-1.49m以下、暗褐色粘土の無遺物

層

-1.85m以下、流れ堆積か。

NO1;-1.38m以下､近世の包含層｡No2;-1.86

mで江戸初期の方形土塘。NO3;-1.56m以下、

微砂・砂礫の無遺物層。本文10ページ。

-0.95m以下、室町の包含層。

-0.55mまで現代盛土。

NQ1;-0.67m以下、近世以降の整地層。-1.08

m以下、近世の流れ堆積。NQ2;-1.57mで黄

褐色砂礫の無遺物層、これを切って近世の土壌。

NQ3;-2.26mで近世の井戸。

NQl;-0.45mで近世の包含層。NQ2；-1.15m

以下、黄褐色砂礫の無遺物層。NQ5;-0.32m

以下、中世～近世の包含層。

HL492

HL493

HL473

HL419

HL535

HL509

HL444

HL508

HL536

HL411

HL529

HL447

HL521

HL374

HL490

HL413

HL410

HL476
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平安京右京(HR)

－67－

遺 跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NC 図版

五条三坊五町

五条四坊十二町

五条四坊十五町

六条三坊十三町

六条三坊十三町

六条三坊十四町

七条一坊六町

七条三坊十四町

七条三坊十四町

七条三坊十四町

七条三坊十四町

八条一坊一町

町
町
町

三
五
三十

坊
坊
坊

一
一
一
一

条
条
条

八
八
八

八条二坊十四町

八条三坊十二町

八条四坊十一町

九条 二坊九町

下・松原通新町東入中野之町179

下・松原通富小路東入松原中之町488、富

小路通高辻下る恵美須屋町197

下・寺町通綾小路下る中之町562,563

下・不明門通五条下る二丁目下平野町491

下・六条通不明門東入仏具屋町167,168

下・東洞院通五条下る二丁目福島町505,

507

下・夷馬場町22

下・不明門通上数珠屋町下る上数珠屋町～

桜木 町 地 先

下・烏丸通東側（上数珠屋町～七条通他）

地内

下・桜木町～上数珠屋町地先

下・烏丸通（東本願寺前他）

下・観喜寺町他

下・観喜寺町3他

南・八条町509-2

南・西九条北ノ内町41-3他17筆

下・油小路通塩小路下る東塩小路町

下・東塩小路釜殿町他

下・東七条上ノ町15～西ノ町197

南・西九条池ノ内町58

'96/12/18.20,

'97/2/4.20

3/28,4/1．2．4．

7.8

3/24～26

1/24

3/3

3/13.17.18

3/14.19.21

'96/10/16.17.

31,'97/2/5

'96/10/16･24,

12/4.9.11.12,

'97/1/8.14,2/5

'96/10/30,12/6，

'97/1/8.16,2/5

2/5.12.21,3/17

1/7

2/6

1/17

3/7.10.18

2/10

1/20

3/26.27,4/1

3/6．7．10

-1.53mまで明確な遺構検出できず。

N01･6;五条大路北築地の内溝の北肩。NQ1

では標高34mで幅1.85m以上、深さ0.75m、鎌

倉後期の整地層を切る。NQ6では標高38.68m

で幅1.3m以上、深さ0.3m以上、平安後期～鎌

倉前期。NO2;標高33.6mで平安後期の整地層‘

-1.29mで包含層（土師器・瓦器)。

巡回時、工事終了。

-0.3mで砂礫・砂泥の互層による近世の整地層。

-0.69m以下で路面7，平安前期の落込、平安

後期の土擴。本文13ページ。

NQ1;-0.39mで近世の落込。-1.74m以下、に

ぶい黄褐色細砂の無遺物層。NQ2;-2.26m以

下、流れ堆積および池状堆積。NQ3;-1.32m

で中世の包含層。

NO1;-0.67m以下、淡黄灰色粗砂の無遺物層。

NQ2;-0.57mで整地層。-0.66m以下、黄褐色

細砂の無遺物層。

Nol;-0.45mで近世の焼け瓦出土。-1.10mで

鎌倉の包含層（土師器)｡No2 -0.45mで近世

以降の路面。NQ3;-1.30mで近世の包含層。

Nol;-0．27m以下で路面5，近世の土塘・包

含層。NQ2;-0.93m以下、中世・近世の包含

層。NQ3;-1.15m以下、平安後期・室町の包

含層。NO4;-0.34m以下、路面整地層12,包

含層

NQ1;-0.83mで近世の包含層。-0.92m以下、

路面3．－1．16m以下も路面か｡N02．3;-0.41

mで1～2段の石垣、以下近世の包含層3．

-1.21mで近世の包含層。

-1.45mで包含層。-1.55m以下、黄灰色粗砂の

無漬物層。

-0.9mまで現代盛土。

-1.4m以下、灰黄褐色粗砂礫の無遺物層。

-1.28mで耕土層。-1.42m以下、近世の遺物を

含む流れ堆積（土師器、陶器、赤絵、瓦）

-0.5mまで現代盛土。

-1m以下、流れ堆積。

-1.6m以下、流れ堆積。

-1.2mで平安前期の氾濫堆積（土師器、須恵器、

黒色土器)。

HL388

HL532

HL526

HL420

HL491

HL506

HL515

HL295

HL296

HL322

HL436

HL397

HL440

HL415

HL498

HL441

HL416

HL528

HL497
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

一条四坊十三町

一条四坊十三町

二条二坊一町

二条二坊八町

二条二坊十一町

二条二坊十二町

右・太秦安井小山町地内

右・花園伊町地先

中・西ノ京上平町地内

中・西ノ京上平町地内

中・西ノ京上合町37～39

中・西ノ京南上合町103

1/30,2/5･12･

14．21

3/5．19

2/19.20.27

2/19.27

1/13.23

1/31

中御門大路と西京極大路の交差点部にあたるが、

北側で検出した西京極大路西側溝の整地層がこ

の地点では検出されず、西側の発掘調査で検出

した法金剛院の門の地業がこの地点まで続くこ

とを確認。

-0.2m以下、平安後期の整地層。

-1.08m以下、黒色粘土の無遺物層。

-0.5m以下、褐色砂礫層、現代盛土か。

-1.7mまで現代盛土。

-0.48m以下、中世の包含層3(土師器、瓦器）

-0.92m以下、平安中期の遺物を含む湿地状堆

積（土師器、須恵器、緑釉陶器、瓦）

HR431

HR500

HR467

HR466

HR406

HR423

８
８
９
９
９
９



洛北地区(RH)

太秦地区(UZ)

－68－

遺 跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

三条二坊十五町

三条二坊十六町

三条四坊十五町

四条一坊九町

四条二坊十二町

四条二坊十二町

四条四坊八町

五条二坊十一町

五条三坊十六町

五条四坊十六町

六条一坊十三町

六条二坊十一町

六条四坊四町

六条四坊十六町

七条二坊十四町

九 条一坊十町

九条三坊十町

中・御池通北側（西小路通～西大路通）

中・西ノ京東中合町2

右・太秦安井西沢町～太秦安井一町田町

中・壬生明神町1－54

右・西院東淳和院町36,37,35-5.2.8

右・西院東淳和院町5-4他

右・山ノ内中畑町12-2,24-1.2

右・西院平町6-1.2.4,7-1

右・西院日照町1

《
ｕ
Ｊ
巨
Ｊ

、
宝
』
●

９
４
４
今

（
ｘ
Ｕ
一

旬
垂
』
１
４

町
町

川
田

貝
粟

東
寺

院
堂

西
中

右
下

右・西院南高田町3

右・西院六反田町他地内

右・西院西田町他地内

下・西七条名倉町～西七条比輪田町地先

南・唐橋門脇町35八条中学校

南．吉祥院西ノ庄西中町46

1/27,2/18.19.

27,3/3.5～7．

17.19.21

1/7．8

'96/10/28,11／

18,'97/1/14,2/27

2/25

2/5

2/21.24～26

1/14.17

3/19

2/10,3/17

2/17.18

1/31,2/3．13

3/14

3/11～5/7

2/6.7.12.13.18

~20･27･28,3/

3.4.6.7

3/11～14.21.

26.27

2/17.18

1/8．13

NQ2;-0.75mで包含層。-1.10m以下、黄褐色

砂泥の無遺物層。NQ3;-1.22m以下、炭を含

む黄褐色砂泥。NQ4;-1.22mで室町の落込。

NQ6;-1.05m以下、河川堆積。NQ8;-1.3m

以下、湿地状堆積。

-0.8mで灰黄褐色泥砂、無遺物層か。

ワ
“
冗
○

０
Ｑ
Ｎ
Ｎ

-2.2m以下、灰黄褐色砂泥の無遺物層。

-2.3m以下、黄褐色砂礫の無遺物層。

-0.98m以下、近世の包含層。

-0.6mで近世の包含層。-1.2m以下、黄灰色砂

泥の無漬物層。

西堀川小路の西側築地の整地層を検出。築地の

西側で瓦を多量に含む層。西堀川小路の西側溝、

御土居の壕検出。本文19ページ。

-0.3mまで現代盛土。

掘削工事なし。

-0.93mで近世の包含層。

-0.35mまで現代盛土。

-0.8mまで現代盛土。

-0.3m以下、黄褐色粗砂の無遺物層。

NQ3;-0.8m以下、淡黄灰色砂泥の無遺物層。

NQ12;-1.3mで包含層（土師器片)｡NQ13;-1.

15mで包含層（土師器片)｡NQ14;-0.58mで包

含層（土師器、須恵器)｡NQ15;-0.72mで灰色

粘土層（弥生～庄内の土器片)。

NQ2;-1.1m以下、湿地状堆積。-1.4m以下、

黄灰色砂泥の無遺物層。NQ3;-1.28m以下、

湿地状堆積。NQ7．9～12;-0.8～1.2m以下、

氾濫堆積。NQ8;-1.15m以下、湿地状堆積。
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須恵器、黒色十器、瓦)｡No3;-0.65mでNQ2

と同一層。-0.88m以下、湿地状堆積。NQ4；

-0.55mで包含層｡NQ5;-0.47mで落込｡NQ6；

-0.52m以下、明黄褐色砂泥の無遺物層。

-0.7mで包含層（土師器)｡-0.95m以下、灰色

砂泥の無遺物層。

-0.67mで流路堆積。-1.27m以下、黄灰色砂泥

の無遺物層。
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遺跡 名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

植物園北遺跡

植物園北遺跡

元 稲荷窯跡

北・上賀茂畔勝町25

左・下鴨南茶ノ木町18-1

左・岩倉幡枝町730-4.6

3/13.14.17

3/25.26

1/27.28

-0.98m以下、黄灰色砂泥の無遺物層。

-0.3mまで現代盛土。

-1m以下、黄褐色砂泥の無遺物層。(96年度発

掘調査地）

RH511

RH527

RH421

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

仁和寺院家跡

西野町遺跡

右・常盤一ノ井町3-1

右・太秦御所ノ内町2

1/31

2/12

-2.4m以下、旧耕土層。

-0.75m以下、包含層。西高瀬川に関連する堆

積層か。

UZ428

UZ445



北白川地区(KS)

南・桂地区(MK)

－69－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

北白川廃寺

京 都大学

総合人間学部

構内遺跡

京都 大学病院

構 内遺跡

岡崎遺跡・法勝寺跡

岡崎遺跡・
尊勝寺跡．
延勝寺跡

岡崎遺跡・最勝寺跡

岡崎遺跡・延勝寺跡

岡崎 遺跡．

得長寿院跡

左・北白川大堂町21

左・吉田本町～吉田卜大路町地先

左・東大路通（近衞通～春日北通）

左・冷泉通(岡崎南御所町～岡崎天王町他）

地内

左・岡崎最勝寺町、成勝寺町地先

左・冷泉通（神宮道および岡崎道との交差

点）

左・北門前町486

左・岡崎徳成町11-5.6

3/3.4

1/20,2/7･10

'96/8/21～'97／

2/19

3/27～5/13

'96/12/12,'97／

2/21

2/24～26

3/6

3/19.24

NQ1;-0.96mで瓦片。NO2;-0.75mで平安後

期の包含層（土師器)｡NQ3;-0.53mで瓦片。

後世の土層に混入。NQ4;-0.6mで中世の包含

層。-0.77m以下、整地層2｡-0.86mで中世以

前の包含層（瓦)。

NQ1;-0.41mで整地層3、うち第2層は近世。

NQ2;-0.31m以下、時期不明の路面3，包含

層3｡-0.78m以下、無遺物層。NQ3;-0.58m

で包含層、-0.86mで土塘。地震による断層。

縄文後期、平安後期・末期、鎌倉の包含層、落

込、土塘検出（縄文後期の深鉢片など)。平安

後期から鎌倉の遺構が顕著に残る｡-0.66～1.28

mで無遺物層。

NQ7;-0.51mまで路面6｡-0．8m以下、灰黄

色砂の無遺物層。NQ10;-0.42mまでに路面8

~10｡-0.65mで平安後期の包含層（土師器)。

-1m以下、湿地堆積、-1.28m以下、流れ堆積。

-1.6mまで現代盛土。

No1;-0.9mで平安後期の土擴2｡NQ3;-0.7

2mで平安後期～鎌倉の瓦溜り。NQ4;-0.86m

で土擴1．いずれも最勝寺に関連する遺構か。

NQ2･5;-0.65m以下無遺物層。

-0.48mまで現代盛土。

-0.97mで平安後期の包含層、これを切って平

安後期の土擴2（土師器、白磁、瓦)。-1.1m

以下、黄褐色微砂・砂泥の無遺物層。

KS489

KS414

KS215

KS530

KS380

KS471

KS496

KS516

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

中久世 遺 跡

大藪遺跡

大 薮遺跡

松室遺跡

法華山寺跡

南春日町遺跡

南 春日町遺跡

南・久世殿城町223,224

南・久世殿城町

南・久世殿城町520-1

西・松室北河原町55-3.4

西・御陵峰ヶ堂

西・大原野南春日町、灰方町

西・大原野南春日町地内

2/25.26

1/30.31,2/3．5

～7,3/3.7.28.

31,4/2

3/21.24

'96/6/10,'97/4/4

3/3.5～7．12

'96/10/25～30,

11/26,'97/1/20

'96/12/06,'97/

1/10･16･17,2/5

～7.10.12.13

-0.53mで平安の土塘3｡-0．6m以下、にぶい

黄褐色粘土の無遺物層。

-0.5mで黄灰色粘土の無遺物層、これを切って

中世の溝。NQ1;-0.4mで黄褐色粘土の無遺物

層、これを切って柱穴、焼土混入の土擴。NQ2

~5;-0.2m以下、無遺物層。NQ6･7;-0．2

5mで無遺物層、これを切って弥生～古墳の溝。

NQ1;-0.43mで落込。NQ2;-0.45mで幅2.5

m以上、深さ0.4mの溝。NQ1の落込はNQ2の

溝の一部で、南西方向の溝。

-0.6mまで現代盛土。

-1.2m以下、黄褐色泥砂の無遺物層。

奈良時代の建物跡、平安・鎌倉時代の建物跡を

重複して検出。本文52ページ。

NQ4;-1.8m以下、黄褐色砂礫混粘質土の無遺

物層。NQ9;-0.9m以下、黄褐色粘質土の無遺

物層。NQ12;-1.6m以下、溝あるいは湿地状堆

積。NQ19～20;-1m以下、北西から南東の旧

流路堆積。北NQ3;-0.7m以下、黄褐色砂の無

遺物層。北NQ4;-0.7m以下、溝または湿地状

堆積。

MK475

MK403

MK525

５
５
２

０
８
１

１
４
３

Ｋ
Ｋ
Ｋ

Ｍ
Ｍ
Ｍ

MK366



洛東地区(RT)

烏羽地区(TB)

－70－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

六波羅政庁跡

法住寺殿跡

法住寺殿跡

六波羅政庁跡

安朱遺跡

山科本願寺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遣跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

東・本町一丁目52

東・池田町527－橋小学校

東・塗師屋町592-2

山・御陵鳥ノ向町2

山・西野阿芸沢町1-5

４
５
－
－

６
６
７
７
２
２

町
町

野
野

栖
栖

栗
栗

西
西

寺
寺

修
修

勧
勧

山
山

山・勧修寺西金ケ崎394,395,400

山・勧修寺西栗栖野町101

山・栗栖野打越町35-1,40-3、勧修寺東栗

栖野町1-3

山・栗栖野打越町33

山・栗栖野打越町34-1,35-1、勧修寺東栗

栖野町1-3

山・椥辻番所ケロ町172-8

山・椥辻番所ケロ町172-6.15

2/28

1/13,3/25.26

4/4.9

3/14.19

3/12

1/21

1/7

1/7

1/27

2/5

6/19.23

2/24.26

2/26.27

3/5.6.10

3/21

3/21

-0.27mで近世以降の包含層。

NQ1;-1.58mで古墳の包含層。-1.83m以下、

灰オリーブ色粘土の無遺物層。NQ3 -1.15m

で整地層。NQ5;-1.02m以下、明黄褐色砂泥

の無遺物層。

-0.47mで灰褐色粘土の無遺物層、これを切つ

て平安後期～末期の遺物を含む東西溝、平安後

期の土擴、鎌倉後期の土塘。本文54ページ。

-0.04mで近世の大きな落込の北肩、深さ1.26m。

-0.8mまで現代盛土。．

-0.2mまで現代盛土。

巡回時、工事終了

-0.3mまで現代盛土。

-0.1mまで現代盛土。

-0.52m以下、褐色砂泥粘質の無遺物層。

Nol;-1.75mで等間隔で南北に並ぶ東西方向

の土擴4．幅0.97～1.12m、深さ0.45～0.49m

の逆台形で褐黄褐色粘土の無遺物層に切り込む。

NQ2;NQ1と同様の土擴。輻4.6～6.1m、深さ

0.53～0.63mで北が浅く、南が深くなる。いず

れも現代か。

-0.65m以下、黄褐色粘土の無遺物層。

-0.2m以下、現代耕作土層。

-0.2m以下、現代耕作土層。

６
４
８
０
４
４

Ｔ
Ｔ

Ｒ
Ｒ

RT512

RT510

RT417

RT399

RT400

RT422

RT435

RT474

RT478

RT494

RT523

RT524

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

上鳥 羽遺 跡

西飯食町遺跡

烏 羽 離 宮 跡

鳥 羽 離 宮 跡

鳥 羽 離 宮 跡

鳥羽 離 宮 跡

鳥 羽 離 宮 跡

烏羽離宮跡

烏羽 離 宮 跡

下 三栖 城跡

下三 栖遺 跡

南・上鳥羽鴨田．

伏・深草飯食町839-1

伏・竹田内畑町19－1

伏・竹田桶ノ井町66-8

伏・竹田踞川町66,66-1

伏・中島宮ノ前町（7-2,8-3,9-1,28-2,29-

5 48）の一部、中島御所ノ内町（11,

11-1,12）の一部

伏・竹田内畑町地先

伏・竹田内畑町290-3,293-1、浄菩提院町

46-3の一部

伏・竹田内畑町290-3,293-1、浄菩提院町

46-3の一部

伏・横大路下三栖梶原町、辻堂町、池田屋

敷町飛地、城ノ前町地先

伏・下三栖辻堂町

2/19.21,3/10･

18,4/2,5/12~

16.19.21,9/29

2/28

2/3

2/13

2/18

3/5

2/4

3/31

3/31

'96/12/9～12,

'97/1/8.13.14,

2/4

'96/12/20.24.

26,'97/1/9．10

NQ1；-0.57m～1.08m以下、湿地堆積、流れ

堆積｡NQ2;-0.2mで近世の包含層｡No4;-1．4

mで湿地堆積。NQ6

で近世の包含層。

-0.14で旧路面、-0.3m

-0.45mで包含層（土師器片)。

-0.1mまで現代盛土。

-1.17m以下、湿地堆積。

-1.63m以下、湿地状堆積。

-0.15m以下、砂泥粘質層3。

巡回時、工事終了。

掘削工事なし。

掘削工事なし。

Nul;-0.77m以下、流れ堆積。-1.1m以下、

湿地堆積。NQ2;-0.34mで古墳の包含層2．

NQ5;-0.5m以下、中世の包含層（土師器片)。

NQ1;-1.5mで灰色砂礫層。以下、砂礫・砂層

の互層の河川堆積。NQ2;-1mで中世の包含

層。-1.22mで東西方向の堀状遺構、柱穴、

土擴状遺構｡-1.4mで奈良の包含層｡NQ3;-1.2

mで灰色泥土、-1.5mで淡黄褐色砂泥（遺物少

量)｡NQ4．5;NO2の中世遺構の続きを確認。

TB468

TB481

TB430

TB446

TB460

TB488

TB505

TB537

TB538

TB376

TB393



伏見・醍醐地区(FD)

長岡京地区(NG)

－71－

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

醍醐廃寺

伏見城跡

伏見城跡

伏 見城跡

伏見城跡

伏 見城跡

伏 見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏 見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏・醍醐高畑町他地内

伏・桃山筒井伊賀東町～桃山羽柴長吉東町

地内

伏・桃山水野左近西町地先

伏・深草大亀谷万帖敷町369-1

伏・桃山福島太夫西町～桃山毛利長門西町

地内

伏・深草中ノ島町～桃山町丹下地内

伏・桃山町丹下1-8

伏・桃山筑前台町11,9-2

４
５
８
８

町
町

信
信

安
安

東
東

谷
谷

亀
亀

大
大

草
草

深
深

伏
伏

伏・深草大亀谷万帖敷町443-1.8.9.10

伏・京町六丁目67-1

伏・鷹匠町19-1,36-3、紺屋町196-13

伏・深草中ノ島町～桃山町丹下地内

2/21,3/17.18.

26～28

'96/11/20～29,

12/4.6.10,'97／

1/8.13.17,2/4

'96/12/4.6.9～

11,'97/3/17～

24

1/8,2/4.12～17

1/14,2/4～27

1/21,2/5～21

2/18

2/19

2/26

2/26

2/28

3/14.17

3/27

2/13

NO2;-0.2m以下、灰白色粗砂の無遺物層、火

山灰層。NQ5;-0.51mで無遺物層、これを切

って落込。

NO1;-1.05mで近世の包含層、-1.38mで落込。

NQ2;-0.28m以下、整地層5｡-0.7m以下、

明褐色細砂の無遺物層。NQ4;-0.22mで路面、

-0.5mで整地層。NQ5;-0.7～1.2mで瓦・炭

を含む包含層。-1.38m以下、粘土の無遺物層

を切って東への落込。NQ8;-0.59mで桃山～

江戸の包含層。NQ9;-0.3mで桃山の金箔瓦。

NO11;-0.68mで桃山の包含層。

NQ8;-0.75mで黒褐色砂泥層（土師器小片)。

NO9;-0.88mで黒褐色泥砂層（瓦片)。全ての

地点で無漬物層は未確認。

NO1;-0.17m以下、整地層。-0.87m以下、榿

色砂礫の無遺物層。No4;地表面で落込、埋土

は粘土層。

NQ2;-0.65m以下、褐色粘土の無遺物層。NQ

3;-0.7m以下、整地層3．以下は明褐色粘土

の無遺物層。NQ4;-1.15m以下、整地層2．

No5;-0.32～0.96mで包含層2．

-0.2m以下、黄褐色粘土の無遺物層。

-0.88～1.2mで整地層3．

地表面下すべて微砂～細砂の無遺物層。

-0.3mまで現代盛土。

-0.3mまで現代盛土。

-0.3mまで現代盛土か。

-0.3mまで現代盛土。

-0.51mで近世以降の包含層。

東西方向の落込の北肩部、東西6.2m以上、南

北4.2m以上。伏見城関連の堀か。

FD465

FD351

FD368

FD398

FD409

FD418

FD461

FD464

FD479

FD480

FD487

FD513

FD531

FD540

遺 跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

長岡京跡

長 岡京跡

長岡 京 跡

長岡京跡

伏・桂川河川敷（羽束師古川町～淀大下津

町地先）

西・大原野上里南ノ町331-1～282-4

伏・羽束師古川町328

伏．淀樋爪町158-1

'96/8/20,10/

21,'97/2/10

1/16,3/13.19

3/17～19.21.27

3/28

NO3;-0.9m以下、河川堆積。-1.6m以下、暗

青灰色シルトの無遺物層。No4;-1mで江戸

の遺構面。

Nol;-2.1m以下、黄褐色砂泥層の無遺物層。

N02．3;-1.25m以下、褐色砂礫層、氾濫堆

積か。

-1.36～1.73mで氾濫状堆積3，下層で黒色土

器。以下、湿地状堆積。

掘削工事なし。

NG207

NG412

NG518

NG539
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遺跡 名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

蔵
蔵
蔵
蔵
蔵
寮
寮
寮
寮
府
府
寮
寮
原
原
原
原
寮
寮
寮
府
司
司
裏
司
司
院
院
府
院
司
寮
院
院
院
院
院
院
院
院
院

衛
衛
松
松
松
松
衛
曹
曹
衛

殿
殿
殿
殿
書
書
殿
殿
殿
膳
膳
言
和
雅
酒
馬
楽
楽
楽
楽
楽
楽
堂
堂
堂

兵
近
の
の
の
の
近
御
御
兵

大
大
大
大
大
主
主
主
主
右
右
図
図
宴
宴
宴
宴
縫
縫
縫
左
職
職
内
内
内
真
中
左
東
造
左
豊
豊
豊
豊
豊
豊
朝
朝
朝

上・中立売通六軒町西入る三軒町65-34

４
１
－
－

８
８
０
０
１
１

町
町

番
番

四
四

入
入

西
西

町
町

軒
軒

一
ハ
ー
ハ

道
道

街
街

寺
寺

和
和

仁
仁

上
上

上・仁和寺街道六軒町西入四番町108-1の

一部

上・七本松通一条下る三軒町66-4

上・裏門通一条下る今新在家町200-1

上・中立売通裏門東入多門町455-13

上・中立売通日暮東入新白水丸町462-92

上・中立売通千本東入丹波屋町地先

上・下立売通御前東入西東町335

上．下長者町通七本松西入鳳瑞町257-5

上・御前通下立売上る三丁目東入三助町

28-2

４
５
２
３
５
８

町
町

鵬
燃

入
る

西
下

町
町

者
者

長
長

下
下

通
通

椛
棚

七
六

上
上

上・六軒町通下長者町下る西入利生町294

中．聚楽廻西町166

上．七本松通出水上る西入三番町274

上・下長者町通裏門西入坤高町75-6の一部

上・下長者町通裏門西入坤高町75-6の一部

上・下長者町通裏門西入坤高町75-6の一部

上・下長者町通智恵光院東入西辰巳町112-

16

上・裏門通出水上る白銀町246-1

上・出水通智恵光院西入田村備前町221

上・出水通智恵光院西入田村備前町236-1

上・下長者町通千本西入375-4

上・千本通出水下る十四軒町393-3

上・下立売通六軒町西入長門町433

上・千本通出水下る十四軒町403

上・松屋町通下立売上る一丁目621

上・日暮通下立売下る櫛笥町706

中・聚楽廻松下町12-43

中・西ノ京左馬寮町7-33

中・聚楽廻西町127-5

中・聚楽廻西町127-1

中・聚楽廻西町188-39

中・聚楽廻松下町1-9

中・聚楽廻西町142-4

中・聚楽廻中町42

中・聚楽廻西町49-21

上・竹屋町通千本東入主税町1159

中・聚楽廻東町20-11

5/1．2

5/1

5/1

5/1

5/30,6/2

7/7

11/4

11/10

11/25

6/17.18

11/17

8/11

8/21.22

6/11.23.26

8/11

10/28

11/25

7/7

7/29

10/8

5/28～30,6/2

4/9

5/7

8/11

5/21.22

11/4．5

4/16～18

4/9.10

9/9．11

5/6

10/28

10/27

4/7～9,5/1,9／

18.19

5/2．6．7

5/26

6/3～5

6/11

6/17

4/28

6/3．4

6/30

NO1;-0.4mで江戸の整地層。NQ2;-0.73m以下、

褐色粘土の無遺物層。NO3;-0.8mで土塘2。

-0.2mまで現代盛土。

-0.2mまで現代盛土。

-0.2mまで現代盛土。

地表面下、黒ボク層。

-0.1mまで現代盛土。

-0.2mまで現代盛土。

-0.23mまで現代盛土。

夜間工事のため、調査せず

+0.16mで須恵器甕腹など出土。-0.32m以下、

黒褐色粗砂の無遺物層。

-0.11m以下、暗オリーブ色砂泥の無遺物層。

-0.1mまで現代盛土。

-0.4mまで現代盛土。

-0.4mまで現代盛土。

巡回時、工事終了。

-0.35m以下、明黄褐色砂泥粘質の無遺物層。

巡回時、工事終了。

-0.2mまで現代盛土。

巡回時、工事終了。

-0.15mまで現代盛土。

NQ1;-1mで鎌倉の包含層。NQ2;±Om以

下、整地層8．

-0.40mまで現代盛土。

掘削工事なし。

巡回時、工事終了。

-0.4mまで現代盛土。

-0.74m以下、褐色泥砂の無遺物層。

-0.3～0.58mで近世以降の整地層7．

-0.94mで整地層。

-0.15mまで現代盛土。

-0.16mまで現代盛土。

-0.6mまで現代盛土。

-0.25mまで現代盛土。

-0.15mで堅く締まった土層。

-0.08mで、敷地全体に版築状の整地層、堆積

状況から豊楽院の遺構に関連する整地土か。

-0.36m以下、褐色粘土の無遺物層。敷地南端

で凝灰岩片が出土。

-0.35mまで現代盛土。

-1mまで遺構・遺物検出できず。

-0.42m以下、褐色粘土の無遺物層。排土より

須恵器、陶器、瓦

NQ1;-0.27mで平安前期の包含層（土師器、

瓦、凝灰岩片)｡-0.41m以下、黄褐色砂泥の無

遺物層。NQ2;-0.11mでNQ1と同様の平安前

期の包含層。栖霞楼の北側にあたり、建物の瓦

が落ちたものを整地した跡か。

-0.25mまで現代盛土。

-0.4mまで現代盛土。

掘削工事なし。

HQO51

HQO55

HQO56

HQO57

HQ104

HQ160

HQ321

HQ331

HQ350

HQ131

HQ339

HQ204

HQ214

HQ119

HQ198

HQ312

HQ348

HQ109

HQ191

HQ290

HQ102

HQO19

HQO64

HQ205

HQO87

HQ319

HQO30

HQO18

HQ255

HQO59

HQ317

HQ313

HQOO9

HQO58

HQO98

HQ110

HQ123

HQ132

HQO49

HQ111

HQ150

１

１
１
１

１
１
１
１
１
１

１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１

１
１
１

１

１
１
１
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

院
院
院
院
人
省
司
司
寮
寮
寮
省
省
省
省
省
省

堂
堂
堂
堂
舎
務
水
水
炊
炊
炊
内
内
部
部
部
部

朝
朝
朝
朝
内
中
主
主
大
大
大
宮
宮
式
式
式
刑

中・聚楽廻東町20-10

中・聚楽廻東町20-4

中・聚楽廻中町57

中・聚楽廻南町

上・千本通丸太町東入中務町491-29

上・浄福寺通丸太町下る主税町1036

上・智恵光院通丸太町下る主税町940

上・日暮通丸太町上る西入西院町747-64

上・日暮通丸太町下る四丁目802-30

上・日暮通竹屋町上る藁屋町535

上・日暮通丸太町下る四丁目802

上・竹屋町通千本東入主税町1250-2

上．竹屋町通千本東入主税町1237

中・西ノ京小堀町2-45

中・西ノ京式部町43（9号地）

中・西ノ京式部町地先

中・西ノ京内畑町15-20

6/30

9/18.19.22.24.

29･30,10/1

9/19

12/22.24

6/11

12/5．9

9/22

11/4～6

10/3

11/25～28,12/1．3

12/9

7/1

7/24

5/28

6/24

9/10･11

7/14

掘削工事なし。

-0.78mで固く締まった土層。-1.03m以下、明

褐色砂泥の無遺物層。

-0.37mで包含層（瓦片)｡-1.1m以下、にぶい

黄褐色砂泥の無遺物層。

-0.4mまで現代盛土。

-0.2mで近世の包含層（土師器、緑釉陶器、染

付、瓦）

-0.33mで暗褐色砂泥層、整地層か。

-0.25mで近世の包含層。

-0.14mで包含層（瓦片)。

-0.1mまで現代盛土。

-0.6m以下、近世以降の包含層。

-0.22mで近代以降の整地層。

-0.3mまで近世層。

-0.35mまで現代盛土。

-0.3mまで現代盛土。

-0.04mで平安の包含層（土師器、瓦）

-0.4m以下、黄褐色粘土の無遺物層。

掘削工事なし。

HQ156

HQ271

HQ272

HQ380

HQ124

HQ367

HQ273

HQ320

HQ287

HQ349

HQ368

HQ155

HQ184

HQ103

HQ141

HQ257

HQ168

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

遺跡 名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

一 条大路

一条大路

一 条大路

路
町
町

五
一

大

坊
坊

条
二
三

辺
辺

一
北
北

二条二坊十二町

二条二坊十五町

二 条三坊二町

二条三坊二町

二条三坊七町

二条三坊十一町

二条三坊十五町

二条四坊四町

二条四坊十四町

二条四坊十六町

三条一坊十二町

三条二坊二町

上・一条通浄福寺西入革堂之内町306

上．一条通浄福寺西入革堂之内町294-1の

一部他

上・一条通浄福寺西入革堂之内町294-1の

一部

上・一条通千本東入革堂之内町地先

上・油小路通一条下る油橋詰町89

上．中立売通室町西入三丁目457新町小

学校

中・油小路通二条下る二条油小路町地先

中・丸太町通油小路東入る大文字町41-1

中．新町通丸太町下る大炊町192

中・新町通丸太町下る大炊町209,207-1

中・衣棚通丸太町下る玉植町234

中・烏丸通夷川上る少将井町230-1-4

中・車屋町通竹屋町上る砂金町409-2

７
１
４
４
７
４

６
町

測
屋

町
魚

守
入

天
西

る
町

上
屋

条
麩

二
通

通
町

倉
屋

高
竹

中
中

上・京都御苑3

中・西ノ京池ノ内町地先

中・黒門通御池上る織物屋町212

7/8

8/21

11/7

11/25

4/8．9

7/29･30

6/2～9

10/17･20.21.24

5/21～23.26

8/1.4.7.12

7/25

7/23～25.29.30

10/1～3･6．7．9

11/10

7/30･31,8/1

6/23

7/15,8/6.8.11.

18.20.21

8/18.19

巡回時、工事終了。

巡回時、工事終了。

巡回時、工事終了。

-0.8mまで現代盛土。

-0.2m以下、焼土層。

-0.15mまで現代盛土。

夜間工事のため、調査せず。

-0.94mで室町の包含層、これを切って近世の

落込（陶器播鉢、天目椀)。

NQ1;-1.26mでにぶい黄褐色粘土の無遺物層、これ

を切って幅0.5～0.8m、深さ0.09～0.19mの弥生の

南北溝。方形周溝墓の溝か。NQ2;NQ1と同じ無遺

物層をきって平安後期・鎌倉・中世～近世の土塘4

(土師器、須恵器、緑釉陶器、青磁、白磁)。

-1.2mで中世の包含層。

-0.3mまで現代盛土。

-1.75mで室町後半～桃山の包含層（軒平瓦、

土師器、陶器、えな壷、染付)。

-0.85mで平安末期～鎌倉の包含層（白磁)。

-1.55m以下、褐色粘土の無遺物層。

巡回時、工事終了。

+0.1mで近世の包含層。

-0.55mで江戸以降の包含層（磁器、附渦)。

NQ2;-0.45mで近世の包含層。-0.8mで流れ

堆積。-0.94mと-1.08mで路面各1｡-1.14m

以下、緑灰色粘土の無遺物層。NQ4 -0.93m

で流れ堆積。-1.07m以下、黄褐色粘土の無遺

物層。NQ6;-0.24mで整地層。-0.4m以下、

褐色細砂の無遺物層。

-0.94m以下、オリーブ褐色砂礫の無遺物層。

HL163

HL215

HL330

HL351

HLO17

HL190

HL106

HL300

HLO88

HL195

HL167

HL172

HL283

HL335

HL193

HL137

HL161

HL206

２
２
２
２
２
３
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
２
２
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

三条二坊七町

町
町

七
七

坊
坊

一
一
一
一

条
条

一
一
一
一
一
一

三条二条十四町

三条二坊十五町

町
町

一
一
一

坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条

一
一
一
一
一
一

町
町

三
七

坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条

一
一
一
一
一
一

三条三坊七町

三条三坊十町

三条四坊二町

町
町

五
九

坊
坊

四
四

条
条

一
一
一
一
一
一

三条四坊十三町

三条四坊十四町

三条四坊十五町

四条一坊十三町

四条二坊一町

四条二坊十六町

四条三坊六町

四条三坊八町

四条三坊八町

中・池元町408-22他

中・御池通堀川西入池元町397-1.3

中・西堀川通御池上る池元町408-5

中・西洞院通姉小路上る三坊西洞院町576-

1.2他

中・小川通御池上る下古城町384-1他

中・釜座通二条下る上松屋町705

中・釜座通押小路下る下松屋町28

中・釜座通御池下る津軽町777他3筆

中・衣棚通押小路下る妙覚寺町198-3

中・衣棚通御池上る下妙覚寺町192-3

中．御池通室町上る御池之町302

中・押小路通高倉西入左京町141

中．三条通高倉東入桝屋町62

中・富小路通二条下る俵屋町183

中・寺町通三条上る天性寺前町534-2

中．寺町通御池下る下本能寺前町514

中・寺町通御池上る上本能寺前町480-1.2.5

中・壬生坊城町1-1,2-4.6

中・大宮通三条下る三条大宮町273

中・小川通三条下る猩々町136

中・錦小路通室町西入天神山町290-1

中．三条通室町西入衣棚町50,了頓図子町

475-8

中・新町通三条下る三条町348

4/22～25,5/1･

6.29,6/5.9,9／

18

7/24

9/16～19.22.24

8/18,9/16,10／

27.28

8/18～22.26,9／

1．3．22

9/9．11

9/22.24.29.30,

10/1．2

6/24～26

7/30,8/1．4

9/2.3

11/6.7･10～14.

17.18.20,12/1･

4

9/9.12.17

9/8.9.11.17.19

7/15.16.18.22.

25

4/8．9

11/25.27.28

11/6.7

4/7～9．11

9/16･24.25.29.30

9/2～5.8

8/26.28.29,9/1

5/15.16.19～22

6/23～27.30

Nol;-0.64mで平安後期の土塘（土師器、須

恵器、白磁、瓦)｡NQ2;-1.23mで黄褐色粘土

の無遺物層、これを切って平安中期～室町の土

擴（土師器、緑釉、鬼瓦)。

-0.3mまで現代盛土。

NQ1;-0.87m以下、平安後期の整地層3(土

師器､須恵器)。-1.13mで平安後期の包含層(土

師器、須恵器、黒色土器)。-1.45m以下、にぶ

い黄褐色粘土の無遺物層。NQ2;-0.22mで室

町の落込。NQ3;-0.25m以下、平安中期～後

期・平安後期の土擴（土師器、黒色土器、緑釉

陶器、灰釉陶器、瓦）

既存建物の地下室、基礎で撹乱のみ。

NQ3;-2mで円形の近世の井戸、南北0.96m、

東西0.9m、深さ1.85m残存。掘形の直径は約

1.1m・桶を逆さまに2個組み合わせたもの。

試掘調査済み。

-1.08mで近世の包含層。

-0.85mで江戸の包含層、落込。-1.65m以下、

微砂・粗砂礫の無遺物層。

-1.7m以下、流れ堆積。

-0.47mで包含層（土師器片)｡-1.99m以下、

流れ堆積。

NQ1-1.5mで池状堆積の肩口、96HL444(本文

3ページ）で検出された池の北側延長部分。

NQ2;-1.62mで時期不明の整地層。以下、室

町の包含層。NQ3;-1.21mで江戸の包含層。

以下、オリーブ褐色砂泥の無遺物層、これを切

って室町の落込。

-1.45mで平安末期～鎌倉の土擴。-1.45m以下、

にぶい黄褐色砂泥粘質の無遺物層。

-1mで江戸の包含層。

NQ1;-1.3m以下、平安後期・鎌倉の包含層。

NQ2;-1.3mで桃山～江戸初期の包含層｡-1.95

m以下、にぶい黄褐色粘土の無遺物層。排土よ

り江戸初期の塩壷、底部に｢みなと藤左エ衛門」

の刻印あり。NQ3;-2.17mで平安前期かそれ

以前の土擴（土師器、須恵器)。

-0.8mで氾濫状堆積。当地は東京極大路内にあ

たるが、路面層は確認できなかった。無遺物層

は未確認。

-0.92mで幅2.1m以上、深さ0.3m以上の室町

の南北方向の溝状遺構。

-1.08mで平安後期の土塘。

-0.7m以下、平安後期の落込、鎌倉の整地層。

-0.85m以下、近世の遺物を含む湿地状堆積。

NQ1;-1.28mで江戸の落込。-1.5m以下、暗

灰黄色粗砂礫の無遺物層。NQ3;-1.41mで鎌

倉の包含層、-1.55mで流れ堆積。NQ4;-0.81

mで室町の土壌2。

Nol;-1.01m以下、平安後期・鎌倉の土塘、

中世の柱穴(土師器、瓦器、陶器、白磁、壁土)。

-1.64m以下、にぶい黄褐色砂泥の無遺物層。

柱穴は中央に石を据える。

-0.93m以下、平安後期．末期の包含層。

-1.3mで江戸前期の井戸（土師器皿完形多数、

天目、志野、播鉢、磁器、フイゴ羽口、鉱捧)。

-2.1m以下、にぶい黄渇色砂泥層は無遺物層。

HLO41

HL182

HL266

HL207

HL208

HL254

HL274

HL142

HL194

HL245

HL329

HL237

HL251

HL169

HLO14

HL352

HL328

HLO10

HL265

HL244

HL229

HLO76

HL138

２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
５
５
５
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

四条四坊二町

四条四坊八町

四条四坊十三町

四条四坊十四町

四条四坊十六町

五条一坊四町

五条一坊六町

五条二坊三町

五条二坊十三町

五条二坊十五町

五条三坊一町

五 条三坊二町

五 条三坊二町

五条三坊十三町

五条三坊十五町

五 条四坊八町

五条四坊十二町

六条二坊一町

六条二坊十二町

町
町

四
一

坊
坊

四
一

条
条

六
七

七条二坊一町

七条 二坊八町

七 条二坊九町

七条二坊十四町

七条二坊十五町

中・高倉通六角下る和久屋町343高倉小

学校

下・堺町通四条上る立売中之町～中・堺町

通三条上る桝屋町地先

中．寺町錦小路下る東大文字町291

中・寺町通蛸薬師下る円福寺前町273

中・新京極通三条下る桜ノ町424-1,425

中・坊城通（高辻通～松原通）

中・壬生相合町69-6.8

下・黒門通仏光寺下る今大黒町218

下・油小路通高辻下る麓町635-6

下・仏光寺通西洞院西入木賊山町184

下・綾小路通西洞院東入新釜座町716-1

下・綾小路通新町西入矢田町121-1.5

下・新町通仏光寺上る船鉾町397-1

下・烏丸通松原上る東側因幡堂町728-1.3

下・東洞院通綾小路下る扇酒屋町307

下・四条通柳馬場西入立売中之町92

下・松原通富小路東入松原中之町498-1,

499-1

下・大宮通松原下る東側西門前町412

下・堀川通六条下る佐女牛井町158

下・東洞院通五条下る和泉町522,522-6

下・西新屋敷下之町地先

下・大宮通花屋町上る柿本町609-1淳風

小学校

下・花屋町通堀川西入柿本町600-1

下・醒ケ井通六条下る元日町2-2

下．東中筋通正面下る紅葉町351

下・西洞院通花屋町下る西洞院町466植

柳小学校

7/24.30.31

11/5.10～12

8/6.7.12

8/28.29,9/2～

5．8．9

10/13.14.27.28

10/22～24.27.28

12/10～12.15～

17

9/1～3.5

7/18.22.23.25

4/21.22

5/28～30,6/3･5

8/1･4･7･11･12

9/12.17

10/22～24.27

6/17～19

5/23.28～30,6／

9.10

6/10.11

10/2.3.6～8

5/26.28

6/9

5/9.12.13.16

7/3．24

6/26.27,7/16.

18.30

5/22.23

4/23.24

7/23.25.30

-2.8mまで近世の包含層。

-1.5mで包含層（土師器片)。

-0.15mで江戸末期の井戸、硯石材が多量に出

土

NQ1;-0.92mで室町の包含層。-1.5m以下、

流れ堆積。NQ2;-1.05mで鎌倉の包含層。NQ

3-0.9mで平安・平安後期の土塘。-2.2m以下

暗灰黄色砂礫の無遺物層。NQ4;-0.63m以下、

東京極大路路面2.-0.97m以下、流れ堆積。

-1.3mで近世の包含層。

-0.7m以下、暗緑灰色粘土の無遺物層。

NQ1;-0.38mで落込､包含層(土師器片)｡-0.53

m以下、粘土・砂礫の無遺物層。NQ2;-0.3m

で平安後期の落込、鎌倉・室町の土擴。

NO1;-0.78mで室町の土擴。-1.02m以下、褐

色粗砂の無遺物層。NQ2;-0.3mで江戸以降の

土擴、時期不明のピット状遺構。-1.5m以下、

にぶい黄褐色砂礫の無遺物層。

-0.53m以下、平安後期・江戸の包含層。-1.08

m以下、褐色粘土の無遺物層。江戸の井戸を3

基確認。

NQ1;-0.52m以下、平安後期～末期の包含層、

鎌倉～室町の土擴・落込。-0.77m以下、褐色

砂泥粘質の無遺物層。Nq2;-0．6mで室町の落

込

-0.9mで流れ堆積。-1.31m以下、灰オリーブ

色粘土の無遺物層。

-1.3mまで現代盛土。

-1mで室町の包含層、遺構の可能性あり。

-0.85m以下、室町の包含層2．

-0.92mで近世の包含層（染付、銅製品、塩壷)。

-1.42mで氾濫堆積層、-1.5mで包含層（土師

器片)。

NO2;-2.1mで鎌倉～室町の土擴（多量の土師

器)。-2.46m以下、黄褐色粘土の無遺物層。NQ

3;-2.04mで平安の包含層（土師器、須恵器、

緑釉陶器)｡-2.25mで土師器甕が出土、奈良か。

-2.44m以下、オリーブ褐色砂礫の無遺物層。

-0.6mまで現代盛土。

-0.91m以下、平安後期の包含層、鎌倉の落込、

室町の包含層｡-,.3m以下､褐色砂泥の無遺物層。

-0.4mで包含層（土師器片)｡-0.51mでにぶい

黄褐色粘土の無遺物層、これを切って落込。

-1.4mで室町の包含層（土師器、瓦器)。

-0.62mで室町の包含層、-1.15m以下、灰黄褐

色粘土の無遺物層。

-0.3m以下、平安後期・室町の包含層、平安末

期～鎌倉・室町の土擴。-1m以下、にぶい黄

燈色砂泥の無遺物層。

N04．5;-0.43mで室町時代の包含層｡NQ5；

-1.6mで江戸の池東肩。

-1mで平安後期の包含層。-1.2m以下、流れ

堆積。

-1.12m以下、江戸の包含層。

-0.95mで中世の包含層、これを切って江戸の

土擴（土師器、染付、焙烙)｡-1.25mで平安の

包含層（土師器)。
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HL291
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

町
町
町

一
三
八

坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一
一
一
一

条
条
条

七
七
七

町
町
町
町
町

一
二
二
十
二十

坊
坊
坊
坊
坊

一
一
一
一
一

条
条
条
条
条

八
八
八
八
八

八条二坊三町

町
町

七
九

坊
坊

三
四

条
条

八
八

九条二坊一町

町
町
町
町

八
三
五
二

十
十

坊
坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

条
条
条
条

九
九
九
九

九条三坊十五町

九条四坊三町

九 条四坊四町

九条四坊十二町

下・新町通六条下る艮町875

下．西洞院通正面下る鍛冶屋町451

下・新町通花屋町上る艮町878

下・歓喜寺町他梅小路公園

下・観喜寺町3他

下・歓喜寺町地内

下・観喜寺町19-5他

南・八条町446-1.3,447-1

下・黒門通（塩小路通～JR東海道本線他）

地内

下・塩小路通室町下る東塩小路町858-1他

下・郷之町11-1.2,153-1.2.13

南・東寺東門前町58

南・西九条藤ノ木町55

南・九条春日町13九条弘道小学校

南・東九条下殿田町56陶化中学校

南・東九条烏丸町17

南・東九条西山王町5

南・東九条南山王町9

南・東九条中御霊町55陶化小学校

南・東九条河西町23

7/22

10/16.17.20

9/17～19.22.

24.25.29

10/21･23

4/7

12/18.19.22

9/22

4/11.14

5/12～8/19

8/4．7

4/23

10/6.8･9･14.15

5/26

12/12.15

9/16

9/3.4

4/14～16

4/23～25.30

7/22.24.30

6/30,7/1

-1.17mで鎌倉の整地層。

-1.08mで包含層(土師器片)､土塘の可能性あり。

NQ2;-1.15mで平安後期の包含層。-1.35mで

整地層を切ってピット状遺構。-1.6m以下、暗

褐色砂泥の無遺物層。NQ3;-1.2m以下、平安

後期の整地層、室町の包含層。NQ4;-1.25m

で平安後期の包含層｡NQ5;-1.1mで路面､-1.2

mで平安中期の土嫡。

-2.6m以下、黄褐色砂礫の無遺物層。

-0.6mまで現代盛土。

-0.2mまで現代盛土。

-0.4mまで現代盛土。

NQ1;-1.3mまで砂礫の流れ堆積｡NQ2;-0.18

m以下､八条大路の路面3，上層で瓦・灰釉陶器。

-0.32m以下、砂礫の流れ堆積。

-1.0mまで現代盛土。

-0.45m以下、砂礫の流れ堆積、磨滅した焼瓦

片

NQ3 -0.18mで室町の包含層。以下、粗砂．

砂礫による流れ堆積。NQ4;-0.79mで鎌倉初

期の包含層。-1.05m以下、砂礫による流れ堆

積。NQ5;-0.41mで室町の包含層。

巡回時、工事終了。

-0.55mまで耕作土。

-0.2mまで現代盛土。

Nul;+0.15m以下覇室町・江戸の包含層､-0.4

mでオリーブ褐色粘土の無遺物層、これを切っ

て平安後期の落込。No2;-0.3mで平安後期の

包含層。-0.63m以下、にぶい黄褐色粗砂礫の

無遺物層。

-1m以下、湿地状の泥土層と流れ状の砂礫層

の互層堆積。排土より平安中期の土師器。

NQ2 -0.72m以下、平安後期の土塘、室町前

半の包含層。-1.13m以下、湿地堆積。

-1.26m以下、にぶい黄褐色砂泥の無遺物層。

-1.08mで中世の包含層。-124m以下、流れ堆積。

HL174
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HLO13

HL382

HL275

HLO22

HLO73

HL188

HLO45

HL289

HLO95
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遺 跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

条大路

辺二坊二町

辺二 坊七 町

一
北
北

上・六軒町通（一条下る西入三軒町～一条

下る西入西今出川町）地先

上・御前通仁和寺街道上る下竪町173,179-

7.8

北・大将軍西町157-2

4/21

5/27.28

12/4.5

-0.8mまで現代盛土。

NQ1;-0.1m以下、平安前期の土擴、平安の土

擴・落込・包含層（土師器、須恵器、緑釉陶器、

瓦)｡-0.43m以下、褐色砂泥粘質の無遺物層。

NQ2;-0.24mで室町の包含層。-0.72m以下、

黄褐色泥土の無遺物層。NQ3;-0.31mで平安

の落込（土師器、須恵器、灰釉陶器、瓦)。調

査地は西大宮大路にあたるが、撹乱により不明。

NQ2;-0.33mで平安中期の包含層（土師器、

須恵器、緑釉陶器、灰釉陶器)。-0.43mで黒褐

色砂泥混礫、野寺小路の路面か。NQ3;-0.4m

で平安中期の包含層（土師器、須恵器、緑釉陶

器)。遺構の残存状況は良好で、工事掘削は-0.

45mと浅い。北隣接地は93HR450で平安前期の

野寺小路路面、東西側溝を検出している。

HRO38

HRO97

HR358

９
９
９
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

北辺四坊八町

一条二坊二町

一条二坊四町

一条二坊十一町

一条四坊二町

三条一坊一町

三条一坊一町

三条一坊二町

三条一坊四町

三条一坊十町

三条一坊十二町

三条一坊十六町

三条二坊二町

三条二坊四町

三条二坊八町

三条二坊十町

三条四坊五町

四条一坊四町

四条二坊十三町

四条三坊二町

右・谷口 園 町 地 内

中・妙心寺道（西大路通～御前通）地内

中・西ノ京西鹿垣町63

中・西ノ京中保町～北円町地先

右・花園木辻北町1

中・西ノ京星池町18-5.6

中・二条駅地区土地区画整理事業内（その

7）

中・西ノ京星池町，西ノ京栂尾町地先

中・西ノ京小倉町10-3

中・西ノ京永本町22

中・西ノ京東月光町22

中・西ノ京永本町7-1西ノ京中学校

中・西ノ京銅駝町65.66

中・西ノ京樋ノロ町116-1.2,117-2

中・西ノ京原町35

中・西大路通東側（新二条通～御池通）地

内

右・山ノ内北ノロ町8

中・壬生花井町3

右・春日東通（三条通～四条通他）地内

右・西院下花田町21-3～6

4/7～5/22

7/7～10/23

9/10.11.16～

19.22

11/4～7.10～

12･19･20,12/4

5/26～6/3,7／

29.30

8/27～29,9/1．

03.04

11/20.27

10/23.26.28.30,

12/5

10/14･15.17

4/10

8/21.22

5/6.9.12.13.

21.26

9/1．2．5．8．11

7/2～4．7

10/23.24

4/16～6/12

6/30,7/1.3.7

12/1.3

7/16～9/30

7/23～25

-0.4mで整地層。-0.6m以下、榿色粗砂礫の無

遺物層。

調査地の大半は近衛大路にあたる。－0．2～0.9

mで路面8．西大宮大路との交差点部では西側

溝は検出できず、路面のみ。本文15ページ。

NQ1 -0.15m以下、灰黄褐色砂泥の無遺物層。

NQ2;-0.15mで近世以降の包含層。-0.45mで

包含層、礫多く堅く締まる。

NQ1;-1.15m以下、にぶい黄褐色砂泥の無遺

物層。NQ2;-0.14mで鎌倉の包含層。NQ3；

-0.62mで中世の包含層。

-0.3mで黄褐色粘土の無遺物層、これを切って

鎌倉前期の南北溝、室町の土擴、近世の柱穴2。

本文18ページ。

-0.04mで江戸の包含層。-0.29m以下、黄褐色

砂礫の無遺物層。

掘削内、現代盛土のみ。

-0.6m以下、黄褐色砂泥の無遺物層。

-1.12m以下、包含層2(瓦片)｡-1.82mで植

物遺体を含む湿地状堆積。-2.55m以下、流れ

堆積。

-2mまで遺構・遺物検出できず。

-1mまで現代盛土。

-1mまで現代盛土。

-1.12mで灰オリーブ色粘土の無遺物層、これ

を切って平安中期の落込（土師器、緑釉陶器)。

西大宮大路の西側溝か。

NQ1;-0.76mで幅0.5m以上、深さ0.13mの平

安の土塘（土師器、須恵器、黒色土器)。以下、

オリーブ黒角粘土の無遺物層。NQ2;-0.63m

で平安前期～中期の包含層（土師器、須恵器、

黒色土器、灰釉陶器)｡-0.75mで褐灰色砂泥の

無遺物層、これを切って杭状のピット3

-0.35mで東西溝2｡-0.68m以下、平安中期以

降の湿地堆積（土師器、須恵器、丸・平瓦、平

安前期の複弁八葉蓮華文軒丸瓦)。

NQ2;-0.27mで平安中期の包含層（土師器、

黒色土器、緑釉陶器)。NQ5;-0.25mで室町の

包含層（土師器、須恵器、磁器)｡NQ10;-0.15

mで路面。-0.3m以下、流れ堆積。-1.1m以下、

にぶい黄色粘土の無遺物層。NQ11;-0.6mで平

安後期の包含層。

NQ2;-0.35mで室町の南北溝。NQ3;-0.4m

で鎌倉～室町時代の包含層。-0.5mで浅黄色粘

土の無遺物層。

-1.56m以下、粗砂礫の流れ堆積。

NQ1;-1.37mで灰黄褐色粗砂の無遺物層、こ

れを切って落込。東西溝であれば四条大路北側

溝にあたる。NQ2;-0.7mで鎌倉の落込、南へ

1.55mで杭を検出、東西溝か。No3;-0.8mで

平安後期の土擴。No4;-0.82mで中世の包含

層｡NQ13;-1.0mで池状堆積の落込｡NQ15;-0．7

mで無遺物層、これを切って古墳前期の南北溝。

-0.4mで平安中期の遺物を含む湿地状堆積。

-1mで浅黄色粘土の無遺物層、これを切って

土塘。

HRO11

HR162

HR256

HR323

HRO93

HR231

HR345

HR306

HR295

HRO20

HR218

HRO60

HR241

HR157

HR307

HRO31

HR152

HR359

HR170

HR181

８
９
９
９
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
８

11

11

10
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

町
町
町

十
一
六十

坊
坊
坊

一
一
一
一
一
一
一

条
条
条

四
五
五

五条三坊四町

五条四坊十六町

六条一坊四町

六条一坊九町

六条一坊十町

町
町
町

一
ニ
ー
ハ
一
一

十
十
十

坊
坊
坊

一
一
一
一

条
条
条

一
ハ
ー
ハ
ー
ハ

七条一坊七町

七条一坊九町

町
町

六
七

坊
坊

一
一
一
一
一
一

条
条

七
七

七条四坊十五町

八条一坊十町

八条二坊四町

八条二坊十町

町
町
町

二
二
四

十坊
坊
坊

一
一
一
一
一

条
条
条

八
九
九

九条一坊十町

九条一坊十四町

九条一坊十四町

九条一坊十四町

九条一坊十四町

九条一坊十四町

九条一坊十五町

九条二坊八町

右・西院金槌町地内

中・壬生仙念町10-5

右・西院巽町4-2

右・西院西矢掛町31-2,32-2.3

右・西院東貝川町42

下・朱雀分木町～中堂寺南町地先

下・中堂寺庄ノ内町1-7

下・中堂寺南町（五条通・七本松通交差点

内）

下・中堂寺粟田町1

下・中堂寺庄ノ内町1-136.143

右・西院中水町21-1,22-1

下・朱雀分木町57-4.5

下・西七条東石ヶ坪町地先

右・西京極南庄境町66

右・西京極南庄境町21.22.32.33.35

右・西京極西池田町38-1.2

下・西七条東久保町11

下・梅小路西中町111

下・七条御所ノ内北町96

南・吉祥院西ノ庄西浦町64

南・唐橋赤金町62-6.7.14.15

南．唐橋羅城門町46

南・唐橋門脇町36-19

南・唐橋西寺町36

南・唐橋西寺町34

２
２
３
３

町
町

寺
寺

西
西

橋
橋

唐
唐

南
南

８
７
－
１

３
－

３
５

町
町

寺
脇

西
門

橋
橋

唐
唐

南
南

下・梅小路高畑町5-2

8/19～21･29,9/1

8/27

11/11.17,12/8.

9.12.16

10/27～31

11/18.19.21

9/4.8.9.11.12.

17.18.22

4/15.21

4/7～10

6/30

9/11

4/10.11.15～

18.21

9/30,10/1～3

8/29～12/17

8/21.28

12/9.10.12

9/24.25.29

8/25.28.29,9/1

8/18.19

6/2．4

5/16.19.20.22

8/22,9/1

6/3～5．10

11/20

4/1.2

7/14

8/28

8/28

12/16

7/3.4.7

4/17

-0.9mまで現代盛土。

-1.65mで流れ堆積。-2.05m以下、池状堆積。

-0.9mで平安中期～後期の包含層（土師器、須

恵器、黒色土器､須恵器､灰釉陶器､瓦)。-1.54

mでオリーブ黄色粘土の無遺物層、これを切っ

て北東から南西方向の河川堆積（土師器、須恵

器、火山灰混入)。

平安前期の南北溝2条、東西溝1条、南北方向

の落込の東肩。宇多小路東側外溝と内溝。本文

21ページ。

-0.92mで包含層（土師器)｡-1.52mで植物遺

体を含む泥土層。

NQ2;-0.85mで流れ堆積。NQ3;杭列3本確

認｡NQ4;-0.77mで中世の包含層(瓦片)｡-0.89

m以下、にぶい黄榿色粘土の無遺物層。

-0.54mで鎌倉の整地層、-0.65m以下、湿地状

堆積、砂礫の流れ堆積。

夜間工事のため、調査せず。

-1.4mまで現代盛土。

-0.2mまで現代盛土。

平安前期の野寺小路両側溝検出。本文25ページ。

-0.5mで土擴。土擴の中央部の底に幅0.3m以

上、深さ0.08mの窪みがある、柱穴か。

-1.1～1.3m以下、ほぼ同様の流れ堆横の無遺

物層。No9;-0.31mでにぶい黄褐色砂泥を切

って佐女牛小路の北側溝（須恵器、灰釉陶器)。

No22;-0.82m以下、平安・平安中期の包含層

(土師器、須恵器、黒色土器)｡NO23;-1.06m

で平安の包含層（土師器、須恵器、瓦）

-1.23m以下、粘土の湿地堆積。

NQ1;-1.3m以下、粗砂礫の流れ堆積。NQ2；

-0.91mで包含層（土師器片)｡-1.4m以下、黄

褐伝‘粗砂礫の無漬物層。

-1.6m以下、流れ堆積の無遺物層。

-0.43mで落込。-0.48m以下、にぶい黄褐色砂

礫の無遺物層。

-0.56mで路面。西大宮大路と八条大路の交差

点部にあたる。

NQ1;-0．5mで池状堆積。NQ2;-0.39m以下、

平安・室町の包含層（土師器、須恵器、黒色土

器、馬の歯)。

-0.75mで流れ堆積。

-1mまで現代盛土。

羅城門推定地。-0.37mで流れ堆積。-0.47m以

下、オリーブ褐色砂礫の無遺物層。

-0.2mまで現代盛土。

-0.52m以下、時期不明の西大宮大路路面。-0.

92mで古墳の遺物を含む湿地状堆積。以下、弥

生の遺物を含む流れ堆積。

-0.15mで耕作関連と思われる畦状の遺構（土

師器、須恵器片)。

-0.05mまで現代盛土。

-0.05mまで現代盛土。

-0.2mまで現代盛土。排土より丸・平瓦。

-1.26mで室町以降の包含層。排土より瓦、近

世の土師器、磁器、瓦器。

-0.8mまで耕作土・床土。

HR212

HR230

HR357

HR314

HR340

HR248

HRO28

HRO12

HR153

HR260

HRO21

HR280

HR240

HR217

HR360

HR276

HR223

HR209

HR108

HRO78

HR221

HR112

HR344

HROO2

HR164

HR234

HR235

HR378

HR158

HRO33

10

11

11

10

10

11

11

11

11

11

11

13

13

12

12

12

13

13

13

12

13

13

13

13

13

13

13

13

13

13



遺跡名

九条二坊八町

九条二坊十二町

九条二坊十三町

九条 三坊六町

九条三坊十二町

九条四坊十一町

九条四坊十二町

所在地

下・梅小路高畑町5-3

南・唐橋西平垣町地内

南・吉祥院中島町29

南・吉祥院西ノ庄猪之馬場町1

南・吉祥院西ノ庄猪之馬場町1

南・吉祥院内河原町10

南・吉祥院中河原里西町6

洛北地区(RH)

遺 跡名

平安京跡隣接地

平安京跡隣接地

植物園北遺跡

植物園北遺跡

植物園北遺跡

植物園北遺跡

植物園北遺跡

植物園北遺跡

北野遺跡・北野廃寺

北野遺跡・北野廃寺

北野遺跡

紫野斎院 跡

紫野斎院跡隣接地

世尊寺跡

新町校地遣跡

聚 楽第跡

小野瓦 空
doも、 跡

所 在地

上・一条通七本松西入北側龍ケ鼻町429-19

上・一条通浄福寺西入革堂之内町294-1の

一部他

北・上賀茂土門町50穂根束児童公園

北．上賀茂蝉ケ垣内町45-1

左・下鴨梁田町18-1～3

北・上賀茂烏帽子ヶ垣内町1

北・上賀茂岩ヶ垣内町90

北・上賀茂烏帽子ヶ垣内町1上賀茂小学

校

北・北野上白梅町1

北・北野西白梅町75

北・北野東紅梅町15

上・大宮通（鞍馬口通～寺ノ内一筋北側)，

芦山寺通（千本通～大宮通）地内

上・寺之内通大宮西入大猪熊町83

上・五辻通智恵光院西入五辻町86

上・新町通上立売上る安楽小路町430-8

上・智恵光院通一条上る智恵光院前之町232

左・上高野池ノ内町10-6.8

太秦地区(UZ)

遺跡名

南野古墳 群

南野古墳 群

梅ケ畑遺跡

(銅鐸出土地）
隣 接地

所在地

右・嵯峨広沢北下馬野町9-105A棟

右・嵯峨広沢北下馬野町9-106･110B棟

右・梅ヶ畑向ノ地町

調査日

5/9,8/22

5/22

6/18.27

5/19

5/20

5/15.16.22

8/26.28,9/1．2

調査日

6/6

9/29

4/22.24

5/19.20～22

5/27.28.30

7/30

8/4.6.7.11～13

11/27,12/9

4/11.16.21

5/7～9.12.13.

15.16.20.22.23

6/13.16･17.23.

25

4/22～9/30

11/11.12

5/6．9．12

7/24.25.30,8/1

8/25.26

8/27

調査日

8/21.22

8/22

4/1～4/13,7/3.
0

4.30,8/18～29,

9/5,10/3･31,

12/25（継続中）

－79－

調査概要

-0.63mで湿地状堆積。-0.9m以下、流れ堆積。

-0.6m以下、砂・細砂の流れ堆積。

-1mで平安の包含層。

-1.15m以下、流れ堆積。

-1.78mで砂礫の流れ堆積。

-1m以下、流れ堆積。

-0.8mで整地層。-0.95m以下、褐色砂礫の無

遺物層。

調査概要

-0.36m以下、にぶい黄褐色砂泥の無遺物層。

巡回時、工事終了。

-0.9mで弥生または古墳の土器、一帯に拡がる

包含層か。-1.3m以下、褐色砂礫混泥砂の無遺

物層

-0.57m以下、包含層2(土師器片)｡-1.03m

以下、褐色砂礫の無遺物層。

-0.2mの耕作土層より磨滅した中世の瓦質盤。

-0.52m以下、灰黄褐色砂礫の無遺物層。

-0.3mまで現代盛土。

竪穴状遺構、柱穴、飛鳥後半の須恵器などを含

む遺構検出。本文27ページ。

-0.46mで中世の包含層。

敷地北東部に版築をもつ基壇状の高まりを検出。

平安前～中期の土擴、平安の土擴を検出。本文

30ページ。

道祖大路西築地心の北延長線の西側で、平安～

室町の南北方向の溝5、路面検出。本文32ペ一

ジ ◎

NO1;-0.43m以下、流れ堆積。NQ2;+0.86

mで中世～近世の包含層（瓦)｡+0.76m以下、

浅黄色砂泥の無遺物層。NO3;-0.36mで河川

堆積の西肩口。

-0.25mで南面した石垣、石材は径0.15～0.3m、

南北方向の溝か水路の可能性あり。

-0.44mで中世の包含層、整地層か。

-1mで近世の土塘。-1.58m以下、褐色粘土の

無遺物層。

-1.6mで中世の土擴、-1.7mで平安の包含層。

-0.97m以下、江戸中期の土擴。

-0.7mまで現代盛土。排土より瓦。

調査概要

-0.3mまで現代盛土。

-0.28mで包含層（土師器、石器)｡-0.4m以下、

明黄褐色砂泥の無遺物層。

銅鐸出土地の隣接地として調査を開始したが、

丘陵眼部周辺で平安前期を中心とする多量の遺

物と関連する遺構を検出したため､発掘調査(梅

ケ畑祭祀遺跡=97UZ-UM)に切り替えた。本

文38ページ。

調査NQ

HRO66

HR90

HR128

HRO80

HR84

HRO77

HR227

調査NQ

RH114

RH278

RHO39

RHO79

RH100

RH192

RH202

RH354

RHO23

RHO65

RH125

RHO43

RH332

RHO61

RH185

RH225

RH233

調査NQ

UZ219

UZ222

UZOO1

図版

13

13

13

12

12

12

12

図版

図版



北白川地区(KS)

’
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

清凉寺境内

円 乗 寺 跡

草木町遺跡

法 金剛 院跡

上ノ段町遺跡

上ノ段町遺跡．

仲野親王陵古墳

隣接地

広隆寺旧境内

広隆寺旧境内

広隆寺旧境内

多薮町遺跡

東衣手町遺跡。

郡城跡

東衣手町遺跡

右・嵯峨釈迦堂藤ノ木町

右・竜安寺住吉町～御室大内地内

右・太秦京ノ道町13-3

右・花園扇野町34-10他

右・太秦西蜂岡町地内

右・太秦垂箕山町13-3

右・太秦森ケ東町51-12

右・太秦組石町12-2

右・太秦桂木町9

右・太秦堀ヶ内町16-11,15-1の一部

右・西京極東衣手町59

右・西京極東衣手町10

7/22.24.29.30

9/30,10/1

6/6.12.16.17

11/10

4/16～18.21.23

~25･30,5/1･7

8/4.6～8.10.

13･18･20,9/1･

2．4

6/24.27.30,7/3

7/17.18.24,8/7

8/4.6～8．12

6/13

9/8.9.11.12.16

12/2.3

-0.96m以下、灰色微砂の無遺物層。

-1m以下、黄褐色砂泥の無遺物層。

-0.64mで土擴3｡-0.82m以下、褐色粘土の無

遺物層。

-0.7mで平安中期の包含層。

-0.43mで古墳後期～飛鳥の包含層（土師器片)。

-1.1m以下、暗褐色砂礫の無遺物層。

地表面の炭混じりの土層から土師器片。-1.2m

以下、灰白色細砂の無遺物層。青灰色粘土の自

然堆積層に流木多数、敷地は東から西に低〈な

る

NQ1;+0.6mで奈良の土擴2｡NQ3;-0.27m

で平安の土塘。

-0.39m以下、浅黄色粘土の無遺物層。

飛鳥～奈良・平安の土塘、落込検出、瓦多量に

出土。広隆寺旧境内関連の遺構。本文47ページ。

-0.3mまで現代盛土。

-0.22mで古墳の包含層（須恵器片)｡-0.71m

以下、にぶい黄褐色砂礫の無遺物層。

-0.05mで整地層、以下は固く締まったにぶい

黄褐色泥砂の単一層。

UZ165

UZ281

UZ115

UZ334

UZO32

UZ200

UZ139

UZ171

UZ201

UZ126

UZ252

UZ361

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

北白 川 廃 寺

北白 川 廃 寺

北白川廃寺

池田町古墳群

池田町古墳群

京都大学構内

弥生 遺 跡

京都大学北部

構内遣跡

岡崎遺跡・法勝寺跡

岡崎遺跡・法勝寺跡

岡崎遺跡・成勝寺跡

岡崎遺跡･延勝寺跡

岡崎遺跡，白河南殿跡

白河 南殿 跡

白河北殿跡

白河北殿跡

岡崎遺跡･得長寿院跡

岡崎遺跡･白河街区跡

岡崎遺跡･白河街区跡

白河街区跡

左・北白川堂ノ前町39-6

左・北白川堂ノ前町39-10

左・北白川山田町63-1.4.5

左・北白川上池田町50,51-2.3の一部

左・北白川下池田町88-1

左・吉田本町14

左・北白川追分町地内

左・冷泉通(岡崎天王町～岡崎東天王町他）

地内

左・岡崎法勝寺町80-1他

左・岡崎最勝寺町他

左・岡崎成勝寺町地先

左・聖護院蓮華蔵町8

左・聖護院蓮華蔵町4-18

８
１
－
－

２
５
１
２

町
町

原
原

川
川

院
院

謹
護

聖
聖

左
左

左・岡崎徳成町28

左・岡崎東天王町l岡崎中学校

左・岡崎円勝寺町140-5

左・聖談院東寺領町2他

6/30,7/1.3

7/29.30

10/13～16

5/6～9.12.13

12/19.22

9/12.16.17

4/24,5/1～30,

6/2～19,7/1

4/21,5/16.19.

27

8/26.28

10/15～23,11/4

･5,12/9～24

12/15.16

5/20

8/27

6/17

8/18

4/3

9/16.18.22

9/18.19

4/22～25.30,5／

1．7．8．16

-0.61m以下、褐色細砂の無遺物層。

+0.7m以下、古墳・飛鳥・平安の土擴、古墳

の包含層。

-0.14m以下、平安～室町の包含層（土師器片)。

NQ2;-0.5mで花崗岩、河原石を含む土擴。

-0.7m以下、明黄褐色泥砂混粗砂の無遺物層。

NQ3 -0.5mで鎌倉の包含層。

-0.38mで室町の包含層。

巡回時、工事終了。

4箇所で縄文の包含層検出。-0.75mで黄砂。

NO17;-0.41mで近世の包含層。NQ18;-1.34m

で縄文後期～弥生前期の包含層(縄文土器深鉢)。

NQ1;-0.45mで江戸の包含層。-1.12mで暗灰

黄色細沙の無遺物層、これを切って平安後期の

包含層。NQ2;-0.85mで湿地堆積、-1.2m以

下、灰黄色粗砂の無遺物層。

-1.1mで包含層（磨滅した土師器片、瓦）

-1.32m以下、シルトの湿地堆積。

-1.23mで近世の包含層。

-0.73mで近世以降の包含層。

-0.1mまで現代盛土。

巡回時、工事終了。

-0.6m以下、包含層2(染付、瓦)。
●

-1.49mでオリーブ褐色微砂の無遺物層、これ

を切って小穴2．うち1基に中世の土師器を含

む

巡回時、工事終了。

-0.55mまで現代盛土。

-2.01mで平安末期～鎌倉の整地層（遺物多量)。

-1.82mで東へ下がる中世の落込。以下、流れ

堆積。

KS149

KS189

KS292

KSO62

KS383

KS262

KSO46

KSO40

KS224

KS297

KS373

KSO81

KS232

KS135

KS211

KSOO5

KS267

KS270

KSO42



南・桂地区(MK)

洛東地区(RT)

－81－

遺 跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

白河街区跡

白河街区跡

白河街区跡

白河街区跡

白河街区跡

左・東大路通（近衛通～春日北通）

左・聖護院西町19

左・黒谷町～岡崎天王町

左・岡崎北御所町25

左・頭町360-2

6/10,7/3.15.30

6/25～27

6/25

7/7.8.15･30･31,

8/4.7

9/16～19.24

-0.35mまで現代盛土。

-1.4m以下、黄褐色粘土の無遺物層。

-0.35m以下、褐色砂泥粘質の無遺物層。

NQ2;-0.6mで姶良火山灰層。NQ3;-1.9mで

江戸の井戸。

-1.04mで近世の包含層。

KS121

KS144

KS145

KS159

KS268

遺跡 名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

中久世遺跡

大薮遺跡

下津林遺跡

妙見山古墳隣接地

芝古墳群

南・久世中久世町三丁目76-2

南・久世大薮町296,297

西・下津林番條町112,115

西・大原野東野町3-274

西・大原野石見町地内

9/29,10/1．7．9．

14

12/15

4/8.9

11/11～14

7/25,8/1

-1.5mで包含層（土師器、陶器、植物遺体)。

以下、緑灰色粘土の無遺物層。

地表+0.09mで包含層（瓦器)。

-0.65mまで現代盛土。

-0.9mで落込、古墳に関連する遺構か。-1.7m

以下、榿色粗砂礫の無遺物層。

巡回時、工事終了。

MK279

６
６
８

５
１
３

３
０
３

砿
砿
睡

MK178

遺 跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

六 波羅政庁跡

六 波羅政庁跡

法住寺跡．

六波羅政庁跡

法住寺殿跡

六波羅政庁跡

法住寺殿

法性寺跡

法性寺跡

法性寺跡

安朱遺跡

安朱遣跡

山科本願寺跡

山科本願寺跡

山科本願寺跡

山科本願寺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

東・田中町507-3

東・轆轤町82六原小学校

東・茶屋町522-2,525の一部

東・大黒町通（五条通～七条通）地内

東・下堀詰町247

東・福稲上高松町5-2.4,65

東・本町十五丁目749

東．福稲岸ノ上町7-2

山・上野御所ノ内町9-12

山・安朱南屋敷町他

山・西野広見町～西野大手先町地内

５
５
－
－

５
５
２
２

町
町

階
階

山
山

野
野

西
西

山
山

山・西野左義長町35－9

山・勧修寺西金ヶ崎425

山・勧修寺西栗栖野町280

山・西野山中臣町72-72の一部（1号地）

山・西野山中臣町72-72の一部（3号地）

6/23～26

7/24.30

6/30,7/1

9/8～12/11

10/21～24

6/6.9

9/4.5.8.9.11.

16～18

9/5

9/16

10/13.15.20～

24,11/13,12／

22.24

4/17,6/3～5．9

～11.16～19．

27･30,7/1

8/4．7

8/18.19

8/26～28

4/2

4/7･9･10.23,5/

28

5/1

5/1

-0.9mで江戸後期～末期の包含層（土師器皿、

染付、銅製の釘・針金)｡-1.42mで粗砂・砂礫

の流れ堆積。排土より土師器、陶器、磁器、土

製品泥面子など。

-2.06mで鎌倉の包含層（土師器、瓦器、白磁

片、瓦、古墳後期の須恵器杯片混入)｡-2.59m

以下、浅黄色砂泥の無遺物層。

-0.28mで整地層、これを切って平安末期～鎌

倉の土擴3。

N01.5.10･12.16･17;-0．4～0.6mで無遺物層、

これを切って平安末期～鎌倉の落込（土師器、

白磁、瓦、鉄製品、剣頭文軒平瓦2)｡NO18;-

0.16m以下、近世の遺物を含む流れ堆積3層を

はさむ路面10。

-0.76mで中世の包含層。-0.96m以下、黄褐色

粗砂礫の無遺物層。

-0.48mで包含層（土師器、白磁、瓦）

-0.68mで中世の落込（遺物多量)｡-1.03m以

下、明黄褐色砂泥の無遺物層。

-0.8mまで現代盛土。

-0.7mまで耕作土。

NQ1;-0.57mで整地層。-1.2m以下、灰オリ

－ブ色砂泥、砂礫の無遺物層。NQ7;-0.79m

で近世以降の包含層。

NQ1．2．5～8;-0.13m以下、路面、整地層。

NQ8;-0.58mで土擴（すさ入り焼土、砥石)。

-0.6m以下、黒褐色砂泥・砂礫の無遺物層。

-1.4mまで現代盛土。

-0.7mまで現代盛土。

-0.68mで東西溝、古墳期らしい土師器。

-0.1mまで現代盛土。

-0.36m以下、明褐色砂泥の無遺物層。

-0.25mで近世以降の包含層。-0.45m以下、黄

褐色シルトの無遺物層。

-0.1mまで現代盛土。

RT140

RT186

RT154

RT253

RT302

RT116

RT249

RT250

RT264

RT293

RTO34

RT199

RT210

RT228

RTOO3

RTO15

RTO52

RTO53



鳥羽地区(TB)

伏見・醍醐地区(FD)

I

’
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遺 跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遣跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中 臣遺跡

中 臣遺跡

中 臣遣跡

中 臣遺跡

中 臣遺跡

中 臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遣跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

中臣遺跡

山・西野山中臣町72-72の一部（2号地）

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｆ

く
く
く
Ｉ

５
５
５
５

７
７
７
７

町
町
町
町

臣
臣
臣
臣

中
中
中
中

山
山
山
山

野
野
野
野

西
西
西
西

山
山
山
山

山・西野山中臣町75

７
４
－
－

７
７
７
７
２
２

町
町

野
野

栖
栖

栗
栗

西
西

寺
寺

修
修

勧
勧

山
山

山・勧修寺西栗栖野町193

山・西野山中臣町26-123

山・東野舞台町53-14

山・勧修寺東栗栖野町29-1,30-2

山・椥辻番所ケロ町177-15

２
２
－
－

８
８
５
５
２
２

町
町

野
野

栖
栖

栗
栗

西
西

寺
寺

修
修

勧
勧

山
山

山・勧修寺西栗栖野町

山・勧修寺東栗栖野町地先

山・栗栖野華ノ木町22-1

山・勧修寺東栗栖野町4-25の一部(12号地）

山・東野舞台町95-21

山・東野舞台町95-22

8/28

25

○
厚
●

5/1

5/12

5/12

5/19

5/12

5/12

5/23

5/23

5/23

6/16

6/16

8/22

30

/20

/27

/27

/27

/28

/18

/4

/15

/15

10

10

10

10

10

11

12

12

12

-0.19mで近世以降の包含層。

-0.2mまで現代盛土。

-0.7m以下、にぶい黄褐色の無遺物層。

-0.7mまで遺構・遺物検出できず。

-0.2mまで現代盛土。

-0.7m以下、にぶい黄褐色の無遺物層。

巡回時、工事終了。

巡回時、工事終了。

-0.4m以下、にぶい黄榿色粘土の無遺物層。

＋0.08mで中世の土塘。遺構の残存状況は良好。

-0.15m明褐色泥土の無遺物層、これを切って

中世の柱穴7，東西溝1．

○
。
。
○
Ｏ
○

土
土
土
土
土
土

盛
盛
盛
盛
盛
盛

代
代
代
代
代
代

現
現
現
現
現
現

で
で
で
で
で
で

ま
ま
ま
ま
ま
ま

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ

４
３
３
２
２
２

０
０
０
０
０
０

－
一
一
一
一
一

-0.54m以下、黄褐色砂泥混礫の無遺物層。

-0.85m以下、褐色砂泥の無遺物層。

巡回時、工事終了。

巡回時、工事終了。

巡回時、工事終了。

RTO54

RTO68

RTO69

RTO70

RTO71

RTO75

RTO85

RTO86

RTO92

RT129

RT130

RT220

RT301

RT308

RT309

RT310

RT316

RT341

RT366

RT376

RT377

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

唐橋遺跡

烏 丸町遺跡

上鳥羽遺跡

鳥羽 離 宮 跡

鳥羽 離 宮 跡

鳥羽 離 宮 跡

鳥羽 離 宮 跡

鳥羽 離 宮 跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

鳥羽離宮跡

下鳥羽遺跡

下 三栖遺跡

南・吉祥院九条町49,50-1

南・東九条西御霊町29-2.3.8.9.16

南・上鳥羽花名町3

伏・竹田内畑町112-1.6の一部

伏・竹田真幡木町42,42-2.3

伏・中島前山町20-2

伏・竹田桶ノ井町地先

伏・竹田内畑町112

伏・竹田内畑町地先

伏・竹田小屋ノ内町地内

伏・竹田田中殿町58

伏・竹田田中殿町15

伏・竹田内畑町地先

伏・下鳥羽芹川町地先

伏・横大路下三栖

5/20.22

10/27･28

12/2

4/1,9/1

5/27

6/18

6/24

8/21

8/28

9/30,10/1～3．

6.7

10/3

11/18

11/25.26.27.28,

12/1

11/11～14.18.

19

8/20～22.25.28.

29,9/1.2.9.10～

12.16.22.24

-0.28mで包含層（土師器片)。

-1.38mで弥生後期～古墳前期の土器を含む流

路堆積。-1.69m以下、褐色泥土の無遺物層。

-0.4mまで現代盛土。

巡回時、工事終了。

-0.35mまで現代盛土。

-0.4mまで現代盛土。

-0.65mで近世の包含層。

掘削工事なし。

-1.11mで耕作土。

NO2;-1.17m以下、流れ堆積、湿地堆積。NQ

4；-1.33mで包含層（瓦)。

-1.23mで耕作土。

-1.4mまで現代盛土。

-0.76m以下、近世の遺物を含む湿地状堆積。

NQ1;-1.25m以下、弥生・平安後期の包含層。

NQ2;-1.25mで奈良の包含層。

古墳～奈良の東西溝・包含層、平安後期～室町

前期の包含層。製塩土器、円筒埴輪、土馬など。

本文57ページ。

TBO83

TB315

TB362

TBOO4

TBO99

TB136

TB143

TB216

TB238

TB282

TB288

TB342

TB353

TB337

TBO63

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

深草坊町遺跡

深草坊町遺跡

嘉祥寺跡

伏見 城 跡

伏・深草東伊達町62-5.6

伏・深草坊町12-9,72-1.2

伏・深草瓦町50

伏・桃山福島太夫南町68

6/2

6/17

10/13

4/25.30,5/1．8

巡回時、工事終了。

-0.4mまで現代盛土。

-0.35mまで現代盛土。

-0.5m以下、明褐色粗砂の無遺物層。

FD107

FD134

FD294

FDO47



長岡京地区(NG)
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏 見城跡

伏 見城跡

伏見城跡

伏見城跡

伏 見城跡

伏 見城跡

伏 見城跡

伏 見城跡

伏見城跡

伏 見城跡

伏見城跡

伏 見城跡

伏 見城跡

伏見城跡

向島城跡

伏・京町十丁目14-1

伏・桃山町下野26-5他

伏・南浜町248-4

伏・桃山町丹下8

伏・桃山町永井久太郎57

伏・豊後橋町～桃山町泰長老地先

伏・桃山最上町43

伏・丹後町142伏見南浜小学校

伏・桃山町金森出雲3-17

伏・京町南八丁目107-1.2

伏・新町四丁目451-1

伏・深草大亀谷万帖敷町地先

伏・紙子屋町541

伏・瀬戸物町709-7,710

伏・桃山町泰長老24-7

伏・京町大黒町122-1

伏・観音寺町221-1

伏・豊後橋

伏・丹後町148-4他，新町二丁目490-1他

伏・向島ニノ丸町3

5/12

5/26

6/4.5.9

6/9～11

6/10.13.16

6/30,7/1．7．8

7/23･25･30･31

7/22.30

7/24,8/12.18

8/4

8/20～22.25.28

8/28,9/1～3．8．

9．11．18

9/1．2

9/24～26.29

10/1.2

10/1～3.6.7

11/18～21

11/21

12/15～17

4/3.4.7～10

-0.57mで明黄褐色砂泥の無遺物層、これを切

って近世の土壌（土師器、陶器)。

-0.13mで整地層。-0.3m以下、明黄褐色粘土

の無遺物層。

-0.98mで近世の包含層。

-1.38mで整地層。

-0.5mで焼瓦・炭を含む桃山の土擴（土師器、

陶器、瓦、鉄釘、焼壁土)。土蛎内の南壁と底

部南半分が堅く焼きしまる。

夜間工事のため、調査せず。

NQ1･3;-0.96mで桃山～江戸の土擴4｡NQ

5;-1.6mで江戸の井戸。

-0.5mで整地層。

-0.2mで江戸の井戸。

-1.81m以下、明黄褐色砂泥の無遺物層。

Nol;-1.55mで近世の包含層を切って落込(土

師器、陶器、染付)｡-1.7m以下、にぶい黄榿

色砂礫の無遺物層。NQ2;-0.82m以下、整地

層8（陶器、染付、瓦)｡-1.39m以下、明褐色

砂礫の無遺物層。

-0.4m以下、灰オリーブ色砂泥粘質の無遺物

層

-0.43m以下、黄褐色粘土の無遺物層。

-0.33mで近世の包含層。-0.5m以下、にぶい

黄褐色泥土の無遺物層。

-0.7mで細砂の流れ堆積。-1.05m以下、砂泥．

粗砂礫の無遺物層。

地表面以下、整地層6．

-0.28m以下、中世・近世以降の包含層。-0.46

m以下、褐色粘土の無遺物層。

-0.3mまで現代盛土。

-0.62mで近世の包含層。

-0.84m以下、流れ堆積、湿地堆積。

FDO72

FDO96

FD113

FD118

FD122

FD151

FD175

FD176

FD187

FD197

FD213

FD239

FD242

FD277

FD284

FD285

FD343

FD347

FD374

FDOO6

遺跡 名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

長岡

長岡

京

京

跡

跡

長岡京跡・芝古墳群

長岡

長岡

長岡

京

一
皐
一
泉

跡

跡
跡

長岡京跡･羽東師遺跡

長岡

長岡

長岡

長岡

長岡

長岡

長岡

｛
尿
一
昆
一
扉
一
尿
一
尿
一
尿
｛
泉

跡
跡
跡
跡
跡
跡
跡

伏・久我西出町12-18他3筆

伏・羽束師菱川町592-1

西・大原野石見町地内

伏・羽束師菱川町511-1,512-1.2.9

１
８
１
一

一
０
８
１

町
町

見
山

鳥
勝

里
里

上
上

野
野

原
原

大
大

西
西

伏・羽束師菱川町地内

伏・納所薬師堂27-307他納所児童公園

伏・久我本町11-8.9

伏・久我西出町地先

伏・久我西出町2-29

伏・久我本町5-52,5-7の一部

伏・久我石原町地先

伏・久我森ノ宮町15-16.21

4/3.7.10.14,5／

28

4/3.4.9.10.14～

18.21～23,5/1

4/14～18.21.

22.24,5/12.13.

16.19.21.23.27

~30,6/2･12･

18.19

4/14～18.21,5／

12.16.28.30

4/15

4/8

5/12.13.16

5/30,6/2

6/13

6/27,7/1.4,8/1

8/26.27,9/1～4

9/2

11/5

11/10.11

-1.95m以下、青灰色粘土の無遺物層。

-1.2mまで耕作土。以下、湿地状堆積。耕作土

から須恵器片。

NQ12;-0.87m以下、古墳～平安・平安～鎌倉

の包含層2｡N018;-0.4mで褐色砂泥の無遺物

層、これを切って土壌。NO19;-0.2mで褐色砂

泥の無遺物層、これを切って古墳の遺物を含む

東への落込検出、消滅古墳の周溝か。

-1.3mで包含層（須恵器)。以下、自然流路。

-0.4mまで現代盛土。

-0.28mまで現代盛土。

-1.22m以下、湿地状堆積。

-2.5mまで現代盛土。

-1mまで現代盛土。

-1.2mまで遺構・遺物検出できず。

-2.1m以下、湿地堆積。

-0.16mで近世の整地層。

-1.42mで落込。

-0.72m以下、黄褐色砂泥層、無遺物層か。

NGOO7

NGOO8

NGO25

NGO27

NGO29

NGO35

NGO74

NG105

NG127

NG147

NG226

NG246

NG327

NG336



III1995年度
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遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

長岡京跡

久 我殿 遺跡

伏・久我西出町～羽束師菱川町地先

伏・久我本町5-12

11/28,12/1．10

9/10

-1.4mまで現代盛土。

-0.5mまで現代盛土。

５
８
５
５
３
２

Ｇ
Ｇ

Ｎ
Ｎ

遺跡名 所在地 調査日 調査概要 調査NQ 図版

平安京右京三条
一坊五町

円乗寺跡隣接地

中・西ノ京星池町、西ノ京栂尾町地先

右・御室竪町15他

'96/1/24,2/22.

23,'97/2/24

'95/5/16,6/1.

3,'97/4/9

NQ1;-0.7m以下、淡黄灰色砂礫の無遺物層。

NQ2;-1.2mで黒灰色砂泥の池状堆積。NQ3；

-1.1m以下、淡青灰色砂泥の無遺物層。NQ4；

-1.4mまで現代盛土。

-0.1mで近世以降の包含層。-0.5m以下、黄褐

色砂泥の無遺物層。

95HR398

95UZO70
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副書名

巻次

シ リーズ名

シ リーズ番号

編著者名 高橋潔、竜子正彦、本弥八郎、尾藤徳行、近藤章子、長戸満男、吉本健吾、小桧山一良、長宗繁一
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所収遺跡名 所在地

コード

市 町 村 遺跡番号

北緯 東緯 調査期間
調査面積

m3

調査原因

へいあんきょうあと

平安 京 跡
さ＠ようさ“ようさんぽう轆鈍う

左京三条三坊七町

■q■■■■■一一一一ー一一一一一■■■■■■■■■■■■■■■ーI■■

へ いあ ん @ よ う あ と

平安 京 跡
8靴うしいうさんぽうばつらよう

左京四条三坊八町

へ い あんきょうあ上

平 安 京 跡
さきようろくpようさんぽう

左京六条三坊
ろくCようおおじ
一
ハ 条大路

へ い あんきょうあと

平安 京 跡
う鮎ういちじようにぽう

右京一条二坊
このえおおじ

近衛大路

帥うとふ帥うとしなか鯰うぐ

京都府京都市中京区
こ紬澄な曲りおしこうじさがるしも

衣棚通押小路下る下
み』うかくじ鮎う

妙覚寺町

なか趣うぐ

中京区
るえぼ

る烏帽

し
市
率
下

＠ようと

京都
さんじよう

三条

鮎うとふ

京都府
むろまち龍り

室町通
し や 軸 う

子屋町

8Jうとふ＠ようとししも動うぐ

京都府京都市下京区
ろくいうピBりあけず”l,いるぶつ

六条通不明門東入仏
ぐや鼬う

具屋町

鋤うとふ@ようとしなかぬうぐ

京都府京都市中京区
かみr』うぐ趣うしんじみち

･上京区妙心寺道、
にしお麓じピ的おんまえきり

西大路通～御前通

26100

26100

26100

26100

35度0分29秒

34度59分44秒

34度59分26秒

35度1分4秒

135度45分36秒

一
秒

一
７
－
３

－
分

－
５

－
脚

一
５

一
過

一一一一一．■■q■■一一一一一一一一I■■q■

135度45分48秒

一一一一一一ーー一一一.■■bーー■■■ー1■

135度44分13秒

1997.2.12～

3．4

■ ■ 1 ■ ■ ■ ■ ■ 一 一 一 一 一 一 一 ー ■ ■ ■ ー ー － － －

1996.12.6～

1997．1．8

■■■■■■■■一一一一一一ーーーq■■一一一■■

1997．3．3

Ⅱ■■一一一一一ーー■■■■■■■■■ーー一一一＝

1997．9．2～

10.23

一一一毛一一一一一q■■q■■一一一一一一

■I■■一一一一一一一ーq■■ー一一一一一

■■q■■一一一一一．■■■■■ー一－－－－0■■1■■

マ ンション

h一一■■■一一一一一一一■■■■■■ー一一一

マ ンション

、｡■■q■■』■■Ⅱ■■1■■一一一一ーﾛ■■q■■ー一一一

･マンション

■■■■一一一ー一ー一■■■■■■一一一一一■■■

水道管入替

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

平安京跡

左京三条三坊七町

q■■■■■－■■■－－－一一一一一一■■■■■■■■■ーー1■■

平安京跡

左京四条三坊八町

一一ーーー■■■■■■■■■■■■ー一一一一一一ー■■■■■

平安京跡

左京六条三坊

六条大路

ローーー■■■■■■■■■■■■－－－－－一■■■ー■■■■■■ー1■■

平安京跡

右京一条二坊

近衛大路

都 城

都城

都城

都 城

江戸初頭

江戸前期

平安前期・中世

■■■－■■■－■■■■■■－－－－－■■■ーー一一一一一一.■■■■■ーー

平安前期～鎌倉

池・溝・土横

落込

土擴・路面

路面

陶磁器類・鋳造関連具

土器類・土製品・鉄製品・漆

器

土器類・瓦

土器類・瓦

－1L二宝一-__弓=一一一一一一I■■■■■■■■一一一ー一q■■q■■一

＝二ﾛ＝＝I'1■■一一一一■■■I■■ーq■■ーーーー－4■■Ⅱ■■一一ーーー4■■I■■



ふりがな

書名

副書名

巻次

シリーズ名

シリーズ番号

編著者名

編集 機 関

所在地

発行機関

所在地

発行年月日

所収遺跡名

へいあんきょうあと

平安 京 跡
う9ようい6じょうよん筋腿鈍う

右京一条四坊二町

へ い あ ん

平安
靴う
一

扉

あと

跡
う艶うしU』うにぽう

右京四条二坊
じりんないん

淳和院

へいあんきょうあと

平安 京 跡
うきょうごWようさんぼうよん$よう

右京五条三坊四町

へい あん

平 安
きよう
一

泉

あと

跡
うきょうろく晩うにぽう

右京六条二坊
Uりうに｡@りうさん鼬う

十二・十三町

所収遺跡名

平安京跡

右京一条四坊二町

平安京跡

右京四条二坊

淳和院

平安京跡

右京五条三坊四町

平安京跡

右京六条二坊

十二・十三町

きようとしないいせきたちあいちようさがいほう

京都市内遺跡立会調査概報平成9年度

高橋潔、竜子正彦、本弥八郎、尾藤徳行、近藤章子、長戸満男、吉本健吾、小桧山一良、長宗繁一

側京都市埋蔵文化財研究所

〒602-8435京都市上京区今出川通大宮東入元伊佐町265-1TELO75-415-0521

京都市文化市民局

〒604-0925京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488TELO75-222-3108

西暦1998年3月31日

コード

所在地 北緯

市町村 遺跡番号

鮎うとふ9ようとしうきょう<

京都府京都市右京区
はなぞのきつじきたまち

花園木辻北町

＠A うとふぃうとしう艶うぐ

京都府京都市右京区
さいいん”しじりんないん靴う

西院東淳和院町

@よう と ふ ぃ う と し う @ よ う く

京都府京都市右京区
さいいんにしやかけもよう

西院西矢掛町

8』 うとふ鮎うとしうきょう<

京都府京都市右京区
さいいんなかみず靴う

西院中水町

26100

26100

26100

26100

種別 主な時代

都城 鎌倉～江戸

都城・邸宅 平安

都城 平安前期

都城 平安前期

35度1分4秒

35度0分5秒

34度59分45秒

34度59分27秒

主な遺構

溝・土擴・柱穴

築地・溝

溝

溝・路面

－86－

東緯 調査期間

135度45分32秒 1997.5.26～

7．30

■■■■■■■■■一一一一一一一ー－－－－■■■q■ Ⅱ■■■■■■■■一一一一一一ーーーー一一－4■■

135度43分53秒 1997.2.21～

26

ーー■■■ー■■■ー■■■ー■■■一一一一一一一＝ ーーーーー■■■一一一一一一■■■－■■■－1■■

135度43分53秒 1997.10.27～

31

－－－－ーーー■■■ーー■■■ー－－－－＝ ー1■■■ーーー■■■■■■一一一一一一一一－1■■

135度44分4秒 1997.4.10~

21

主な遺物

土器類・瓦・鉄製品

土器類・瓦

土器類・瓦

土器類・瓦

調査面積
調査原因

m8

校舎

駐車場

Ⅱ■■■■一一一一一一一一ー■■■q■■ーー一一

事務所

□ーー一ー一ー－－－ー－q■■■■■一■■■一

工場・事務所

特記事項
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シリーズ名
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所収遺跡名 所 在地

コード

市 町 村 遺跡番号

北緯 東緯 調査期間
調査面積

ITf

調査原因

しよくぶつえんきたいせき

植物園北遺跡

きたのぃせき

北野遺跡
きたのはいじ

北野廃寺

きたのいせき

北野遺跡
き たのはいじ

北野廃寺

うめがはたさいしいせき

梅ヶ畑祭祀遺跡

8ようとふきようとしきたくかみ

京都府京都市北区上
がもぃわがかきうち鋤う

賀茂岩ヶ垣内町

@&うとふき&うとしきたくきた

京都府京都市北区北
のかみはくぱいちよう

野上白梅町

艶う と ふ きようとしきたくきた

京都府京都市北区北
のかみはくぱいちよう

野上白梅町

gようとふ軸うとしう＠よう<

京都府京都市右京区
うめがはたむこうのち靴う

梅ヶ畑向ノ地町

26100

26100

26100

26100

35度2分54秒

35度1分30秒

35度1分24秒

35度1分49秒

135度46分9秒

一一一一一ー■■■ーー一ーー一一一一ー

135度43分57秒

一一一一一■■■ーーー一一一一ー■■■1■■■■

135度43分57秒

■ ■ ■ 一 一 一 一 一 一 ■ ■ ■ ー ー ｰ － － － － － ■ ■

135度41分55秒

1997．8．4～

13
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ろくはらせいちょうあと
一
ハ 波 羅 政 庁 跡

■q ■■ーーーq■■一一一一一■■■ー－－－－ー－1■■
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